
　－
　－

「

暴

国際医療協力　フ月号　●1996年７月28日発行（毎月1回28日発行）1995年11月27日　第三種郵便物認可

vol.19 N0.7

　　　1996

元気になった趙君とAMDAの三宅医師

11MDll

７



二胡（奏者田　川）・琵琶・二胡（奏者王　杓）・中国民族舞踊

日中バレー団による舞踏【ロシリアーノ/ロッシーニ作】

日　時／８月12日（月）開場PM6:00開演PM6:30

場　所／岡山シンフォニーホール

入場料/2,000円（全席自由）

主催／岡山県華僑総会　後援/SMDI（アジア医師連絡協議会）

※都合により演奏者等の変更がある場合がございます。予めご了承ください

チケットのお求め･お問い合わせ：岡山県華僑総会事務局S086-281-1293
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Ａ：ＭＩＤＡプロジェクト紹介

※1996年６月現在継続中

０インド連邦カルナタカ州無医村

　地区巡回診療プロジェクト　1988年

＠ネパール王国ビスヌ村地域保健医療

　プロジェクト※巡回診療のみ継続中

　　　　　　　　　　　　　　　1991年

＠在日外国人医療プロジェクト※

　(東京・大阪)
　1991年４月17日に

AMDA国際医療情報

センターを設立。 93

年５月より(財)東京

都健康推進財団の外

国人医療関連事業の

委託もうける。在日

外国人を初めとする関係者からの医療に関する電話

相談、受け入れ医擦機関の紹介などを実施。

○イラン国内クルド湾岸戦争被災民放

援プロジェクト 1991年

＠ピナツボ火山噴火被災民救援医療

プロジェクト 1991年

＠エチオピア・チグレ州難民救援医療

　プロジェクト

＠バングラデシュ・ミャンマー

　難民緊急医療プロジェクト

＠ネパール国内ブータン難民

　緊急医療プロジェクト※

　1992年５月よりネパー

ル支部により活動開始。

現在難民と地元ネパール

人民双方を診療する第二

次医療センターとしてそ

の地の基幹医療機関の役

割を果たしている。

1992年

1992年

＠カンボジア地域医療プロジェクト※

　1992年より、プノム

スロイ群病院の支援を

開始。近辺の村を予防

接種、蚊帳の無料配布

プロジェクトを実施。

＠ネパール・タンコット村眼科医療＆

　母子保健プロジェクト※
　1992年よりカトマン

ズ近郊のタンコット村

で眼科検診・診療と母

子保健を中心に据えた

総合地域保健プロジェ

クト開始。

＠インドネシア・フローレス島大震災

　救援医療プロジェクト　1992年12月

●ソマリア難民緊急援助医療

　プロジェクト※

　1993年1月よりケニ

ア､ジプチ､ソマリア本

国難民救援医療活動を

｢アジア多国籍医師団｣

として開始。

●ジブチ産婦人科病院人材育成

　プロジェクト　※ 1993年

●ネパール・バングラデシュ大洪水被

　災民緊急救援医療プロジェクト1993年

●タイ国チェンライAIDSプロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　1993年

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

アジア多国籍医師団
●
●

　1993年５月22目に創設。アジアの自然災害や：

難民などの緊急時に俊敏に対応できる全支部か●

ら（15ケ国）から構成されたＡＭＤＡの緊急救援

医療部門である。
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＠インドボンベイ周辺地域保健医療

　プロジェクト※

　1993年10月のソラ

プール地震被災者巡回

診療の後をうけての整

形外科診療・知能障害

児早期発見・防止医

療、高齢者・母子医

療、エイズ防止教育の

各プロジェクトを1995年４月より開始。

●カンボジア精神保健プロジェクト※

　　　　　1994年より、プノ

４４　　　ンペン市内のシア
　　●　メータ病院で、カン

　　　　　ボジア国内初の精神

　　　　　科病棟を設置。病院

　　　　　スタッフのトレーニ

　　　　　ング、薬剤の提供を

　　　　　行っている。

＾●

＠インドネシアスマトラ島南部地震

　救援医療プロジェクト※　1994年2月

●モザンビーク帰還避難民プロジェクト※

　1994年２月よりモ

ザンビーク南部カザ

州において緊急医療

活動を開始。

＠旧ユーゴスラビア日本緊急救援

　NGOグループ援助プロジェクト※

　1994年６月より日

本緊急救援NGOグ

ループ（JEN）の活動

として、クロアチア、

セルビアにおいて、

緊急医療、生活改善

指導、職業訓練、教

育、物資援助などの多方面にわたる援助を行う。

●ネパール・タメル地区ストレートチ

　ルドレン診療プロジェクト　1994年2月

＠ルワンダ難民緊急救援プロジェクト※

　1994年５月より、北

部ガラマ難民キャンプ

で、ルワンダ難民を対

象に緊急救援プロジェ

クトを開始。

　　　撮影　山本詩文氏

＠ルワンダ難民

　プロジェクト

緊急救援ゴマ

　　　　　1994年8月

ｅルワンダ難民緊急救援ブカブ

プロジェクト※ 1994年８月

＠ルワンダ国内病院再建プロジェクト※

　ル・トンド診療所

(ルワンダキガリ市)

国内避難民、住民を対

象に94年10月より支

援活動を開始。

ΦタイHIV患者カウンセリング

プロジェクト※ 1994年10月

＠JICAフィリピン・ターラック州家族

　計画母子保健プロジェクト※

　　　　　　　　　　　　　　1994年10月

＠阪神大震災緊急救援プロジェクト

　1995年1月神戸市長

田区において地震被災

者に対する緊急援助活

動を実施。

＠JICAザンビア保健医療プロジェクト※

　　　　　　　　　　　　　　1995年4月

＠インド地域医療プロジェクト※

　　　　　　　　　　　　　　1995年4月



＠チェチェン難民救援プロジェクト※

　１９９５年４月より

りENの活動として）ロ

シアのイングーシ、

チェチェンにおいて、

救急医療および子供の

ための予防接種プロ

ジェクトを開始。

＠サハリン大震災緊急プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年5月

＠スーダン国内避難民救援プロジェクト※

　　　　　　　　　　　　　　　　1995年

ｅアンゴラ帰還難民プロジェクト※

　　1995年ア月よりア

ンゴラヘの難民帰還を

促進する為、北部ザ

イール国境付近の病院

を再建する。

＠タイ　アニマル・バンクプロジェクト※

　　　　　　　　　　　　　　　　1995年7月

Φ北朝鮮大洪水救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　1995年9月

＠ミャンマー地域医療プロジェクト※

　1996年３月、ABA、

MISとの協力で浄水器

一台をメティーラ市の

カンナジョン寺院に設

置。救急車も贈呈。地

域の衛生状態の改善、

地域医療活動を行う。

41

１
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＠ＩＮＮＥＤ(緊急救援と開発のための国際

　ＮＧＯネットワーク)プロジェクト※

　1994年10月、岡山国際貢献NGOサミット時に設　　　　　１

立される。インドネシア、バングラデシュ､フィリピ

ン､ボリビア､ブラジルでは緊急事態対応体制と称し　－6

て､NGOによる相互理解と相互支援のネットワーク　　

●４

作りを開始した。

●ボスニア救援プロジェクト1996年1,1

●中国雲南省緊急救援プロジェクト

　　1996年１月に発生

した大震災緊急救援の

ため、医薬品や生活物

資を送る。更に、医師

ら数名を派遣した。

●インドネシアスマトラ島大震災救援　Φ中国四川省雪害緊急救援プロジェクト

プロジェクト 1995年10月

Φメキシコ大震災緊急救援プロジェクト

　1995年10月に発生

した大震災緊急救援の

為医薬品と医師ら４名

を派遣

●フィリピン台風被害救援プロジェクト※

　　　　　　　　　　　　　　1995年10月
＠インドネシア中央スラウェシ島地震

救援プロジェクト 1996年

●インドネシア・ジャワ島地域医療

プロジェクト 1996年

1996年２月

＠インドネシアビアク島大震災緊急救　｀●

　援プロジェクト
　1996年２月ビアク島

でM8.0の地震が発生。

インドネシア支部よ

り、Ｄｎ２名、日本支部

より調査員１名派遣。

抗生物資、生活物資を

送った。

＠中国雲南省趙君支援プロジェクト※

●中国雲南省小学校再建プロジェクト※

＠中国雲南省診療所設置プロジェクト※

　　　　　　　　　　　　　1996年3月

ｔ
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｜

%中国新彊ウイグル自治区地震緊急

プロジェクト　※ 1996年３月

＠中国四川省チベット族ヘルスポスト

プロジェクト　※ 1996年４月

＠モザンビーク地域総合振興
　プロジェクト（ガザ州）※

　　　ｅケニアヘルスセンター支援

　　　　プロジェクト　※

゛自｀●１レバノン被災民緊急救援

　　　　プロジェクト

゛｀●

　４月11目イスラエ

ルはレバノン南部に

無差別砲撃を開始し

た。避難民救済のた

めに、緊急救援チー

ムを派遣した。

１
１
念
革

理
沿

ｒ
Ｌ
ｒ
Ｌ

[現　状]

Φバングラデシュ・サイクロン緊急救
援プロジェクト　※ 1996年５月

　５月13日発生した

竜巻による被災者救

援のため医薬品と医

師､看護婦､調整員を

派遣した。

ｅウガンダ地域保健プロジェクト　。

＠ボスニア難民被災民救援
　プロジェクト

　1996年１月よりサ

ラエボ、ゴラジュデ、

八二ャルカにおいて、

病院再建、医療技術支

援などの活動を実施。

ＪＥＮとして生活改善

の活動にも取り組んでいる。

＠中国南部大洪水緊急救援

　プロジェクト

　　　　※

1996年６月

　　　　　※

1996年７月

ＡＭＤＡ　概要

Better Quality oflifefor a Better Future

1979年タイ国にあるカオイダン難民キャンプにかけつけた

一一名の医師と2名の医学生活動から始まる。

アジアの参加国は18ケ国。会員数は日本約1300名。海外約200名。

世界各地で種々のプロジェクト、フォーラムを実施中。

［入会方法］　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入して下さい。

　　　　　　　　　　　　・医師会員　　　15,000円

　　　　　　　　　　　　・一般会員　　　10,000円

　　　　　　　　　　　　・学生会員　　　7,500円

　　　　　　　　　　　　・法人会員　　30,000円

　　　　　　　　　　　　・賛助会員　　　2,000円（個人に限る）

　　　　会費は入会の月より一年間有効です。入会の月より，毎月会報を送付しま

　　　　す。賛助会員には「AMDAダイジェスト」をお送り致します。

　　　　　　　　　　　　　　　振込先：　郵便振替口座

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・［］座名義　アジア医師連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・口座番号　01250-2-40709



　『２１世紀の岡山県』への提言-一一二回
市OKAYAM

こ］

　　代表菅波茂
　岡山は、21世紀にはどういう道を進むべきか。それは岡山の持ち昧、特性を最大限生

かして、『世界都市』を目指すべきだろう。

　世界都市とは、世界が必要とする都市であり、世界に貢献できる都市である。岡山は

何をもって、世界に貢献できるか。それは、長年の間に積み重ねられてきた岡山の医療･

福祉、教育、そして宗教を大切にする精神文化と、阪神大震災の時の県民の救援パワー

である。いずれも２１世紀に益々求められるものばかりである。こうした岡山の特性を

ベースにして、産業、経済、文化、科学技術など、岡山のあらゆる潜在能力を糾合し、世

界都市づくりを目指すべきだろう。

　ジュネーブには、国連の人道援助関連機関が集まっているが、対する岡山を、民間の

人道援助関連機関の集積地にし、世界の人道援助活動に関連する国連機関の重要かつ不

可欠なパートナーとして位置付ける構想でもある。

　世界都市岡山づくりに向けての第一ステップとして､岡山空港を中心とした地域に､ま

ず、下記の中核拠点施設群を配置していく事を提言したい。この施設を軸にして、県下

に関連施設を配置し、波及効果を幅広いものにしていく。

中核拠点施設群

（説明）

１）ＡＭＤＡ国際大学

１）ＡＭＤＡ国際大学

２）国連ボランティア訓練センター

３）岡山県災害救助センター

４）総合福祉研究所

5）INTERNATIONAL SCHOOL

　　　　国際貢献のプロを養成する４年制大学。世界初のNGO/NPO大学である。全世界にフィー

　　　　ルドを持ち、国連にて政策提言をする特色を有する。

　２）国連ボランティア訓練センター

　　　　国連ボランティア活動参加者に必要な訓練を提供､世界中にボランティアを派遣する。国

　　　　際ボランティア活動の潮流をリードする。

　３）岡山県災害救助センター

　　　　県内、国内のみならず、アジアも視野にいれた自然災害被災者に対する救助センター。岡

　　　　山空港を国際貢献空港と位置付ける。

　４）総合福祉研究所

　　　　先端技術を駆使して、高齢者、身体障害者に必要な生活支援機器･器具を研究する、産学

　　　　共同研究所。マーケットは、国内のみならず急速に高齢化社会に突λしているアジアも視

　　　　野に入れ、県内の医療・福祉関係機関と連携し、アジアを代表する機能を持たす。

　5）INTERNATIONAL SCHOOL

　　　　中四国には現在ないが、世界都市を目指すには不可欠。海外からの人材の子弟、海外帰国

　　　　子女を含めた教育施設にし、ＡＭＤＡ国際大学とも連携する。

　　（補）

　イ）「世界都市岡山」構想委員会を設置、政策具申をしていく。

　ロ）５つの中核拠点施設の予算は、土地抜きで約300～500億円。拠点施設の関連人口は、2000～

　　　3000人。

　ハ）中核拠点施設の関連施設は、県下の各自治体に設置し、地域の活性化に結び付けていく。

６　国際医療協力　vol.19N0.7 1996
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お
け
る
物
流
体

系
調
査
委
員
会
」
に
諮
問
し
た
の
は
平

成
六
年
十
二
月
で
あ
る
。

　
昨
年
五
月
の
中
間
報
告
を
経
て
、
有

識
者
十
人
に
よ
る
意
見
「
二
十
一
世
紀

に
向
け
た
県
の
将
来
展
望
と
空
港
、
港

湾
の
あ
り
方
に
関
す
る
提
言
」
が
ま
と

ま
っ
た
。

　
提
言
は
具
体
的
で
簡
潔
、
明
り
ょ
う

で
そ
の
強
調
す
る
と
こ
ろ
が
分
か
り
や

す
い
。
何
よ
り
も
気
負
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
に
共
感
が
持
て
る
。

　
委
員
会
で
の
課
題
の
一
つ
、
こ
の
県

の
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
め
ざ
す
べ

き
基
本
理
念
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う

に
述
べ
る
。
「
ア
ジ
ア
、
世
界
を
視
野

に
、
地
域
連
携
の
中
核
と
し
て
の
役
割

を
認
識
し
つ
つ
、
独
創
的
、
戦
略
的
な

地
域
振
興
を
図
る
」
と
。

　
　
「
均
衡
」
や
「
調
和
」
は
、
県
の
看

板
に
な
っ
て
き
た
が
、
「
戦
略
性
」
や

　
「
独
創
性
」
は
、
岡
山
県
に
哭
け
西

と
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

避
け
て
通
っ
て
き
た
点
に
あ
え
て
挑
戦

゛●

し
ろ
と
い
っ
て
い
る
。

　
そ
の
具
体
事
例
と
し
て
、
岡
山
県
が

医
学
の
伝
統
を
踏
ま
え
「
国
際
医
療
福

祉
交
流
拠
点
」
に
な
る
こ
と
を
す
す
め

模
索
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
非
営
利
組
織
な
ど

の
市
民
活
動
を
地
域
の
か
じ
取
り
に
も

っ
と
導
入
し
て
は
と
の
考
え
が
全
国
で

広
が
り
つ
つ
あ
る
。
下
地
が
十
分
あ
る

岡
山
県
が
モ
デ
ル
に
な
れ
ぱ
と
提
言
は

で
あ
る
。
産
業
と
し
て
も
有
望
視
さ
れ
　
促
し
て
い
る
。
地
方
で
可
能
な
国
際
貢

る
。
岡
山
県
に
お
い
て
も
研
究
開
発
、
　
献
の
一
例
だ
ろ
う
。

国
際
貢
献
の
両
面
に
あ
っ
て
・
一
つ
の
顔
″
こ
の
試
み
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
必
然

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
的
に
人
、
モ
ノ
、
文
化
が
世
界
規
模
で

　
岡
山
で
は
「
個
性
的
な
草
の
根
型
の
　
動
く
こ
と
に
な
る
。
岡
山
県
が
国
際
夕

国
際
貢
献
」
　
「
国
際
医
療
物
資
供
給
基
　
Ｉ
ミ
ナ
ル
的
な
存
在
に
な
る
。
そ
れ
に

地
の
構
築
」
を
し
、
加
え
て
「
医
療
、
　
ふ
さ
わ
し
い
空
港
や
港
が
必
要
だ
。
提

福
祉
両
分
野
で
の
国
際
研
究
開
発
機
能
　
言
は
物
流
面
で
、
岡
山
空
港
の
滑
走
路

の
充
実
」
を
求
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
三
千
μ
化
や
水
島
港
の
国
の
Ｆ
Ａ
Ｚ

　
そ
の
た
め
に
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
　
　
（
輸
入
促
進
地
域
）
指
定
を
前
提
に
、

会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
）
な
　
物
資
を
共
同
管
理
す
る
物
流
基
地
の
設

ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
を
中
軸
　
置
を
提
案
し
て
い
る
。

に
官
民
の
医
療
、
福
祉
機
関
、
大
学
の
　
　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
は
、
二
百
万

連
携
強
化
、
県
の
人
的
、
財
政
的
支
援
　
人
県
民
に
相
当
の
覚
悟
と
忍
耐
、
努
力

を
強
調
す
る
。
こ
れ
な
ら
背
伸
ぴ
し
な
　
が
い
る
。
青
写
真
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と

く
て
も
、
岡
山
県
が
自
然
体
で
取
り
組
　
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
提
言
は
と
か

め
る
と
の
こ
の
委
員
会
の
配
盧
で
あ
ろ
　
く
内
向
き
に
な
り
が
ち
な
地
域
お
こ
し

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
論
議
を
外
に
向
か
わ
せ
る
効
果
が
あ

　
狭
い
国
益
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
「
地
　
ろ
う
。
岡
山
県
の
将
来
の
た
め
に
県
民

球
益
」
で
行
動
し
、
い
ま
の
経
済
シ
ス
　
が
こ
ぞ
っ
て
読
み
、
考
え
る
材
料
に
し

テ
ム
や
生
活
様
式
に
代
わ
る
生
き
方
を
　
て
も
ら
い
た
い
。

一｀●
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■中国南部大洪水緊急救援活動報告
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中国貴州省洪水災害状況報告

貴陽現地調整員 川上　英志

　７月６日午前の楽衛生庁長の説明によれば今回の被害状況は貴州省府貴陽市と４６の

県が暴雨により発生した洪水の被害を被った。死者１ ００名以上､負傷者４００人以上。

経済損失は６０憧元にのぼる。医療関係の損失は４０００万元。各地域の医療機関１８

０ヵ所の被害は１２００万元。今回視察した貴州医学員第三教学病院は４８万元の被害

とのことである。

　７月８日貴州日報の報道によれば７月７日政府会議での発表内容は１ ００ｍ／日以上の

雨量がみられたのは２８の県市で2 0 0mm/日以上は７県市であった。７月６日の初期統

計で被害の大きかった４１県市で２２の県と村の道路に水があふれた。貴州省全体での

死者は１ ９４人。直接経済損失は４４億元。

　７月４日～７月７日迄の武警総部隊から２万人、２５回出動、貴陽市区の清掃、泥の

運搬、ゴミ２万トン、５０００軒の被害者の家から泥や砂を出し清掃、壊れた家屋９６

戸の住民を新居に移し､４日間で６００ｍあまりの道路の補修等修理復旧作業を行った。

また２７５ｍの新ケーブルが3 0cmの深さのコンクリートの下になったが６日には電気

が回復し、水道が元に戻り、市の西区１０万住民を安心させた。

　又、７月７日午後４時には鳥江の水位が最高37.865 m、30.98mから、36.453 m､29.3

mとそれぞれ下がり警戒水位から遠ざかった。

　今回の水害の特徴は先ず短時間の集中暴雨で川の水位が上がり、水が溢れだし床上浸

水となり各家屋の１階は土砂に埋まったことにある。山崩れ、土手崩れも発生、道路も

破壊し水もあふれた。橋も折れた。豪雨の原因は不明だが被害の大きくなった原因とし

てはこの土地の水面の海抜が高いことが指摘されている。 ＡＭＤＡとしてなんとか現地

の被害状況の把握と対応に努力をし､人的貢献と薬の供給等を迅速に行うように務める。

現地に到着した４日、５日には市内の水は退き始めていたが、主な山崩れのあった地区

や村への交通は遮断されたままであった。市内でも被害の大きい所は立ち入り禁止とな

り、２次災害への予防措置がとられている。

　７月５日以降は貴陽市内では市のほぽ中央を流れる南明河の川沿いの被害が大きかっ

たことがようやく判断できた。同時に山沿いの流域の地点も山崩れもふくめて被害が大

きかったことが判明する。又、日を追うにしたがって死者や被害額も増加した。貴陽市

を除いた郡部の地方の被害状況としては､その大部分が苗族が住む少数民俗の土地であっ

たため、これから秋の農産物への被害ははかりしれないものがある。

〈経過報告〉

７月４日(木)

７月４日‥(木)

ＡＭＯ時：　支援決定

PM12時15分‥：　ＡＭＤＡ中国より調整員１名貴州省に入る。
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７月５日（金）ＰＭ８時：　ＡＭＤＡ日本本部より医師１名、調整員１名現地入り。（薬

　　　　　　　　　　　　　品６ケース）

　　　　　　　ＰＭ９時：　ＡＭＤＡ昆明クラプより調整員１名現地到着。（薬品１２

　　　　　　　　　　　　　ケース）

　　　　　　　PM11時：　現地キヤンプにて貴州省衛生庁の担当者と打ち合わせ。

７月６日（土）AM10時：　貴州省衛生庁防疫部会議室にて被害状況の説明を衛生庁長

　　　　　　　　　　　　　から受ける。

　　　　　　　AM11時：　薬品贈呈式。

　　　　　　　ＰＭ３時：　貴陽市の現地視察。南明河に接する河浜公園の橋と貴州医

　　　　　　　　　　　　　学第三教学病院を視察。

７月７日（日）ＡＭ７時：　医師帰国。

　　　　　　　ＰＭ５時：　調整員２名、昆明へ。

７月９日（火）ＰＭ　　：　ＡＭＤＡ昆明クラブより医師、調整員の派遣を決定。貴陽

　　　　　　　　　　　　　のチームと第二次チームとして現地で活動を開始する。

　　緊急救援物資贈呈式参加者

中国側窓口機関 日本側

貴州省衛生長（局）

　　楽　光志　庁長

　　柏　　桁　防疫部所長

　　張　蒙朋　防疫部

　　王　恵明　外事所

　　陳　煌有　衛生防疫姑服姑長

黒川　　健　　医師

佐々木　論　　調整員

川上　　英志　調整員

柴　春　　　　調整員

他　貴陽メンバー

日本、広州、昆明の３ヵ所より謨達した約500kgの医薬品

左より、柏衛生庁防疫部所長、川上調整員、王女史

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際医療協力vol.19 N｡｡7 1996　9



■中国南部大洪水緊急救援活動報告

期　間

中国貴州省洪水救援計画報告

７月４日－７月１１日

メンバー：　黒川　健（医師）

　　　　　　笹山　徳治（調整員）

　　　　　　川上　英志（調整員）

　　　　　　佐々木　論（調整員）

　　　　　　柴　春（AMDA昆明クラプ）

受入機関：中国費州省衛生庁

調整員　佐々木　論

　＜緊急援助経過＞

　　貴州省は中国南部内陸部に雲南省、広東省と隣り合って位置し、人口は２９３２万人

　を抱え、４０を越える少数民族が居住している。

　　７月１日より降り出した暴雨は、止むことなく降り続け、７月２日の昼までには、省

　府責陽市の水位は１ｍ３０ｃｍ上昇した。今回発生した水害は１９２１年以来初めての

　大きな災害となっており、７月７日時点での政府発表によれば、貴州省全体で亡くなら

　れた方は１ ９４名、被害総額は日本円で約５００億円になると見積もられ、被害状況は

　なおも増え続けている。

　　７月３日の災害の報道を受け､７月４日に日本より現地に向かうため香港へ出発した。

　香港にて同じく日本より出発した黒川医師､そして中国事務所の笹山調整員と合流し､中

　国広ﾅﾄ|にあるＡＭＤＡ中国事務所へと向かった｡私たちが香港に到着した正午頃には既に、

　中国に滞在している川上調整員が現地入りをしており、広州の事務所に着くとすぐに被

　害の詳細な状況の報告を受けることができた。実に、災害報告時より２４時間以内の現

　地入りであり、改めてＡＭＤＡの迅速なる対応を痛感した。

　　４日の時点では、雨も既に止み、一部の地域を除いては洪水も引き始め、市街地も通

　常の状態に戻りつつあるとの現地からの報告を受け、第１陣の救援援助を薬品類の贈呈

　に絞り、現地での薬品の調達を開始した。併せて雲南省からもＡＭＤＡ昆明クラブの柴調

　整員が薬品を購入し搬入することが決まり、日本、広州、昆明と３ケ所からの緊急医療

　援助の体制が整った。翌日５日夕刻までに広州､昆明共に現地での薬品類の調達を終え、

　広州より５箱(約１ ５０ｋｇ)、そして昆明より１２箱(約３６０ｋｇ)の薬品を飛行機にて

　搬入した。貴陽の現地では、川上調整員が貴州省衛生庁の方々と受入れの打ち合わせを

　行い、万事にわたり手はずを整えていた。

　　災害発生より早くも３日目にして、約５００ｋｇにおよぶ薬品類を被災地に準備し終

　え、後は衛生庁に贈呈するだけとなった。衛生庁側から私たちの受入を担当していただ
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いたのは、防疫部の張葦登氏と外事部の王忠明女史であった。翌６日は、衛生庁の楽光

志庁長が出席され、被災説明と薬品の贈呈式が行われた。その際、楽庁長より今回の

ＡＭＤＡの迅速なる対応と相互扶助に基づいた援助に衷心からの謝辞を頂いた。

＜被災状況＞

　洪水の被災状況に関しては､依然土砂崩れにより埋没されたままの地域が残っており、

２万人を越える軍隊を動員して復興に全力を注いでいた。そのような地域は２次災害を

防ぐ意味でも立人禁止地域となっており近づくことさえ不可能の状態となっていた。そ

れを除けば､市街地の様子は活気を呈した通常の状態に戻っており､水の供給なども徐々

に回復していっている様子であった。しかし、市街地の中心を流れる南明河に架かる橋

が崩れたり、市民憩いの場として親しまれている甲秀楼の１部が流されるなど洪水の大

きさを物語るものが街のあちこちに見受けられた。また私たちが視察した貴州医学院第

３教学病院では１部の病棟が約１ｍの浸水を受け、レントゲン機器、病室、薬品など日

本円にして６００万円の損害を受けたと説明を受けた。尚、衛生庁の説明によれば、貴

州省全体での医療関係の経済損失は５億円を越えると言われている。

＜結びにかえて＞

　１週間にわたって被災状況の視察と薬品の贈呈をもって第１陣の救援計画を終えた｡現

在は、ＡＭＤＡ昆明クラプより楊召医師が被災地に赴き、責陽に駐在しているＡＭＤＡ昆明

クラブのメンバーと連携をとりながら、村落を中心に医療診察と伝染病の予防、そして

今後のニーズ調査など第２陣の救援計画を行っていただいている。

　今回の緊急援助は、災害報告時より２４時間以内に現地調整員が被災地に入ったこと

に成功の大きな要員があったと思われる。早急に被災地の調査を行うと共にどのような

支援が最も望まれるかを適切に判断していった。そこに迅速且つ最適なる緊急援助の要

諦がある。それには現地に根付いた相互信頼に基づくネットワークが不可欠なものと痛

感した。併せて、緊急援助とは言え、災害のケース、地域・国により様々な援助の形態

があることをあらためて思い知らされた。今後とも一つ一つの緊急援助を通して、しっ

かりとフィードバックを行いながら更に質の濃い緊急援助を志していきたい。
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【
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京
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日
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中
国

南
部
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六
月
下
旬
か
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降
り
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い
て
い
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集
中
豪
雨
の
た
め
各

地
で
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水
が
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中
国
各
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の
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総
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と
、
南
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部
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責
州
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六
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が
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、
三
百
人
以
上
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負
傷
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、
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安
徽
、
康
江
両
省
で

は
四
十
人
が
死
亡
、
二
十
九

人
が
行
方
不
明
と
な
っ
て
い

中
国
南
部
で
大
洪
水

死
者
1
0
0
人
を
超
え
る

る
。

　
員
州
省
で
は
、
降
水
量
が
多

い
所
で
二
三
〇
″
リ
に
達
し
、
数

十
の
町
で
Ｉ
Ｍ
を
超
え
る
浸
水

と
な
っ
た
。
ま
た
、
山
崩
れ
で

数
十
人
が
生
き
埋
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に
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り
、

鉄
道
や
道
路
、
電
気
、
電
話
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ど
も
寸
断
さ
れ
、
直
接
の
経
済

損
失
は
二
十
億
元
（
一
元
＝
約

十
三
円
）
に
上
っ
て
い
る
。
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２日、申�南酉郁の備州省の量陽で、洪水の現場から子供を放出する兵士たち＝ＡＰ

China nooding death tollnears 150
　BEIJING(ReuterﾄﾞTn)ops fanned

out across southern China on

'nluriday to rescue tens of thousands

of people stranded orleft homeless by

someoftheworstnoodsinhalfacen-

tury that have kiUed nearly 150 peo-

ple,omcials said｡

　The Civil Aff･rs Ministry and lo-

cal officialssajd the torrentialrains

that have spawned noods in four

southem provinces had affected more

than 10 million people and swamped

vast swathes of valuable farmland

Planted with summef crops.

Anhui，Zhejiang，Jiangxi　and

Guizhou and l,490 injured since

storms and heavy rains lashed the

provinces late last week， the ministry

and local officials said.

　An estimated 10 million people had

been affected and hundreds of thou-

sands left homeless after98,000 hous-

es collapsed and another 339,000

were severely damagedjt siid.

　0fficials said 700,000 hectares of

famlland had been swamped and csti-

mated initial losses at more than 10

billion yuan($1.2 billion).

kimng 38 Fople in the tourist town and

in sum)unding Zhejiang PTI)vince，om-

cials said by telephone｡

　More than 3.8 miUion People had

been affected in the province and

troops and police were bauling

through floodwaters to rescue

140,000 people trapped in their hous-

cs by the nood waters, omcials said｡

　1¥here the waters had subsided， of-

ncials sifted through the muddy rubble

of conapsed homes lo count the dead｡

　Heavy rain was expected to soak

Hangzhou for at least another four

　At least 144 People had been kined　　llle highestnoods in thecity'shistoiy　days and parts of the city were in dan-

in the four southern provinces of　had battered scenic eastem Hangzhou， ger of being submerged.

Page 2 （A） Frlday，July 5，1996

AMDA to help China nooding victims

　OKAYAMA－Al intemational volunteer git)up of Asian

doctors win send two membcrs Thursday to the southem

Chinese province of Guizhou to help those who have been hit

by heavy rains and esuing noodings, group members said.

　The Association of Medica1 Doctors of Asia (AMDA)

based in okayama win dispatch a Japanese doctor and an

assistant later in the day to offer medical servicc, jointly with

local AMDA doctors, AMDA mcmbca said.

第三種郵便物認可 THE DAILY YollnJRI
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Ａ
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■中国雲南省大震災緊急救援活動報告

雲南省大地震リハビリテーションプロジェクト経過報告

医師　三宅和久

概　要:1996年２月３日　午後７時14分(中国時間)、雲南省でマグニチュードフの地震

　　　　が発生。死者約250人、負傷者約15000人、100万人が被災した。 ＡＭＤＡは直

　　　　ちに緊急医療救援チームを派遣、２月４日には中国入りし、２月６日には800kgの

　　　　医薬品を日本から雲南省へ搬入､更に続いて計17tの物資を搬入し緊急救援活動

　　　　を展開した。その後ニーズの変化に対応して学校再建および衛生のみならず経

　　　　済発展も含んだ地域の改善計画を立て、現在これを推進中である。

　　　　この度私(三宅)、金原医師、笹山調整員はＡＭＤＡ昆明のメンバーと共に現地

　　　　入りし、計画の進行状況を視察すると同時に学校長と村長の要請により小学校

　　　　の健康診断を実施した。

派遣メンバー：金原正士　医師

　　　　　　　　三宅和久　医師

　　　　　　　　笹山徳治　調整員

　　　　　　　　柴春　　　調整員（ＡＭＤＡ昆明）

　　　　　　　　周雲　　　調整員（ＡＭＤＡ昆明）

　　　　　　　　董万武　　調整員（ＡＭＤＡ昆明）

調査日程：６／３（月）飛行機にて広州→昆明

　　　　　６／４（火）飛行機にて昆明→大理

　　　　　　　　　　　車にて　　大理→麓江

　　　　　６／５（水）麗江拉市海束中心校（小学校）にて健康診断

　　　　　６／６（木）飛行機にて麗江→昆明→広州へ

拉市海東中心校で健康診断を行う筆者（左）と金原医師（右）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際医療協力　vol.19 N0.7 1996　13
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再建計画の学校の名称

　　　　　　　　位置

　　　　　　　　規模

　学校の現状

|.2年生用仮校舎工ｽ］

コンクリートの⊇二

拉市海束中心校

麗江から山１つ隔てたところ、麗江より車で20分

小学校１年生から６年生まで全校生徒254人

白
白

ｍ 　　　3ヽ6年生用仮校舎∧詰雪］

　＼　＼
、ｙ

にロニ　　　　　　噂

女子　男子　　　　　　

○

ｍ］に］ソ

　元々の校舎である建物は残っているが余震が度々ある為現在使われていない。桂など

にごくわずかにひびがあるものの建て替えでなく補強でいけるもよう。他の建物は全て

全壊。

　学校再建計画の展望

　華僑を中心に民間資金を集めている最中であり､以前の建物の修復ならばこの資金-ﾄα

でいけると思われる。しかし、トイレの改善、続く余震に対して耐震性を増す必要性を

考えると、このαの金額を大きくする事が必要である為数十万円から数百万円規模の更

なる資金援助が望ましい。

　拉市海東中心校における健康診断の結果

　理学的所見のみで尿、血液、便などのデータは全く無いが、軽度の皮膚炎と、う歯が

それぞれ２割ほど見られた。喘息などの呼吸器に関する問題症例はほとんどなし。

斜位、眼振、弱視があり一度CTをとることが望ましい症例が１例存在した。

　　児童の健康管理の為の今後の予定

　　皮膚炎に関しては体を洗う回数が少ないことが主な原因となっているので、学校から

　回数を増やすよう指導してもらう程度でかなり改善すると思われる。虫歯に関しては歯

　科はなく、医院にて抜歯を行うのみの程度らしいので、ボランティアを希望する日本の

　歯科医と組み､現地派遣者も含めて予防と治療の現地レベルに合った対策を考えていく。

14　国際医療協力vol.19N0.7 1996
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　リハビリテーションプロジェクト

　全般における今後の展望

　本プロジェクトはＡＭＤＡ初の本格的な地域活性型プロジェクトになる可能性が高い。

地域活性化の為には経済発展が不可欠である。とりあえず村民一人あたり年間100元

(約1300円)の収入アップを目標にボランティアとビジネス両面で取り組んでいく、ボラ

ンティアとしては日本国内で地域おこしを頑張っている自治体と現地行政をＡＭＤＡが

仲介して日本の自治体から現地に職員を派遣してもらい、現地に適したそして他の地域

には無い農産物を指導してもらう。ビジネスの面では中国では流通に問題があることが

多いので広州にあるＡＭＤＡのメンバーの会社を使い、産物を麗江から広州へ運んで販

売をはかると同時に、先にあげた日本の地方自治体へ現地の産物を輸出して生産者の麗

江､流通の広州､販売の日本の自治体3者が全て利益を上げるようにすることで麗江、日

本の地方が同時に地域振興を実現することができる。本プロジェクトでのＡＭＤＡの役

割には直接的な人員や物資の投入ではなく、仲介役として様々な団体にこのプロジェク

トにかかわってもらい、各団体の持つ技術や運営方法を生かして現地主体の地域の底上

げをはかることになろう。

'､'y　ﾍﾞ舒　　mJ……謳.肩　　　　　　　　　゛･'R　　jJ。
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トラクターを改造したトラックが大活躍している
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■ボスニア避難民救援医療活動報告

八二ャルカ医療プロジェクト報告

医師 神谷保彦

　１、ボスニアヘルツェゴビナーセルビア共和国の概要

　人口１ ５０万人、うち２５万人がバニャルカに居住している。昨年暮れの平和条約締

結から半年が経ち、市民生活にも活気が出てきている（といっても滞在中、１週間以上

の停電があったが）。治安は外国人にとっては問題がないが、セルビア、クロアチア、モ

スリムの人たちの間の排除行為は続いている。９月14日の総選挙に向けて投票者と候補

政党、者の登録が始まっている。戦争犯罪者の立候補は阻止された。

　２、社会、医療援助の現状

　モスリムクロアチア連邦領土との境界線近くの戦災を受けた地域では、ここ数カ月家

屋、病院、学校などの再建、修復が進んでいる。生活援助も食糧配給などの援助型援助

から農業開発やなどの復興型援助に移行しつつある。９月から始まる新学期に向けて､子

供たちの教科書やノートがない。

　医療サービス面では、医薬品の供給がもっとも進んでいる。地方の破壊された多くの

病院は、再建中であるが、完全回復にはなお時間を要する。例えば、境界線近くの、セ

ルビア人が多数を占めていたマルコニッチグラッドは､昨年クロアチアに支配された後、

今回の平和協定の線引きでセルビア人側に戻った町である。病院などは､爆撃に加えて、

支配後の略奪、撤退前の完全破壊（帰選者が利用できないように）によって、決定的に

壊滅されていた。Ｘ線装置、顕微鏡などの医療機材は６月現在も、ほとんどない。この

ような病院でも、医師を含めた医療スタッフの数は、比較的足りていて、外来診療は行

われている。他のＮＧＯでも外国人医師が診療活動している所はあまりない。

　援助の問題点は、その分布の不平等性、地域格差である。境界線近くでは、かなりの

見落とされている町村があるようで、ＵＮＨＣＲなども各援助機関の活動地域を完全に

把握していない。地元政府機関がそれらをカバーできるように回復するにはなお時間を

要する。

　　３、健康状況

　　全体的健康状況は、戦中の生活水準の著しい低下により、戦前に比べて大変悪化した。

経済制裁もあって、乳児、妊婦死亡率が上昇した。結核も再上昇している。心血管障害

やガン、さらに精神障害や自殺が増加している。アルコール中毒とそれによる事故も増
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八二ャルカにて医療機器贈呈式

１月の調査時に修理を依頼され

たものを日本のアロカの協力に

より修理したもの

左から松浦医師と神谷医師（筆者）

バニャルカ大学クリニックセン

ターにて

左から神谷医師（筆者）

中央は松浦医師

関係者との打ち合わせ

左２人めから木山調整員、

神谷医師、松浦医師
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えている。

　戦中は、戦傷者に対して、野戦病院において、

なし）で手術が行われる過酷な状況であったが、

限られた機材（ときに無麻酔、縫合糸

その経験は大きなものがある。

　４、国の保健政策

　今後、今までの病院重視医療から予防医学に重点を置いたプライマリヘルスケア（Ｐ

ＨＣ）重視医療へと医療システムを改編していく方針である。現在、医師の半数以上が

専門医であるが、これからは家庭医を養成していく方向であり、病院ベッド数の削減も

検討されている。

　５、医師交換研修プログラム　ーバニャルカクリニカルセンターにおけるー

　１）意義

　同センターは､高度医療を提供する３次医療機関である。医療スタッフやベッド数は、

現在むしろ過剰傾向である。 ＰＨＣなど他の分野の援助は進んでおり、専門医の養成を

目的とする交換プログラムの意義はある。戦中４年間、国際社会から孤立し、医療医学

研究の技術や情報で立ち後れ、医師たちは早くキャッチアップしたいという気持ちが強

い。ただ、上記の保健政策を考慮すると、ＰＨＣとのバランス、しっかりとした見通し

が必要であり、医師の高度医療への傾斜ではなく、あくまで、患者や一般国民の健康に

最大限寄与できるようなプログラムになるよう努力するべきである。

　２）進行状況

　現在、日本で研修する３人医師のリストを要請中である。暫定的には、循環器内科の

経食道心エコー研修希望の医師、経尿道的内視鏡治療研修希望の泌尿器科の医師、消化

器外科の内視鏡研修希望の医師などが候補として上がっている｡今後､保健省の承認、ビ

ザ手続き、日本受け入れ先の準備などが行われ、できれば、９月下旬から研修が始まれ

ば良い。

　日本からの医師の派遣に関しては、ボスニア側の医療技術レベルは高いので、特定の

専門技術と教育経験を持った医師の派遣が望まれる。「人」の派遣は、「物」の供与が付

随してくることが期待されているかもしれない。

　６、医学ジャーナル、書供与

　医学部図書館には、ＷＨＯなどが、医薬品情報センター設立の一環で、書物を寄贈す

る計画がある。

　病院（クリニカルセンター）の図書室については、ほとんどの医学雑誌が１９９１年

までのもので、一部、９３年のもの、また、最近、ギリシャが寄贈した９４、９５年の

医学雑誌が数種類ある。現在も、新規医学雑誌、医学書を購入する予算はない。英語の

ものと、現地語のセルボクロアチア語のものが望まれている。外科に関しては、手術の

ビデオなどヴィジュアルなものも良い。
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　７、医療機器修理、供与

　地方病院では、Ｘ線装置、透析装置が故障、まだ修理されていない所が多い。消耗品、

スペアパーツの不足も続いている。医療機器修理点検技術者の派遺も有効と思われる。

　８、個人活動報告

　上記に述べたような、プロジェクト遂行に関する情報収集、ニーズアセスメント、交

渉などを行った。

　個人的には、クリニカルセンターの小児科において、技術交流を行った。とくに小児

循環器科で、心エコー検査を行ったが、手技の違いはあるものの、レベルは日本と差は

なかった。むしろ少ない機材､情報の中で良い医療を維持している。任期最後の週に､小

児科医のミーティングで日本の戦後の母子保健の発展について、健康保険制度や母子手

帳、乳児健診を例に取って、講演した。また、ＰＨＣレペルでの小児医療のあり方につ

いても、専門分化が日本同様に強い小児科医とともに議論した。

　全体として、充分な技術交流、移転ができなかった。コミュニケィションの問題（一

部の医師にしか英語を喋らない）が大きな障害であった。

　９、総括

現在、戦後の復興期であるが、まだ、救援援助が一部の地域に集中し、辺境地やマイノ

リティに完全に行き届いていない。インフラストラクチュアの再建は進んでいるが、社

会サービスの回復はまだ遅れている。

　ニーズアセスメントに間しては、人口の移動、民族間の差、援助団体の複雑な活動範

囲などがあって、もっとも援助を必要としている人たち、そのニーズを同定するのは容

易でなかった。また、地元の人からの情報もエリートバイアスなどがかかりやすかった。

戦争後の状況評価をするときには、戦争前の状況をしっかり把握して、今の状態がどれ

ぐらい戦争の影響によるものかも判断することが望まれる。

　医療レベルは基本的には高いが、機材、最新情報がなく、また給料が低い。戦争中は、

medicalevacuation(欧米の病院への重症患者の移送治療)も行われていたが､これからは、

現地での重症患者診療機能の回復も必要で、専門医の再教育を目的とする交換プログラ

ムの意義は大きい。ただ、ＰＨＣとのバランスが考慮されるべきである。
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・ボスニア避難民救援医療活動報告

●

●

　　　　　ボスニア・ヘルツェゴビナ支援活動提案書

　　　　　　　　　　ＪＥＮ；日本緊急救援ＮＧＯグループ

　概　要

　ゴラジュデその周辺の村落は､4年間のボスニア・ヘルツェゴビナの内戦の間、飛び領

土とされた。デイトン和平協定の調印がなされたにもかかわらず、住民の生活環境は未

だに改善されていない。内戦による破壊の結果、一帯の住民遠は、食糧、衣類、水、ガ

ス、電力などの生活必需品の著しい欠乏の中におかれている。さらに、産業においても

直接的にも損傷を受けている。工場は破壊され､経済基盤は再建不可能なほど崩壊した。

飛び領土であったがために、この地域は外部の市場から孤立してしまった。

　ボスニア・ヘルツェゴビナ政府は、その機構の再編成課程にあり、ゴラジュデは新し

いCanton（ボスニア・ヘルツェゴビナ政府の行政区画）となった。ゴラジュデCanton政

府の大臣が近い将来、選出され、任命されることであろう。このCanton政府が、その機

能の効力を発揮するようになるまでには、少し時間がかかるかもしれない。

　住民の移動は、今なおボスニア・ヘルツェゴビナの各地で続いている。そして、この

地域も例外ではない。多くの人々がこの地域からサラエボや他の地域へと移動し続けて

いる。一方では、この地域に新しく流入してくる人々もいる。さらに、帰還による移動

もある。また、多くの帰還兵遠の存在もある。しかしながら、産業の崩壊により、雇用

可能な産業はほとんどない。ゴラジュデCanton政府の長官によると、1996年５月現在、

失業率は75％以上である。

　多くの新しい組織が、この地域にいくつかのプロジェクトを開始することに関心を示

している。活動の重複を避けるために、それらのプロジェクトのめざしている実施計画

に沿って、さらに査定と調整が必要である。

　プロジェクト目的

　プロジェクトの目的は、居住民達が人生に自信を持ち、精神的にも肉体的にも立ち直

ろうと積極的になれるよう支援することにある。

女性達に対して。活動を通じて衣服を生産することにより、地位の改善をめざす。充実

感をともなった生産的労働により、彼女達の自助精神を養う。女性達は生産的労働をし

ている間、心はその仕事に熱中することができる。そして、そのような活動は、常に陰

暫な思いに陥らせる。悲惨な記憶から彼女達を解放する助けとなる。さらに、活動期間

中、彼女達が負っている精神的トラウマを癒すためのグループカウンセリングが、臨床

心理医とソーシャルワーカーによってなされる。

帰還兵に対して。コンピュータ機器の知識を有することは、求職活動の大きな助力とな

る。そのような技能があればその市場性は高まる。自尊心を取り戻すこともこの企画の

目的の一つである。子供達と青年達に対して。スポーツその他の活動を提供する。この

企画は心身共に健全な相互扶助グループの育成を支援することを目的とする。
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ゴラジュデ地域では､多くの人々が失業状態にある。自活支援プロジェクトを通じて､住

民は魚類養殖設備を作り、自力で収入を得ることのできる技術を身につける。産物の欠

乏により、ゴラジュデ地域の人々は栄養不良の状態にある。ある調査によると、内戦時

に生まれた乳児の90％が、栄養不足による眼疾病にかかっている。魚を食べることはゴ

ラジュデ地域の人々の栄養状態の改善になる。

　支援対象者

　ゴラジュデ及びその周辺地域の居住民約40､000人。（住民移動は現在なお続いており、

旧Canton政府下での最新人口統計の数字はもはや通用しない）

　支援実施方法

　１．女性達を対象とする活動

　2名のインストラクターを雇用し､このプログラムのために借りたコモンルームにおい

て編物、かぎ針編み、裁縫等の活動を指導する。材料と用具は当プロジェクトと他の支

援組織によって供給される。プログラムの実施期間中、臨床心理医2名、ソーシャルワー

カー2名によるグループカウンセリングを行う。女性達は作品が完成した時点で､その作

品を全て自分のものとできる。また、展示会を開き、製作品を販売する。製作品の一部

は日本に搬入され、JEN日本スタッフにより、販売活動を行う。

　２．社会復帰療法

　青年向けのコンピュータ基礎コースを設定する。この活動は帰還兵への治療的意義か

ら、彼らに応募の一番の優先権を与える。コンピュータ機器は前述のコモンルームの階

上に設置し、インストラクター２名を雇用する。

　３．子供達及び青年達を対象とする活動

　ゴラジュデ空手クラブの協力により、空手レッスンを提供する。練習のための空手着

と１名のインストラクターを提供する。さらに、語学、音楽、文学、芸術、演劇等の教育、

的、創造的プログラムを、子供達の興味を年齢に応じて実行する。それぞれのプログラ

ムには、インストラクターと必需品を提供する。

　４．自活支援プログラム

　魚類養建場を設置する。このプログラムを指導する専門家2名を雇用し､魚類養殖場の

経営方法をゴラジュデ地域の住民達に指導する。必要資材、原料等を提供する。このプ

ログラムによって養殖された魚類は非常な低価格で、ゴラジュデ地域の人々に販売され

る｡経営がインストラクターの指導下から独立し､適当な市場が確保されると同時に､養

殖場はそこに働く人達に譲られる。

　　　　　　　シポボにおけるソーシャルサービスプロジェクト

　概　要

　シポボはバニャルカの南約70kmに位置する小さな町である。内戦前、この町と周辺地

域の居住民は15､000人であった。 1995年９月、この町で戦闘が激しくなった時、住民達

はボサンスキブロドと呼ばれる町に移動した。デイトン和平協定により、この地域は、ボ

スニア領に包含されることが決定した。 1996年２月、住民達は町への帰還を始めた。こ

れまでに12､000人が帰還し、現在この地域に居住している。

ボスニア軍が撤退した後、1995年クロアチア軍がシポボに進軍した。 1996年１月、クロ
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アチア軍はデイトン和平協定により退去した。それぞれの軍が退去する際、彼らは建物

を破壊し､可能な限りの略奪を行った。この地域の爆撃による破壊は非常に激しかった。

建物は徹底的に破壊され、今なお多くの地が廃墟と化したままである。この地域の全て

の工場は破壊され、未だに操業不能である。パン屋でさえも開店していない。住民はひ

とかたまりのパンを手に入れるために､約20km離れた隣町マルコニッチグラードに行か

なければならない。

　プロジェクトの目的

　プロジェクトの目的は、住民遠が人生に自信を持ち、精神的にも肉体的にも立ち直ろ

うと積極的になれるよう支援することにある。ソーシャルワーカーと臨床心理医は、家

庭訪問を通じて、特に独居老人遠の必要としているものを知る。このプロジェクトを通

じて、緊急を要する生活必需品が判明するであろう。

裁縫等の活動により、女性遠の地位の向上をはかる。そのような生産的活動は達成感を

味わうと共に、彼女達の自助精神を養う。生産活動を行う期間中、彼女達が受けた精神

的トラウマを癒すためのグループカウンセリングを、臨床心理医、ソーシャルワーカー

により実施する。子供達や青年達には､彼らの精神的トラウマの緩和の助力となるよう、

様々な活動を提供する。

　支援実施方法

　１．家庭訪問

　ソーシャルワーカー、臨床心理医、医師を雇用し、老人や必要と思われる住民遠の家

庭訪問を行う。また支援対象者と形式ぱらない面接を行い、シポボ居住民の統計的、社

会経済的実態の情報を収集し、基礎データを作る。同時にカウンセリングも行う。緊急

生活必需品を調査し、その適切な供給を行う。

　２．女性を対象とする活動

　インストラクター1名を雇用し､このプログラムのために借用したコモンルームにおい

て、編物、かぎ針編、裁縫などの指導を行う材料と用具は、当プロジェクトと他の支援

組織によって供給される。プログラムの実施期間中、臨床心理医１名、ソーシャルワー

カー1名によるグループカウンセリングが行われる｡女性遠の完成した作品は､全て彼女

達のものとなる。また;展示会を開催し、制作品は販売される。一部は日本に搬入され、

JEN日本スタッフによる販売活動を行う。

　３ご子供遠と青年を対象とする活動

　語学、音楽、文学、芸術、演劇等の教育的、創造的プログラムを子供達の興味と年齢

に応じて実行する。それぞれのプログラムには、インストラクター1名と、必需品が提供

される。
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■レバノン被災民緊急救援活動報告

レバノン緊急救援報告

医師松浦多賀雄

１．はじめに

･1996年４月I1日より発生したイスラエルとレバノンのヒズボラとの戦闘により、約40

　万人の国内避難民が発生した。南部レバノンが戦闘の中心であるため、この地域に住

　む住人約40万人が北上し、首都であるBeirutを中心に避難民としての生活を余儀なく

　されていると伝えられた。

・今回ＡＭＤＡがレバノンの緊急救援を行う日本政府よりＷＨＯのEmergency Health Kit

　が3Kit（72箱、約26トン）ＡＭＤＡに贈呈された。緊急救援の必要性長期的な復興支

　援の必要性及びHealth Kitの有効な使用法などを調査､検討し、ニーズがあればすぐに

　でも活動を始める予定で、４月24日我々４人（Dr.吉田、岩本、松浦、Ns.清水）はAir

　FranceにてBeirutに向け出発した。

2.Beirutにて（4月26日～4月30日）

･４月25日　ＡＭ５時　フランスのシャルルード・ゴール空港に到着。乗り換えてベイ

　ルートに向かう予定でいたが、レバノン状況の悪化のため予定便が欠航し、約19時間

　後にベイルートに向け出発した。

･４月26日　ＡＭ５時　ベイルートに到着。現地日本大使館の方々が出迎えに来てくれて

　おり、ホテルによった後、ＡＭ９時　CRL（Lebanon Red Cross）本部を訪れ、CRL総裁

　フリレーム氏、Medico socialdepartment a head Mrs Gmino Berri Direotor Mrs Jabe1 よりレバ

　ノン・ベイルートの状況の報告を受けた。ベイルート近郊には約20万人の避難民が流

　れ込んでおり、約70％が学校に、約30％が親戚宅に避難しているとのことであった。

　また、戦闘開始以来レバノン内の全ての学校を休校にし、約2000人の大学生がCRLで

　ボランティアとして働いていた。

・午後、CRLの巡回診療に同行させてもらった。 CRLからDr.3人を含む10人が参加し

　ておりアラモーンというベイルート近郊の小学校（約850人収容）に行ったが、約20

　人位の患者を診察した。また、おむつ、ミルク、衣類の配布も行っており、こういっ

　た緊急の状況に充分に対応できていると思われた。

・午後本部に帰った後、夕方のニュースで翌4月27日ＡＭ４時をもって停戦するとの合意

　がなされたと報道された。 CRLの人達の喜びは大きく、TVの報道からだけでは伝えら

　れない闘いが集結したということに対する深い思い､平和の喜びを実感させられた｡停

　戦をもって、当然避難民は南部に一斉に帰ることが予想され、我々も南部レバノンに

　移動し、活動を行うことにした。

･２月３日は避難民帰還のため道路が混雑するため、４月30日に南部に移動することにし
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　た。４月27日、我々はベイルート市内の診療所を５ケ所見学したが、どこも平静を取り

　戻しており、皆、平和を喜びゆったりしていた。

・４月29日、大使館に預かってもらっているHealth Kitの整理をし、そのうちの12箱を

　南部に持っていくことにした。

３．南部レバノンにて（4月30日～5月４日）

・４月28日～5月１日はレバノンは休日であったが、４月30日は朝からCRL本部では職

　員ボランティアが南部に行し準備を進めていた。ここで、Ms.Jobelより南部の報告を

　受けた。我々は南部に移動しTtrという町のCRLの支部の人達と行動ともにし、実際に

　活動しながらそのニーズを確認することにした。

・午後、Ttrに到着し、CRLにてそこの責任者であり助産婦のMrsWafaaより説明を受け、

　その後Ttr市内にあるGoverment Hop を見学した。そこはDr.20人、Ns.40人、Bed数

　68で空床も目立っていた。そこの責任者の話では、彼らは、心電図、眼科手術用の顕

　微鏡、整形外科手術のための器具（髄内針、人口骨頭など）などが必要だと話してい

　た。ここでも、それほど緊迫感はなく、安定しているようであった。

・５月１日、Dr.吉田、Ns.清水は、Mrs.Wafaa等とともにChaqraとBraachitという村に

　巡回診療に行った。 Lebanonは岐阜県位の大きさしかなく横に車で走ると約1時間位で

　シリアとの国境に到達する。しかし、その手前にはイスラエルによる占領地域（一般

　にはSecurityZone と言われているが、レバノンの人達はoccupied lesionと言っている）

　が存在し、レバノンの土地であってもレバノンの人達は入ることができない地域であ

　る。今回の戦闘の中心はこの占領地域よりレバノン側の領土であり、ChaqnlやBraachit

　といった村は占領地域のすぐ近くに存在している。彼らはここで､約100人の患者を診

　ているが、いずれも風邪、肺炎、胃部痛、下痢などの消化器症状、腰痛、頭痛、耳鳴

　り、易疲労感が主で、高血圧、心疾患、糖尿病なども割と多く認められた。私は、Kafra

　という村のdispensaryにて、約30人の患者を診たが、同じ様な疾患であった。この

　dispensaryはヽ毎日２時間位Dr.が診察に来るとのことで、この日はUHから派遣された

●

　ネパール人Dr.と一緒になった。他の日は、レバノンのprivateclinicを持っているDr.

　が交替で来るようであった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●

・翌５月２日はDr.吉田、Ns.清水はBottomという村のdispensaryに行った。ここは、Qana

　という村の近くであったため、「Qanaでは、国連兵舎のすぐ近くにロケット弾が落ち、

　国連兵士を含め、そこに避難していた人々100人以上が死亡したことで問題になった）

　数人、外傷を負った患者が来たようだ。私はQabrikhaとMaqnlMeshllfという村に巡回

　診療に行き83人の患者を診た。この村を巡る際、他に３ケ所の村を訪れたが、昨日ヒ

　ズボラの医療チームが訪れたとのことで我々は、こういった村は通過した｡CRL、レバ

　ノン軍が、物資、医療などの支援を系統だって行っているのとは別にヒズボラの医療

　チームも支援しているとのことで、充分な支援はできているようであった。

・５月３日は、BarichとDebaalという村に巡回診療、及びTtrのdispensalyにて診療。５月

　４日は皆でDeirKifaという村に巡回診療に行った。南部において一番被害が大きかっ

　たと思われる村々を4日間の診療を通して感じたことは､医療面ではある程度支援がな

　されており、敢えて我々が活動を続ける必要はないであろうということだった。確か
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　に道路は至る所で破壊されており、家屋も所々破壊されているが､医療面においては、

　復興が成されているようであった。

・当初ＡＭＤＡとしては第2陣、第３陣と派遣予定にしていたが、これらの状況を踏ま

　え今回の活動は、我々で終えることにした。

･Ttrまで持ち込んだEmergency Kitは巡回診療などを通して、一部は使用し残りはCRL、

　Ttr支部に贈呈し、必要な部は後日ベイルートより運ぶことにした。

４．再びBeirutにて（5月５日～5月８日）

・Beirutに移動後、５月６日CRLの本部を訪れ、Mrs.Jabelに残りのEmellency HealthKit60

　箱を贈呈した。これらのものはCRLが選別し、必要な物品を必要なdispensary、

　Hospital、CRL支郎等に適宜配布してくれるとのことだった。

５．最後に

・今回の我々の活動は短期間であったが、これは早期に停戦合意がなされ、彼害がさほ

　ど大きくなかったこともあるが､レバノンの人達の緊急事態に対する対応の早さ、しっ

　かりした充分な対応、お互いに助け合い励まし合う相互扶助の精神も大きな要因だと

　思われる。彼らと一緒に仕事をし、また他の様々なレバノンの人達と触れ合って感じ

　たことは、彼らの明るさ、人柄の良さ、そしてレバノンを内戦前のような豊かな国に、

　平和な国に作りあげようという前向きの姿勢が強いことであった｡停戦とは言っても、

　未だ中東の情勢は不安定であり、彼らはいまも不安定な平和の中で、一生懸命国作り

　に頑張っている。彼らに、少しでも早く本当の平和が訪れることを願ってやまない。

・最後に我々がレバノン滞在中、最初から最後まで様々な面でご支援いただいた在レバ

　ノン日本大使館の方は、CRLの人達としてＡＭＤＡ関係者の皆様に紙面を借りてお礼

　を申し上げます。

Deir Kifa にて
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■カンボジア救援医療活動報告
a･iき.’･ij-ゝ4j゛s.

●

●

カンボジアプロジェクト活動報告

　　　デイケアセンター

調整員　岩間邦夫

　　ＡＭＤＡがこれまで活動してきたプノムスロイ群病院からさらに車で20分ほど行くと、

　内戦による治安の悪化のために住んでいた村を離れざるを得なくなった人々が集まって

　できた国内避難民村がある。ここの人々の主な仕事は農業と木材伐採である。木材伐採

　といっても木材業者が出来るような大木を切り出すようなものではなく、家庭で使われ

　る薪を切り出しそれを売って生活の足しにしているようである。この避難民村の背後に

　山があってそこに泊まりがけで薪を切り出しに行くのだが、その時に山に生息している

　マラリア蚊にさされ、それがさらに家族に伝染したりするので、この地方はマラリア患

　者が非常に多い。今までにマラリア対策の一環としてカンボジア政府保健省と共同で蚊

　帳配布プロジェクトを実施したこともあった。

　　もともとが、住んでいた村を追い出された人々によって作られたところなので、当然

　貧しい。家族の皆が､生活収入を得るために何らかの仕事をしている。そんなだから、親

　も子供の世話に十分な時間がとれるわけではないし、栄養だって行き届いていない。そ

　んなところにある欧米のNGOがデイケアセンター（保健所）を建設した。建設したとい

　うよりは組み上げたと表現した方がいいかもしれない。うすっぺらな材木と竹の葉など

　を利用して作った粗末な小屋である｡ちなみに周りの民家はもうちょっと粗末であるが。

　そして保育のトレーニングを村の女性を対象におこなった｡だがそれ以降そのNGOはそ

　こから撤退しなけれぱならなくなり、結局その後の保育所の運営をＡＭＤＡが引き受け

　ることになった。

　　保育所には現在約20名の子供達がぼちぼちと集まってきて、それから保育所の中で遊

　びを教わったり、歌を習ったり、文字を教わったり、そして外に出て遊んだりしてる内

　におやつの時間になり、それを食べてから10時頃に家に帰る｡大体そういう日課である。

　子供達は原則として､日中面倒を見るのが難しい家庭の子供に限って受け入れている｡一

　軒一軒家庭訪問をしてそういう家庭を把握するのはプロジェクトアシスタントの仕事で

　ある。ただ最近は子供を保育所に入れたいという家庭が増えてきて、受け入れ基準の再

　考を達られている。

　　この保育所運営のためにＡＭＤＡは保母さんとプロジェクトアシスタントの手当、子

　供遠のおやつ代、その他いろいろをまかなっている。その他いろいろとは例えば、子供

　遠の遊び道具のための材料費。今保育所にはシーソー、ブランコ、滑り台がある。全て

　材料費だけＡＭＤＡが出して後はプロジェクトアシスタントが中心になって自分で作っ

　たものである。その他遊び道具としては藁で作った人形や空き缶で作った車など、全て

　手作りである。また建物の補修費がほとんど毎年必要になる。カンボジアの厳しい気候
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と粗末な材料。建物が傷むのは想像以上に早い。日本ではいったん建てれば普通10年は

もつし、しっかりしたものなら半永久的に使える。しかしこちらはすぐ傷む｡そしてほっ

ておくとどんどん朽ちていく。補修せざるをえない。

　そんなこんなで何だかんだとお金がかかる。とは言っても日本円にして年間25万円ほ

どである。月間ではなく年間である。これを多いと思うか少ないと思うかは人によって

違うかもしれないが。 ＡＭＤＡとしては今までは何とか運営してこれた。しかし最近日

本も景気が悪い。活動資金のための募金集めは年々難しくなっている。いつまで運営し

続けられるか定かではない。

　ＡＭＤＡだけで全面的に運営を担い続けるのではなく、地域の人達に管理してもらう

ように話を進めて行ってはどうかという意見もある。また、他に引き継いでくれるＮＧＯ

を探してはどうかという考えもある。しかしどれも結構難しい。基本的には地域の人達

が、或いは地域の行政が管理していけるようになるのが理想ではある。だが管理してい

くには上述したようにお金がかかる。そんなお金はどこをどうつついてもまず絶対に出

てこない。出てこない理由は自分の考えでは多分二つだ。

　まず一つは現実にお金があまりないこと。自分達が生活していくだけで普通は手一杯

である。保母さんの給料や自分が住んでるわけでもない建物の補修にお金を出せる人は

いない。保母さんを有給で雇うのをやめて母親達にトレーニングを施し、ボランティア

ベースで交代で保育に当たってもらうという考えもあるが、一家の担い手である。母親

達にそんな暇はない。

　だがそんなことよりももう一つの理由の方がもっと決定的であると思う。それは、そ

もそも地域の人達は保育所がそんなに必要であるとは思っていないのだ。もっと別な言

い方をすれば、幼児教育の重要性に対する認識がカンボジアではまだ育っていないので

ある。そしてそれは全く仕方のないことだ。保育所がなくてもカンボジアでは家族の誰

かが、特に幼い兄弟が幼な子の面倒を見たりしている。親戚に預けたり近所に預けたり

という場合もある。保育所を日本のように幼児教育の場としてもとらえるのではなく単

に保育する場として考えるのならば、カンボジアにも「保育所」はなくても「保育」は

あるのである。保育所がなくても決定的に困るということはない。そして何よりも、保

育所よりももっと必要なものがカンボジアにはまだまだたくさんある。病院あるいは診

療所、小学校、井戸、畑に適したもっといい土地、もっとしっかりした家、或いは住民

の暮らしに直接影響を与え得るもの､例えば米銀行とか豚銀行のような類のもの、等々。

そういったいろいろなものがまだまだ不足している中で、保育所の優先順位は、という

より幼児教育に対する優先順位はどうしても低くなってしまう。

　幼児教育の重要性に対する認識が育つまで辛抱強く支援を続け、認識が強まってきた

頃に運営を引き継いでいくごとを考えるという道もあるかもしれない。しかしそういう

認識が果たして育つのだろうか。或いはどう認識を深めさせていけるのだろうか。だい

たい自分を含めた日本人の中にだって、幼児教育の重要性というものを本当にしっかり

と認識してそして人にも説明できるというような人が一体どれだけいるだろうか｡「三つ

子の魂、百まで」とよく言われるが、自分自身にしても３才までの親のしつけが良かっ

たから今の自分があるというふうに実感したことはないし、３才までの親のしつけが悪

かったからこんな自分になったと思ったこともない。要するに何で重要なのか人に納得
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　してもらえるようには説明できないのだ。幼児教育の成果というものは非常に目に見え

　にくいものだろうと思う。それを一体どの様に説明していったらいいだろうか。かりに

　その成果が数字や目に見えるような形では示せないとしても、日本でだったら親は子供

　が生まれれば当然その子の教育に関心を持つようになる。数字で示せなくたって関心を

　持つのが親としての本能であるように見える。しかしそれは、日本では子供が死なずに、

　栄養不良にもならずに、そんな重い病気にもならずに育っていくということが、ほぼ当

　たり前になっているからだろうと思う。生まれたばかりの子供の教育について考える余

　裕があるからだと思う。しかしカンボジアは5才未満の子供5人の内1人は死んでいく国

　だ。生まれたばかりの子供にとっては（5才未満の子供にとっても）まず「生き残る」と

　いう事が最重要課題だ。病気になったりすれば近くに医者はいない。そして何とか生き

　延びればもう小学校の年齢だ。だが小学校にすら行けない子供もまだまだいる。やはり

　幼児教育どころではない。国全体の経済状態が安定しない限り、地域の保健状態がもっ

　と根本的に改善されない限り､幼児教育に目を向ける余裕は生まれないのかもしれない。

　　カンボジアで保育所運営のプロジェクトをしている日本の団体は他にもある。そこで

　働く日本人保母さんに、幼児教育の重要性をどう訴えていったらいいのかと聞いた事が

　ある。彼女たちもカンボジアでのこの分野の優先順位の低さの壁に、ずいぶん苦労をさ

　れているようである。いろんな模索をしながら、今は保育所をNGOの私立のような形で

　運営するのではなく、行政を巻き込み公立の幼稚園という形にしてゆくゆくは運営を引

　き継いで行こうとしているようである。行政にとっても乏しい予算を優先順位の低い分

　野に配分する余裕はあまり無い。そんな行政を巻き込むには相当な働きかけや努力が必

　要だったのではないかと想像する。その団体の場合は保育所運営がそこの主な活動であ

　るが､ＡＭＤＡの場合には他に主な活動がいくつかあってそちらの方で忙しい｡正直言っ

　て保育所は1年1年運営を継続して行くのが精一杯で､将来へ向けての具体的な展望を見

　いだすためにどうこう動くゆとりは今のところない。

　　いっそ引き継いでくれそうな他のNGOを探そうか。しかし引き継いでもそこが同じ問

　題に直面するのであればあまり意味がない。かと言ってこの分野でしっかりした展望を

　持って、或いは全精力を傾けてやっているところなどあまり無い。大体のNGOは保健医

　療や農村開発、職業訓練などに集中している。

　　そんな事を考えながら月に数回、保育所に足を運ぶ。子供達が遊んでいるのをベンチ

　に座って目の前で見ながらまた考える。将来の展望について考える。そして結局いつも

　同じ結論になるのだ。目の前でキャアキャア叫びながら遊んでいる、ボロきれのような

　衣服をまとっている、垂れた鼻水が乾いてこびりついてる、裸足で時には裸で走り回っ

　ている、ほこりにまみれて髪がガサガサになってる、そんな汚いガキどもの、しかし大

　げさでも誇張でもなくただちょっとダサい表現をあえて使えば､まさに100万ドルの輝く

　笑顔を見ていると、「こんな笑顔が集まるこんな場所がひとつくらいあったっていいん

　じゃないか」と思ってしまうのだ。「この場所をなくしたくない」と思ってしまうのだ。

　そうして結局次年度の予算案にも保育所運営費をのっけてしまうのだ。日本での資金調

　遠の苦労を知りつつ…。

　　ＮＧＯがだらだらと支援し続ける事で地域の人々の依存心を強めてしまうのではないか

　と言う意見もある。だが保育所を運営したくらいでは彼らの生活は変わらない。大した
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影響はない。子供のおやつがもらえるのはラッキーなことだが、それでも農繁期になる

と家族総出で田んぼに出ちゃって保育所はお休みする子供もたくさんいる。栽にしてみ

れば無ければ無いでいいし､どっかの外国の団体が支援してくれるのならあってもいい、

という程度のものかもしれない。別に保育所に依存している人などいない。そこで働い

て手当をもらっている保母さんとプロジェクトアシスタントくらいだ。彼らにしても保

育所がなくなれば､他のカンボジア人がそうしているように別の仕事を探すだけである。

もちろん見つけるのは難しいが。

　ＮＧＯの活動は､長い目でみないとその成果や影響が本当には見えてこない類のものが

多いと思う。腰を据えてじっくり取り組んでいく必要のある事が多いのではないかと思

う。先の事を考えると本当にいろいろと悩む事が多いが、焦って結論を出さなくてもい

いのではないかと思ったりする事もある。今後保育所をどうしていこうかまだ結論は出

ない｡ＮＧＯの活動では､こうすれば必ずうまくいくというような絶対的な方法など無い。

こうすればより良い結果が生まれるんじゃないだろうか、ああすればもう少し良い影響

が与えられるんじゃないだろうか、と考え想像し期待して試してみてるだけである。

　保育所に足を運んでいて今のところ一つだけはっきりしているのは、と言うか自分が

勝手にそう思い込んでいるのは、「子供達は喜んでいる」という事である。受験戦争など

社会的抑圧が強く、既製のおもちゃやコンピュータなどに囲まれ手作りのものや自然と

一体となって遊ぶことがほとんどなくなった今の日本の子供達からは、正直に言って見

つける事が難しくなった。子供らしい純粋な自然な、あどけないやんちゃなキラキラ輝

く笑顔がここには溢れているのだ。決して誇張ではない。表現はダサくても第三世界に

住んだ事のある人になら分かってもらえるに違いない。それが第三世界の魅力なのだか

ら。

　焦らずじっくり腰を据えてこの活動に取り組んでいくためには、時にはあまり深刻に

考え込まず、無理をしないで疲れたら休み、たまには仕事をサボったりするなんてのも

それなりに意味のある事なのかもしれない。そうやって心の中で毎朝の遅刻の言い訳を

用意している自分である。

八MDAが支援している

･………ノしスセンターの子どもたち

ｙ年春から、２名先生と

プどもたち20名

……jlDAデイケアセンター
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・バングラデシュ・サイクロン緊急救援活動報告
Ｆ‾-ﾆー-

竜巻被災地救援のためバングラデシュヘ急派

　　　　　　　　　　　　　　　　　名誉顧問　岩本　淳

　５月13日午後５時頃、バングラデシュの首都ダッカの北北西（直線距離で80km）タン

ガイル市の東方数十キロを飛び石状に巨大な竜巻が猛威を振るい､死者550人､行方不明

300人以上、負傷者34000人以上（内重傷10000人弱）という大惨事が起きた。岡山市に

あるＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会、加盟18ケ国の本部）はインターネット情報をい

ち早くキャッチした。

　　現地医師らと救援活動

　　バングラデシュから最近毎年10数名の医師が国費で日本に留学する。日本から母国に

　帰らず米国に向かうのが95％以上という状況下で、医大同級生（37歳、35歳、35歳）の

　仲良しトリオは母国復興のため、東大、九大、琉球大で、消化器、麻酔、産婦人科領域

　でほぼ同時期に学位を取得、本来の目的というべき母国医療水準向上のため、結束して

　あまたの障壁を乗り越え、首都ダッカ市に1993年待望の日本バングラデシュ友好病院を

　創立し、腹腔鏡下の手術、ペインクリニック、産婦人科主任となり、国際的水準を目指

　し、若い常勤医15名、専門外来担当ベテラン医12名（パート）を擁し、救急車、要員宿

　舎で24時間体制をしく。現地で評判良く、日本大使館以下、大使館全員の健康管理をす

　るくらい。新刊の旅行ガイドに病院が紹介されていた。

　　医局で3ドクターと現状分析と予算面の打ち合わせを行う｡竜巻は飛び石状に北から南

　に10キロぐらい離れて数カ所に被害をもたらした。樹木は裂け、折れ､家屋は全部倒壊、

　家畜も死に、電柱が倒れ、井戸も風圧で引き抜かれ、水、電気、食料は全くない。

　まず軍が応急処置をとり、16日からNGOも入り、救助を始めているが､医療に関しては、

　バシャイル村（死者220人）、ゴパルプル村（死者112人）にバングラデシュ赤十字が入っ

　たが、死者79人を出したカリハチ村は全く手に着かず、後数カ所は死者数名と少ない。

　中心のタンガイル市は損害なく、重症例が総合病院に詰めかけている由。私はすぐに決

　断した。最前線のカリハチ村を目指そう！

　　翌18日早朝、救急車とバンに薬剤、救急セットを積み、日本チーム５名と現地スタッ

　フフ名が友好病院を出発した｡車体に赤い布と日本バングラデシュ友好病院の布をまきつ

　け､一枚にはＡＭＤＡの文字も入れた｡幹線道路に被害はなく、最も被害の大きいパシャ

　イル村から数キロの地点でも道路から見て全く異常が見られない。いつの間にか中心地

　タンガイル市に入るが通過､未舗装道路を約13キロ進んでやっと目的地カリハチ村に着

　く。 20床の病院は屋根が飛び、壁のみ残り、NGOがベッドの支柱の穴を掘りつつある。

　病院中庭に机、椅子数個、地上にビニールを敷いて診療開始。

　予想では急性期を経て外傷よりも下痢など内科的疾患が多いと思われたが、事実は違っ
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た。混乱の後15日に軍が入り、トタン板や樹木などによる外傷の縫合手術をしたが、村

には保健婦すらおらず、何の手当をしないままに、縫合邦が化膿し、姐が動く傷も見ら

れる。病院中庭をセンターと呼ぶことにして､午前中はセンターで外傷処置に追われた。

局所麻酔もせず、傷口を切開して手術を行うが、苦痛を必死に訴える患者に同情して手

早くすまそうという医師の真剣な修羅場が展開された。 12時半になり昼食休憩とする。

持参のサンドイッチ、果物、コカコーラというメニューだが、直射日光を避けるため納

屋のような窓もない建物の中なので､外気温（33～35℃）よりも苦しい。私たち1人ごと

に大きなうちわで凰を送ってくれるが気の毒で気が引ける。食事を早くすませ午後の作

戦を練る。

　センターに外科医（日・バ1名ずつ）を残し手当を続ける一方､他は状況確認を兼ねて

巡回診療を行うことにした。一帯の畑の作物は壊滅、織物工場も跡形なし。小高い丘ご

とに集落があり、人がいるが、ビニールを敷いて患者も医療班も雑然と座って診察。

　私と同行した友好病院の薬剤師はベテランで､診断と投薬を症例別に素早く記録する。

これをアシスタントが受けとって薬の飲み方を指導する。流れ作業は効果的で多数例を

見ることができた。

　センターに戻ってみると持ち込んだ薬剤の減り方が激しく、前途が思いやられる。セ

ンターで一日を反省｡往復7時間かけては全員が消耗する。まさに戦陣医療で神経を使っ

た。

　帰国後感

　帰国後JICAが医師団を出したと報じられたと聞き、小渾常務理事に電話で聞く。山本

課長から詳細なデータをファックスしてもらう。４名の医師、７名の看護婦（夫を含む）、

調整員5名を2チームに分けて時差出勤｡私たちが通過したタンガイル市の総合病院内と

仮設テントで19日から26日まで仕事し、27日撤収。内３日、少し離れ死者数名出したミ

ルズプール村で巡回診療。宿泊はホテルらしい。さすがＯＤＡの財力だが、逆に一日早く

被害が大きく赤十字も入らない極限の困窮者に奉仕できたのは私たちNGOである。農家

に泊まらなかった私に大きな口は叩けないが、31歳を最年長とし、28歳と27歳のドク

ターが得た生きた体験は貴重だったと思う。

　若さは力だ。繁栄にうつつを抜かし油断している日本から外に出て、現地の悲惨な姿

を直視すれば、71歳の私でも「今私にできることな何か？」というテーマが浮かぶ。Ａ

ＭＤＡがより多くの若い医療関係者を積極的に送り出し、シュヴァイツァーの精神を慕

う人材を育てて欲しい。現場を見ることが早道である。

　ともあれ2名のドクターからは感謝されたが､ナースは帰国後すぐに九州に帰れず､Ａ

ＭＤＡ本部（岡山市）に２日間入院。いかに重労働かわかる。私たちの後はインドネシア

から2名、ネパールから1名のドクターが現地で活躍中である。 ＯＤＡよりNGOが継続す

ることは特筆したい。
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・モザンビーク難民救援医療活動報告

モザンビーク帰還難民開発援助活動報告

　　　　　　　　　　　　　　　　看護婦　妹尾美樹

　あっつという間に96年度も半分が過ぎ去っていきました。モザンビークでは6月25日

をもって独立21周年記念を迎えました。独立することは輝かしい歴史の幕閣けなので

しょうが、それまで全てのことがポルトガルの手中にあった状況からモザンビークが一

国として独立し、やっていくことは想像以上に厳しいものです。それでも年を追うごと

に少しずつ国として固まってきているのでしょう。

　前回報告したシヨクエ地域の洪水対策プロジェクトに関して経過を報告したいと思い

ます｡4月から5月にかけてコミュニティーヘルスワーカーの教育セミナーを閣催しまし

た。セミナーの目的は医療機関から遠距離にある村で簡単な診療と住民への教育を開始

することです。セミナーが終了し、各々が自分の村へ帰っていきました。６月はコミュニ

ティーヘルスワーカーがいる17の村を巡回し彼らの活動を監督するスーパーバイズプロ

グラムを開始しています。まず村長をはじめ住民にコミュニティーヘルスワーカーの活

動を紹介し、彼らの活動の内容や教育を受けたセミナーについて説明します。彼らが出

来ることは何か、出来ないことは何か、村の住民はどのようにして彼らの活動を支える

ことが出来るか、を具体的に説明していきます。こういった日本でいえば看護助手のよ

うなスタッフを養成し､村に派遣する時に十分注意しなけれぱならないことがあります。

それは村の住民に彼らの活動に対するキャパシティーを、明確にしなければならないと

いうことです。時々起こる問題として、彼らが能力以上の診療を行い医療事故につなが

ることや支給された医薬品がマーケットで売られることなどです。それを防ぐには、定

期的に中央の病院の責任者が各村を巡回し監督することと、村の住民にコミュニティー

ヘルスワーカーの活動の内容を理解してもらうことが必要です。たいてい、村の住民は

コミュニティーヘルスワーカーが自分の村で働いていると聞けば、医者や看護婦がいる

のだと理解します｡そして注射を打ってもらおう、お産の介助をやってもらおう、とやっ

てきます。コミュニティーヘルスワーカーがそれは自分は出来ないと断ると、住民の間

であのコミュニティーヘルスワーカーは役にたたないということになり、実際彼らが出

来る活動も出来なくなってしまいます。そういった問題を防ぐためにもコミュニティー

ヘルスワーカーとは何なのか、何が出来るのか、をはじめに紹介することは大切です。

　実際彼らが出来ることは、マラリアが疑われる患者にクロロキンを投与する、下痢の

患者にORSを渡し補水の必要性を説明する、疹癖に対して塗薬を出す、寄生虫に対して

駆虫薬を投与する、といった仕事です。それ以外は病気の予防法や食事指導、予防接種

の必要性､衛生指導といった住民への教育が主になります。この6月から始めているスー

パーバイズプログラムは、ＡＭＤＡの車を提供しＡＭＤＡのローカルナースとシヨクエ

地域の中央病院から各村を担当する医療スタッフが出て一緒に巡回しています｡週に3日
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間のプログラムで7月末まで続ける予定です。この洪水対策プロジェクトは４月から７月

までの4ヶ月間の緊急救援として始めています。その間はＷＨＯからの資金援助が受けら

れますが、それ以後はうちきられます。コミュニティーヘルスワーカーの活動は、短期

間で成果が見られるものではなく地道な活動が必要とされますので､今回教育したコミュ

ニティーヘルスワーカーを、細長くサポートできるプログラムを継続していきたいと考

えています。

　洪水と多雨が原因で増加したマラリアの患者数を1月から5月まで集計しています。こ

の統計は中央病院とヘルスセンターでマラリアであると確定診断されたケースです。そ

れ以上外に検査の設備が整っていない医療機関で、マラリアの疑いと診断されたものを

含めるとかなりの件数になります｡グラフを見ると2月からマラリア患者が急増加してい

ますが、多雨により洪水が引き起こされたことが増加を助長したと考えられます。モザ

ンビークでは例年12月頃から４月頃までが、マラリア患者の多い時期です。いわゆるこ

こでの夏の時期です｡そして､5月頃より季節が変わり涼しくなると同時にマラリア患者

はぐんと減少します。しかし統計をみると今年は5月に入っても患者数が横ばい状態で、

洪水の影響がまだ尾を引いているようです。現在洪水が引き起こされた地域でもほぼ水

は引いており、雨期が終わり｡雨量も減少しています。しかし近隣国であるジンバブエや

南アフリカから流れ込む河川は、いまだに満水状態です。統計に戻ると、マラリア患者

数の増加に比べてマラリアの致死率は、２月から５月にかけて少しずつ減少しています。

致死率の減少はマラリアの重症患者が減少してきていると考えられると同時に、医療機

関の治療体制が強化されていると考えられます。

　ＡＭＤＡのプロジェクトとして実行している医薬品と医療スタッフ5名の供給が医療機

関の治療体制の強化を促進している要素の1つであると考えます｡コミュニティーヘルス

ワーカーの活動についてのデーターは７月末に収集しその結果を報告する予定です。

マラリア患者の移行
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■ネパール難民救援医療活動報告

Type of service

外来患者

　一般

　外科

　産科/婦人科

　眼科

合計

救急

手術

検査

　レントゲン検査

　超音波検査

　臨床検査

　心電図

　合計

入院

　年齢別

　0－1

　2－5

　6－14

　15 －49

　50 －65

65才以上

　　ふ計　　ロμ

軽快して退院

専門医に紹介

医師の忠告に反し帰宅

失踪

死亡

Monthly Medical Report

　　　AMDA Hospital

　　　Damak,Jhapa

　　　　May，1996

　　　　　　　　　　難民
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ベッド占有率合計:112.38％

病院滞在平均（日数）:2.4511
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一般外来忠者

　訪問の理由

　原因不明の発熱

　腸チフス

　消化管疾患

　呼吸器能障害

　脳血管障害

　中枢神経の障害

　筋肉骨格系の障害
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　内分泌機能障害

　マラリア

　中毒

　皮膚疾患

　手術例

　眼科の患者

　産科婦人科の患者

　その他

　合計

入院

　原因不明の発熱

　腸チフス

　消化管疾患
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眼科外来

　老視

　遠視

　頭痛

　結膜炎

　近視

　無水晶体眼

　翼状片

　弱視

　白内障

　正常

　角膜潰瘍

　霧粒種

　義眼

Sub-Total

　　Total

産科/婦人科外来

　産前検診

　D.U.B.

　骨盤内感染症

　A.P.D.

　P.M.B.

　尿路感染症

　P.P.T.

　P.E.T.

　POD Colleclion

　胞状畜胎

　卵枯渇症

　胆石症

　発熱

　月経に関する問題

　子宮癌

　Cu.T

　死産

　周産期出血

　その他

Sub-Tolal

　　　Tolal
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眼球異物

ぶどう膜炎

近視的乱視

過度の乱視

緑内障

角膜混濁

オレアンドマイシンケース

その他

不妊症

膀胱腔脱

正常

外陰膝炎

子宮類線維種

腺掻像症

中絶

子宮頚部びらん

腔会陰裂傷

子宮内膜症

慢性頚管炎

Epigapping

繊維種

無月経

月経過多症

月経困難症

吐血

急性胆嚢炎
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ブータン難民への乍術:

TyPe of thecascs

骨折の整復

便通

シスト切除

Ｉ＆Ｄ

白内障の手術

乳頭腫切除

霧粒腫切開

神経節切除

骨軟骨腫切除

F.B.Eye Removal

眼の外傷の治療

包皮切除

水腫外返

ポリープ切除術

虫垂切除術

ヘルニア切除術

Arthotomy

足先の切断

内膜検査

子宮内容除去術と試験切除術

切採生検

EpigappingRepair

デブリドマン

拘縮除去

Sub Total

　　　Total
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ＡＭＤＡホスピタル正式発足す

●

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻訳　黒崎　光子

　1996年４月13日、内務省Deepak PrakashBanskota副長官により、ＡＭＤＡホスピタル

の正式発足が宣言された。 1992年、ブータン難民のために15ペッドを備えて設立された

ヘルスセンターは、今では30ベッドを備えるまでに充実した。その間、ＵＮＨＣＲとの協

定による難民への治療サービス、さらに地元民への治療を実施してきた。

　発足式は、ダマック市長代理Damodar Gautam氏の進行により各事務所、出張所等の代

表、Thapa地区のリーダー、ソーシャルワーカーなどが出席して行われた。

　Banskota副長官は､祝辞の中で次のように述べた。ダマック市にこのような病院が設立

されたのは、医療サービスに対する確固たる信念と、それに基づく不断の努力の結果で

ある｡Jhapa地区特にダマック市の住民はこのように優れた医療設備の病院を持つことが

できて非常に幸運である。さらに彼は、ネパール国民が様々な分野で日本国民の暖かい

援助を受けているということにも言及した。

　ＡＭＤＡネパールの副代表Dr.Sunu Dulalは、ヘルスセンターからホスピタルに昇格す

ることによって、さらに設備が充実し、より専門的な治療サービスが可能になるであろ

うとの見解を述べた。また、招待客や聴衆に心からの感謝の意を表した。

　式の進行委員長Damodar Gautam氏は、ホスピタルの成功を祈るとともに、順調にその

運営がなされるよう、ダマック地区民の協力を要請した。

　SitaRam Budgathoki氏は祝辞とともに、ダマック市のＡＭＤＡホスピタル設立に至る

概要を述べた。

　Banskota副長官は、病院の各施設、設備の視察も行った。

　それに先だって、Banskota副長官は、ＡＭＤＡネパールのプロジェクトコーディネー

ターDr.Dhruba KoiralaとＡＭＤＡホスピタルの院長Dr.Bal Kumar K.C.からホスピタル

の活動と医療サービスの概要の説明を受けた。

　　　ＡＭＤＡホスピタルの歩み：マイルドストーンズ

１９９２：ＡＭＤＡネパール、ＡＭＤＡ日本、B.P.Memorial Health財団の共同プロジェク

　　　トとして、15ベッドを備えたヘルスセンターを設立。

1995 : ヘルスセンター内にさらに15ベッドを加えて、計30ベッドとなる。

　　　UNHCRと提携してBeldangiとSanischareキャンプの難民に対し、総合的入院治

　　　療サービスを提供。

1996 : ヘルスセンターより30ベッドを備えたホスピタルに昇格、ホスピタル発足式を

　　　挙行。
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　　　ＡＭＤＡメンタルヘルスプログラム

　○プログラムの必要性

　ネパール国内においては、他の国々と同様、精神病の罹患率が増えている。国民の約

14％が何らかの精神の病的苦痛に悩まされており、そのうち、はっきりと精神病と診断

できる症状を持つ者は、少なくとも2％はいると思われる。 Primary Health Careサービス

に提出された報告書によると、診療を受けた成人の患者の20～30％に、しかもほとんど

が肉体的症状のみを訴えたのだが、精神病の症状があった。この数値を全人口に当ては

めて考えると､実に400､000人のネパール人が精神医療設備を必要としていることになる。

しかし、カトマンズおよびその他の地域での精神医療サービスの現状は、震捕たるもの

である。

　○目的

　精神健康問題の深刻さと、その医療サービスの必要性、さらにＡＭＤＡネパールの精

神病医の有効活動などの諸点を考慮し、以下の目標の下に、メンタルヘルスプログラム

の開始を決定した。

　１．全ＡＭＤＡプログラムの中に積極的にメンタルヘルス活動を取り入れる。

　２．可能な限りの地域でのメンタルヘルスサービスを開始する。

　３．住民への精神健康調査の普及をはかる。

　４．サービスの提供､調査､教育的活動などを行うにあたっては、国内外の他の政府、

　　　非政府組織の協力を得る。

　５．学校、公共の場、医療施設等での精神健康教育を実施する。

　○開始にあたって

　ＡＭＤＡネパールは、Dr.ShishirK.Regmi（AMDAネパールの初代副代表）をこのプ

ログラムのコーディネーターに任命した。彼の積極性に富んだ指導力は、このプログラ

ムを推進するにあたり、大いに期待できるものである。メンタルヘルスプログラムの活

動がより進展するよう、ＡＭＤＡネパールは全関係者、関係組織の助力を願っている。

　　　ダマックＡＭＤＡホスピタルにおける“人材育成センター”

　ＡＭＤＡネパールの主要な目標の1つは､非政治的､平等と完全なる非差別の原則の下

に、国内外の協力を得ながら、住民への医療サービスを提供し、さらに促進、充実をし

ていくことにある。

　1991年、保健医療サービスの浸透と、それによる村落の衛生基準の向上をはかるため

に、保健省は第8次5年計画の中で「新健康政策」を提起した。この政策に基づき、保健

省は、村落の住民も近代医療設備の下で診療を受けることができるように、各行政区ご

とに1つの保健医療センターを、各村落地域委員会（VDC）ごとに１つのサプヘルスポス

トを設置することを発案している。このすぱらしい事業を達成し、その行き届いたサー

ビスを住民の各戸に浸透させるためには、多くの人材（基礎あるいは中レベルの健康医

療教育を受けた者）の育成が必要である。

このような現状から、ダマックのＡＭＤＡ人材育成センターが設立された。まず初段階
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「

において（1996年５月開始）、准看護助産士（ANM）と検査助手（LA）のトレーニング

を実施する予定である。

　次段階において、レントゲン撮影助手、保健指導員、さらに看護や一般医療の有資格

者の育成を開始する。

これらのトレーニングプログラムをより効果的に実施してゆくために、ＡＭＤＡネパー

ルは、年内に総合トレーニングセンターの建設を計画している。

　ＯＵＮＨＣＲ助成によるＡＭＤＡホスピタルの太陽熱発電機

　ダマックのＡＭＤＡホスピタルには、UNHCRからの財政援助を受けて、3kw容量の太

陽熱発電機が設置されている。この機器の設置後、手術室やワクチン保存用の冷凍庫が

たびたびの電カカットに見舞われることはなくなった。近い将来さらに6kw容量の同じ

ような発電機を設置し、計9kw容量にする計画がある。それだけの電力があれば、手術

室のエヤーコンディショナーや、殺菌消毒のための耐熱滅菌器を充分活用することがで

きるようになるだろう。

　　　　　　　　　　　　×　　　×　　　×

　ＡＭＤＡネパールは、ＡＭＤＡネパール活動メンバーの一人､Dr.Yogendra PrasadSingh

によるネパール語、冊子“癌（がん）のすべでを出版した。 Dr.Singhは、現在、日本

の関西大学（大阪）の外科腫瘍学においてPh.D（博士号）取得のための研究についてい

る。この冊子は彼の２冊目の出版物である。

　彼がネパール語による最初の冊子“癌（がん）とは？なぜ？いかに？”を出版したの

は6ヶ月前である。この２冊の本は、関係者または一般国民に対して、乳癌およびその他

の癌についての詳細で明確な基礎知識を与えてくれるであろう。

　○ダマックにおける眼科移動診療キャンプ

　1996年4月12日～14日、ダマックのＡＭＤＡホスピタルにおいて、眼科移動診療キャ

ンプが実施された。累計638人の癌疾患者が診察を受け、49人がそれぞれの眼疾の手術

を受けた。患者の手術と眼鏡の支給が無料で行われた。

　ＡＭＤＡネパールがこの仮設診療を実施するにあたっては、ダマック保健局、ダマッ

ク市当局、The Reyukai of Damak そして、MechiZonalホスピタルの助力を得た。

　○初年度医療従事者トレーニング開始

　ＡＭＤＡホスピタル准看護助産士（ANM）と検査助手（LA）トレーニングプログラム

は、本年5月29日より、初年度学生のトレーニングを開始する。すでにANM40名、LA20

名の学生が登録を済ませている。
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ネパール４ＭＤ．４のスタディツアーについて･

植田　香

●

●

曇目的

　ダマックの難民キャンプのプロジェクトを中心にＡＭＤＡネパールの活動を見学させ

　てもらう。

●日程

　３月25日

　　　26～30日

　　　31日

カトマンドゥの大学病院見学

ダマックの病院と難民キャンプ見学

タンコット村診療所見学

普ネパール概要

　面積:14万平方km

　人口:2089万人（1995）

　言語：ネパール語（公用語）、ネワール、タマニ、マガールなど

　人種：インド、アーリア系、チベット、ビルマ系

　宗教：ヒンズー教80％、仏教8％、イスラム教4％

　国民総生産:31億7400万＄（1993）

　1人あたりGNP : 160＄

　主要産業：農業　ＧＮＰの60％　就業人数の90％

　　　　　米、麦、トウモロコシ

　通貨：ルピー　INRs＝約２円

　教育制度：小学校５年、中学校３年、高校2年、上級高校２年、大学2+2年

　　　　　　授業料は無料で、識字率は40％

　　　　　　ただし地域格差、男女格差大

　　　　　　医学部は5年半

螢難民キャンプについて

　ブータンで政府の圧政から逃れて、ブータン難民が1990年から流入しはじめた。

　1992年にピークをむかえ、このときには１日1000人もの難民が移動して来た。現在で

　は84762人のブータン難民が以下のいくつかのキャンプにわかれて暮らしている。

キャンプ

TIMI

SANISCHARE
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合計

56％

44％

〈難民キャンプの運営〉

　多くのＮＧＯが協力して、月３回のミーティングをもちつつ役割分担している。ネパ

　ールＡＭＤＡは1994年からこのプロジェクトの参加が認められた。

HM（Home Ministxy）:コーディネーター

LWS（Luthem World Service）:水と衛生設備

OXFAM:大人向けの読み書き教育

SCF（Save The Children Fund）:予防、健康治療の提供

CARITAS : 教育

MFSC（Ministry of Forests of Soil Conservation）:森林の保護

NRCS（Nepal Red Cross Society）:配給、火の管理、救急

CVICT（anterfortlle Victims of Torfare）:SCFを助けてる

AMDA（Asian Medical Doctor Association）:病院

STS/UNHCR（Supplies and Transport Service）:

Desk/RBAO

BO/NEP
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〈難民キャンプの様子〉

　ＡＭＤＡの説明によると、難民は何かを作ったりお金をもったりしてはいけないはず

なのに､実際は小さい畑で野菜や果物を作ったり、キャンプの中に店があったりした｡難

民キャンプの囲いの入り口の前には地元の人々の店が市場のように並んでいた。配給も

腐るものや果物は渡されないので、食べたいものが食べられず不自由を感じているから

らしい。お金はどうやって手に入れているかというと、結局周囲の住民より質のよいも

のを渡されているので、お米などをためて売ったりしている人もいるようだ。また、生

活には困ってないので、低賃金で農作業など外で働くこともあり、地元の住民の生活が

圧迫されている。ちなみに、難民は許可がないと外に出られない。

　8万5千人の難民が自由に行動すると地元の人々が困ってしまうし、この土地に定着し

てしまうとブータンに帰れなくなってしまうので難民の人達の不自由も仕方がないこと

かもしれない。ブータンの状況がよくなって帰国できるようになるのが一番よいのだろ

う。しかし、政情はかわっておらず、難民はネパールでの援助される生活に定着してし

まい、いろいろな問題が出て来ている。

　おとなは仕事もなくすることもないので一日中ぶらぶらしており、若者はしたい勉強

ができず、みな生き甲斐がないようだ。その不満を聞いて育った子供達にも影響が出て

おり、祖国を知らない子供も一様にブータンに帰りたがっていた。しかし、働かない大

人を見て育ち、ブータンの文化を知らない子供達がブータンに戻ったらどうなるのだろ

うか。麻薬に手を出してしまう人や、精神的な問題を抱えている人もいるようである。

このような問題はあっても、物質的な面ではかなり恵まれている。地元の村では英語は

あまり通じないのに、キャンプでは子供が皆しゃべれたことに驚いた。大人向けの学校

もあり、皆がネパール語と英語が話せるようにしている。生徒と教師の比率は60:1くら

いで、教師は難民の中からボランティアでしている。科目は理科や数学や社会などでか

なり高度なことを勉強していた。衛生的な面でも、トイレや飲料水の管理がしっかりし

ていたし、知識も浸透していた。

　ＡＭＤＡネパールの先生が、このように助けてあげることはできるけど、本当の解決

は難民達がやらなきやならない、とおっしゃったのが印象的だった｡難民の人達自身も、

ＮＧＯの援助に感謝しつつ､助けはいるけれども自分たちでやらなくてはならないと考え

ているようだった。

〈ダマックの病院について〉

　難民キャンプから数kmはなれたところにあり、地元の人々と難民のどちらも受け入れ

ている。ただし、難民の方を優遇している。チケット制になっており、売り切れるとそ

こで診察が終わってしまうので、患者さんは朝から並んでいた。

　衛生観念が日本とだいぶ違っていて驚いた。免疫力もだいぶ違うのだろうとしみじみ

思った。

　病気の種類も感染症が大部分を占めていた。やはり、現地の病気は現地の医者が診る

のが一番いいのだろうと思う。
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〈タンコット村のクリニック〉

　ここは首都カトマンドゥから車で１時間弱のところにあるクリニックで、ＡＭＤＡネ

パールでは木、土に医者を派遣している。

　わたしたちが行ったのは土曜日の一日だけだったのだが、この日だけ眼科をやってい

るので、目の患者さんが多かった。また、小児科と婦人科に力を入れており、半分くら

いは子供と妊婦さんだった。木曜日には予防接種をしているそうだ。

DTP

ポリオ

ＢＣＧ

はしか

376人/年

376人/年

243人/年

261人/年

　ふだんは24時間態勢で、看護婦さんとその旦那さんで休みなしでやってるそうだ。

ボーイスカウトの子供達が手伝っていて､地域に根ざしたような暖かい雰囲気のクリニッ

クだった。

　子供の病気に、せき、熱、肺炎などの呼吸器疾患が多かった。これは、車の排気ガス

や、埃などによるもので、この辺りでは一般的な病気らしい。また、狭い家の中で火を

使うことも一因だそうだ。

〈感想〉

　ＡＭＤＡネパールの先生には本当にとても親切にしていただいた。一番ショックだっ

たのは、わたしと同じくらいの年齢の難民の青年に話を聞いたことだ。彼は勉強意欲に

燃えていて、祖国の将来を案じていた。同じ歳でもふらふら生きてるわたしとは大違い

だった。最後に自分たちがブータンに帰れるように日本に帰ってから助けてほしいと頼

まれたのが忘れられない。

　初めてＮＧＯの活動を見たのですが、とても印象深いスタディツアーだった。
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ラオス人民民主共和国訪問記

シエンクアンの小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡカナダ　医師　William N.Grut

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻訳　新美文子

　ラオスは、1964年から1973年の内戦で、人類史上最も多くの爆撃をうけた国である。

1969年に9000人のミャオ・アメリカ・タイ軍は、長期間戦闘を続けてきた何千ものパテ

ト・ラオ隊を支援する71､000人の北ベトナム軍と対決した。 7000人の中国隊追加駐留は、

勝者の圧倒的な優勢を確実にした。この莫大な損失を抑えようと、アメリカ空軍は前代

未聞の規模で、敵地に爆弾を雨のように降らせた。

　その上、タイの基地から北ベトナムの特命飛行ををする爆撃機は、標的地を見つけら

れないと、帰る途中ラオス上空で爆弾を捨てて行ったのだ。この爆弾は爆発しないもの

もあり、やわらかな水田に沈み、今日まで恐怖を与え続けている。 ＵＸＯ（不発弾）探知

でもっとも難しいのは、ラオスで“bombi”として知られる小型爆弾である。これらは野

球ボール大で5000m四方の地域にばらまかれだ爆弾装置群（CBU）”である。一つ一つ

の爆弾は人を殺すためではなく、（負傷兵は死者よりももっと負担が大きいという考えか

ら）250個の鋼鉄の小弾丸をあたりにまき散らすことにより、人々を不具にするためであ

る。

左からWilliam医師とJOCV（青年海外協力隊）で活躍している日本人たち
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　小型爆弾やＵＸＯは、シエンクアン地方の人々に今日まで多大な苦難をあたえている。

今なお死傷者は一ケ月に10人ほどにもなり、地雷の恐怖は農業やその土地の使用の妨げ

となっている。戦後23年たち、アメリカからの多くの提案にもかかわらず、ラオス政府

がその問題解決の国際的な支援開始を認めたのは、つい最近のことである。そしていま

これらは、比較的小規模である。

　カンボジア、アンゴラの他の国々でよく知られている“地雷処理班-ＭＡＧ”はそのよう

な地域で働く、最も大きく、ＵＸＯ処理を明確な目的とした唯一の組織である。保健管理

ではJOVC（日本青年海外協力隊）が、モンゴル共和国の寄贈した地方病院を支援してい

る。助産婦のKyoko Shimazawa と看護婦のAkiko Hirataはラオスについて学んだ後JOVC

として、彼らの専門である病院業務を支援している。ポーンサワンは、内戦以来その地

方の中心地で（初期は小型爆弾に脅かされた）、有名なジャール平原の末端、ビエンチャ

ンの北東約250kmに位置する。そこはなだらかで肥沃な平原で、起源の明らかにされて

いない神秘的な古代の大きな石の“壷”が群がっている。この地方は、高くて美しい樹

木に覆われた山々に囲まれている。

　　　　　私がこの地方を訪れたのは､そこで二つのプログラムを実行するアメリカのＮＧＯ､ＣＷ

　　　　ヘルスフロンティアの仕事を観察し、支援するためだった。一つは、戦争犠牲者の健康

　　　　や病院設備の向上を支援するようにという、アメリカ政府の直接の要請である。そして

　　　　第二にカンボジアで新しい保健施設の再建に取組み､2地域と1つの地方病院に薬の回転

　　　　資金を調達することである。薬の回転資金という考えは、薬の在庫を確保するというこ

　　　　とだが、新たに仕入れるためにその在庫を運用しながら原価で売る。そのシステムがも

　　　　しうまくいけば､在庫を無くさず維持しながら、人々に安い薬を供給できるのである。こ

　　　　のようなシステムの有効な方法は、薬局方に準拠した支払い方法のみを考えている、カ

　　　　ンボジアやＡＭＤＡコンポンスプヘルスセンター管理チームのプロジェクトにとって､確

轟j!1　　かに興味深いものとなるだろう。

　　　　　総合保健の見地から、シエンクアンには成すべき事がたくさんある。世界にはそのよ

　　　　うな地域が多くあり、マラリアや他の伝染病がはやり、原始的な状況下で電話はほとん

　　　　どなく、公的な緊急避難サービスもない。主な病院にあるソビエトの寄贈した設備の多

　　　　くは作動せず、設備のそろった病院では夕方５時間しか電気がこないのである。とはい

　　　　え、水は日本が援助して備え付けたシステムによって供給されている。

　現在、ラオスにはＡＭＤＡが無いので、将来において変革が期待される。ラオスが保

健援助を必要としなくなるまで、何十年もかかるだろう。シエンクアンは、現在ラオス

人民民主共和国政府に､援助の対象として注目を浴びているが､それは戦争の影響のあっ

た田舎の地方だけではない。不発弾処理の総計は莫大で、他の地域への保健援助は長く

必要とされ続けるだろう。

国際医療協力vol.19 N0.7 1996 47



-ＩＤＡ訪問記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡ副代表高橋央

＜lntematjonal Dispensary Associationについて＞

　IDA（アイ、ディー、エイまたはイーダとも呼ばれる）というオランダのＮＧＯと聞い

て、すぐに「発展途上国や災害地域に医薬品を提供している団体」と答えられる人は少

ないだろう。けれどもＡＭＤＡを含め、IDAに直接、間接ともお世話になっていない保健

医療ＮＧＯはまずあり得ない。 UNICEFとＷＨＯが指定している必須医薬品が入った、白

地に青文字のプラスチック容器は､海外に派遣されたスタッフならば必ず利用された（或

いは自分の病気の治療でお世話になった？）筈だ。最近中国やレバノンに送られた「緊

急用ヘルスキット」もＩＤＡが製造、搬出している。

　ＩＤＡは1972年に医薬品が乏しい途上国の病院を、３人の薬学部の学生が薬を届けたこ

とに端を発する。この話はどこかＡＭＤＡ発足のそれと似ている。その後ＩＤＡは着実に成

長を続けて財団化し、84年には地中海の小国マルタの製薬工場を買収して、現在では注

射薬を含めて80種類の医薬品を製造、年間250万錠の薬剤を世界中に供給している。昨

年７月にはユトレヒトに２つ目の備蓄倉庫（広さ6､500平方メートル）が完成し、アムス

テルダムとユトレヒトに100名のスタッフが勤務する規模になっている。５月半ばの氷雨

のなか、私はアムステルダム郊外にあるIDA本部を訪ねた。

＜徹底した品質管理＞

　営業部のRene van derLX）uw氏に案内されて最初に見せられたのは、プラットホームの

奥にある医薬品検査室だった。 IDAは発展途上国の製薬企業との競合を避けるため、ま

た安価な医薬品を提供するために、途上国からの薬を輸入して再包装した後に、必須医

薬品や緊急用ヘルスキットとして再輸出している。そこでＩＤＡとしては輸入する医薬品

は全て抜き取り調査して、その品質を常時監視していなければならないのである。品質

管理薬剤師の肩書きをもつMargriet den Boer さんの話によれば、「プラットホームから検

査室に移されるときに埃や異物が混入しないよう、パスボックスを通して開封していま

す」とのことだった。このように厳重な品質管理のおかげて、ＩＤＡの医薬品は発展途上

国の製薬企業の支援と安価な医薬品の供給を両立させている。現に緊急用ヘルスキット

はこの数年間、価格がむしろ値下がりしている（フルセットで10､045ギルダー）。けれど

も抜き取り検査の段階で不合格となる製品もかなりあるらしく、|どこの国の製品がよく

問題になりますか？」と聞いたところ、ちょっとお考えになってから「そうねえ、イン

ド製かしら」と教えて下さった。

＜緊急用ヘルスキット＞

　ＩＤＡが製造している緊急用ヘルスキットは、WHO、UNICEF、MSF、ロンドン大学衛

生熱帯医学研究所が中心となって開発した､災害時に１万人が３カJ5間使える医薬品パッ

クである。ＩＤＡからは年間500ユニットが出荷され、そのうち75％はアフリカに送られ
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る。連絡を受けて直ちに発送出来るように、備蓄倉庫には常時30ユニットが用意されて

いる。梱包時に全ての医薬品には２年間の有効期間をもたせており、コンピュータ管理

によって出荷前に有効期限が６ヵ月になったユニットは自動的に廃棄するシステムになっ

マ‘いる。守ックアウトカスタマー（発展途上の被災国は経済的に自ら緊急用ヘルスキッ

トを調達出来ないので、各国政府、政府間機関、非政府組織が代金を立て替えて発注す

る）はＷＨＯが７割でトップ、あとMSF､JICAの順となっている。ＷＨＯは「被災地への

迅速な緊急用ヘルスキットの搬入のため、世界各地にこのキットの備蓄拠点を設けるこ

とが望ましい」としているが、温度や湿度の管理をしながら、有効期限内に備蓄キット

を偏くのは多大の困難を伴うだろう。

＜KLMの空輸システム＞

　緊急用ヘルスキットの発注を受けたＩＤＡは、直ちにアムステルダムまたはブリュッセ

ルの国際空港からキットを空輸する。これは一刻を争う輸送のため、航空会社の全面的

な協力が必要である。オランダという国の素晴しいところは、こういう人道的な緊急援

助活動を企業がパックアップしていることだ。

　私はアムステルダムのスキポール空港から空輪されるキットを見送ることが出来た｡今

回見学させて頂いたB-747コンビは貨客混載機で、273人の乗客の他に、主翼から後部の

胴体に約40 ト ンの貨物を搭載することが出来る。座席が最後尾まであるフルコンフィ

ギュレーションのB-747と比較すると、乗客数は150名少ないが、搭載貨物量は25-30ト

ン多い｡緊急用ヘルスキットの１ユニットは14個の段ポールからなり、総重量は約900kg

だから、至急の空輸でも積載重量に余裕があれば、定期カーゴコンテナのすき間に押し

込むことが可能だ。貨物室の天井まではゆうに４ｍはあり、カーゴドアも大きいため、

キットをヘリコプターや四輪駆動車に積載したまま輸送することも可能だそうだ。

　アムステルダム発のＫＬＭのコンビによるサービスは、成田行きが火曜と木曜、関空行

きが月一金曜と充実しており、極東と西太平洋での緊急災害時には最も信頼できる空輸手

段の１つとなっている。AMD4の使用は今後ますます増大するだろう。

　　｡｡こ　　　　　　　　　　･‥　　　　　　　　　　　　｡･7･/　　　　　･｡･｡｡‥　　　　　　　　:………几犬j"･4ia‐

IDA本部前のプラットホーム（製品搬入口）
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輸入された医薬品を検定中の

デン・ボエールさん

倉庫内に積まれた医薬品。中央の棚の上段にあるビニールシー

トに包まれた14個の段ボールが緊急用ヘルスキット１単位

KLMのボーイング747コンビの貨物室内部。

天井の高さに注目。
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緊急用ヘルスキットを梱包中

スキポール空港から緊急用ヘルスキヽント

が空輸されるところ

　　カーゴハッチのスイッチと電源を説明中。

　　凍結ワクチンも運べる。

最後尾の圧力隔壁（左）部には貨物を置かない。

その脇にはボイスレコーダとフライトレコーダ

が見える。
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ポーキー・エヴァンス夫妻の御紹介

　　　来日（5月21日～6月２日）

ＡＭＤＡ医師 吉田　修

　ザンビアの南部マザブカ近郊の農村地帯で病院を運営するポーキー・エヅァンス夫妻

が､TICO（徳島で国際協力を考える会）の招待で来日されました。徳島では、山川町､小

松島赤十字病院、四国大学などフカ所で講演し、800人以上の方が聞きに来られ、多くの

友情が生まれました。また、ＮＨＫ、四国放送、徳島新聞、FM徳島にもご協力いただきま

した。その後、岡山（ＡＭＤＡ本部）にも来られ代表と意見交換をされました。

　ご夫妻は、クリスチャンで7年前に自力で慈善病院を開設､以来度重なる干ばつ、小児

の栄養失調、マラリアの大流行、エイズの蔓延､など典型的な南部アフリカの医療問題の

みならず、社会問題にも取り組んで来られました。私はその献身的なご努力を目の当た

りにして、全く頭の下がる思いがします。同じ思いの岩井由佳さん（青年海外協力隊･薬

剤師）もここに転勤し素晴らしい活動をされています。

彼らの活動は、次のようなものです。

　　１）病院運営（無料、70床）

　　２）孤児院運営（孤児10人前後）

　　３）地域住民への保健教育

　　４）予防を含めた地域医療（outreach、satelite healthpost）

　　5）栄養改善のための潅漑農業パイロット

　　６）潅漑用水を利用したテラピア養殖

　　７）婦人クラブによるincome generation

　　8）医学部学生研修受け入れ

　トンガ族の風習、文化の中での活動は時に非常な困難を伴いますが、地域住民に根ざ

したものでなけれぱならないという信念を貫いておられます。政府の援助もほとんどな

く、地域住民と小数の私的な友情に支えられたプロジェクトですので資金的には本当に

苦労されています。しかし、こう

いった住民参加の総合的なアプ

ローチのみが､干ばつ地域の農村

の自立を可能にするのではないで

しょうか｡我々のルサカ地域医療

プロジェクトにとっても非常に参

考になると思います。

　今後､徳島の有志により彼らを

継続的に支援していく事になりま

した。皆様のご協力に感謝しま

す。
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新任ソムアッツ東大教授とのインタビュー

名誉顧問　岩本淳

　ASEAN lnstituteforHealth Development （AIHD）所長のDr､Somearch Wonghomthong を

東大医学部国際地域保健学教授室に訪問したのは、６月５日午後３時である。朝日新聞朝

刊６月４日「ひと」欄に紹介された。４日に電話をかけ予約した。

　　ソムアッツ先生の存在を知り、ＡＭＤＡタイ活動への協力を得ようと東大医学部鉄門

　倶楽部名簿でバンコク市の住所に手紙を送ったのが4月｡返事がないので小児科中村安秀

　講師から新住所、電話を聞き出したもののバングラデシュ出動要請を受け、帰国してか

　らと考えていた。出発日５月16日の前日未知の一橋大学中川教授から帝国ホテルでの朝

　食会に呼ばれていた。米国ゴア副大統領の情報ハイウェイ実施責任者が､ECをまとめた

　帰途ソウルと東京に2泊し、アジア情報ハイウェイ構想をつくる際の助言を求めている。

　医学面で東大中央医療情報部関原成允教授（国立大蔵病院長兼任）と私が指名されてい

　た。関原君にその日バングラデシュに出発すると伝え｡、序にソムアッツ氏と近日中に連

　絡するつもりだというと、「彼は今度東大教授になりました。６月から東大に来ます｡」と

　いわれて驚いた。「東大にしては立派な人選でしょう！」「ウン、東大もやっと変わって

　きたね」で別れたいきさつがある。

　　46歳、もの静かな学究肌の青年である。略歴は1968年千葉大学留学生部３年課程を経

　て、46年東大医学部入学50年卒業。第2外科教室・日医大救命救急部で研修後､米国ハー

　バード大学公衆衛生学部でマスター（1年コース）をすませて日本に戻り、東大公衆衛生

　｀学教室で研究して保健学博士をとり、帰国。バンコク市の国立ＭＡＨＩＤＯＬ大学で活動関

　始、当時はASEAN TrainingCenter forPrimary HealthCare Development が創立されたぱか

　り。６年後の1988年には局に昇格してASEAN lnstituteforHealthDevelopment となり、外

　国からの留学生を多く招き、東南アジア最大の研修センターに築き上げた。

　Mahidol大学は職員が12､000人も居るマンモス大学で、４つのキャンパスにわかれ３つの

　医学部（含附属病院）をもつが、一番新しいキャンパスがソムアッツ先生のいるSalaya

　キャンパスである。

　　他に医学部があるので新しい方向、住民参加による医療システムの展開を志向したと

　いう。学者参加型でなく地域保健、環境整備、薬品供給、健康教育などを系統的に研修、

　研究、地域活動する。外国からの留学生がこの10年間に総数1051名中911名という国際

　性が特色。アジア、中東、アフリカ、カナダ、米国と世界中から集めた。日本人は211名

　と最も多い。マスターの学位をとった人数は28ケ国298名である。この実績をきいて、と

　くに東大が多忙な彼を２年間お借りした理由を知った。

　　毎年留学生のために、2～4週の研修プログラムを７つ用意している。マスター学位取

　得コースは10ヶ月である。念のためにマスターコースを取るのにどのくらい費用がかか

　るか聞く。学費約30万円を含めて100万円で十分。途上国の人材を日本で教育するには
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お金がかかりすぎるのが欠点で、マヒドン大学はこの点アジアの研修センターになり得

るわけである。

　今後東大でどう仕事するか質問した。1）まずカリキュラムの検討をして改善したい。

2）学生の海外研修を活発にする。3）スタッフの海外研究を盛んにして業績を積ませた

い｡今個人的努力で行われている海外研究を系統的に立て直す｡2年間に教室発展の基礎

ができれば満足だと答えた。

　「ＡＭＤＡに一言」ときくと、菅波代表などとは古くからの付き合いでその活動ぶりに

敬意を払っている｡フィリピンのDr.フローレスがＡＭＤＡの支部をバンコク市に置いて

くれと言ったことがある。ＡＭＤＡが経済的に安定していれば可能だが、運営費も安く

ないので取り上げなかったと答えた。

　東大での教室員の構成をきくと、助教授1、助手2、大学院15、研究生７で、研究生は

中国、韓国、タイ、オーストラリアからの留学生と日本人。そこで岩本から提案。「もし

も大学院､研究生をＡＭＤＡの海外活動に誘ったら積極的に送り出してくれるか？」「積

極的に協力したい。彼等自身にとって良い経験になるのだから…」と答えた。私はボン

ベイ支部の話をして、できるだけマヒドール大学の施設を使わせてもらうようにすれば

経常費は少なくてすむから、将来支部づくりに是非協力してほしいと頼み込んだ。

　先生は若い日本人学徒に短期コースヘの参加を呼びかけた。１人学べば30名の友人が

諸外国に生まれることになる。 ＡＭＤＡの発展に一番大切なネットワークづくりにマヒ

ドール大学を利用してほしいと繰り返して述べていたのが印象的だった。短期コースは

渡航・滞在・学費含めて20数万円ぐらいか？

　私から多目的病院船の海外利用についての協力を願い出ると、力強い賛意を表明して

くれた。広い人脈をもつソムアッツ先生の協力は心強い限りだ。先生もそのうちに定例

研究会をもつが是非出席しろと勧めてくれた｡教授室は東大医学部中央図書館の3階にあ

り、毎月第4火曜7時から小児科の中村安秀講師を中心に都内の大学､研究所から若い人

材が地域医療学の勉強会を行っており、４月から私も参加しているところであった。

　アジア人の東大医卒業生がいることを知って､名簿でカタカナの人を探した。開校100

年余り経っているが今まで総数5名あり、一番若いドクターがソムアッツ教授であった。

ちなみに５名中４名がタイの留学生である。

　教授室での対話は熱気にあふれ、しかもさわやかなものであった。秘書に写真をとっ

てもらい再会を期してお別れした｡彼の指導教官が同級の小泉明君(現産業医大学長)で

あったことも奇遇である。早速小泉君と電話で語り合った。
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ソムアック先生の研修センターコース内容

コース名 日　　智 期　間 費用（U貿）

１ ユニセフ/アセアン保健開発研究所セミナー

タイにおけるプライマリーヘルスケアの発展

1月23日ヽ･

　　　　2月６日

15日間
－･ -S-㎜〃-一♂d●q●

　　　　り祀

２ 安全方法、家族計画及び子供の生存に関する

プライマリーヘルスケアアプローチ

2月26日～

　　　　3月15日

3週間 1,j,00

３ 地域経営-エイズの予防、コントロール及び

治療を基礎として

5月６日～17日 2週間 1,000

４ 地城レベルでのプライマリーヘルスケア 6月３日～21日 3週間 1､500

５ 保健と社会発展の統合-タイの経験 7月27日～

　　　　　8月６日

10日間 800

６ プライマリーヘルスケアー上級 8月19日～

　　　　9月６日

3週間 1,500

７ 地域経営-プライマリーヘルスケアの発展を

基礎として

9月23日～

　　　　10月18日

4週間 1,800

８ プライマリーヘルスケア経営学修士コース 9月１日～

　　　　7月15日

10ケ月 3,143

９ スタディツアー

今
後
ｔ
き
る
だ
け
早
い
機
公
に
一

昔
汲
代
表
を
ソ
ン
チ
ャ
イ
氏
に

原則として、コースの3週間前まで受付。

全コースに保健学の知識と英語力が必要。火麗日９９６年1平成８年･６月４日

り
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チ
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日
に
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敷
設
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た
旧

日
本
軍
岡
崎
部
隊
（
条
最
）

の
人
た
ち
四
人
と
合
楓
し
て
タ

イ
を
訪
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十
日
は
、
ピ
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ポ
ン
国
王
の

戴
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血
十
周
年
の
記
念
日
で
、

国
を
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て
の
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の
日
、

同
日
千
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ン
中
学
校
の
生
徒
万
人
の
計
十

四
人
に
、
永
瀬
さ
ん
が
浄
財
を

積
み
立
て
た
″
ク
ワ
イ
茜
平
和

基
金
’
か
ら
贈
っ
た
。
看
護
学

生
に
は
永
瀬
夫
妻
か
ら
一
人
ひ

と
り
に
贈
呈
。
今
回
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
第
一
で
放
送
し
た
「
心

の
時
代
・
ク
ワ
イ
餌
平
和
寺
縁

起
」
を
聞
い
て
共
鳴
し
た
大
阪

ＡＭＤＡ協力

恵
掻
の
元
歌
暉
、
中
村
み
は

る
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
人
が

カ
ン
パ
を
寄
せ
、
代
表
し
て
中

村
さ
ん
に
、
轡
汲
出
席
を
要

蜻
、
間
行
し
て
中
幸
生
に
贈
っ

た
。
　
奨
掌
金
響
汲
に
は
、
ソ
ン

チ
ャ
イ
白
悟
型
〈
臣
も
来
賓
と

し
て
出
席
7
1
私
た
ち
は
永
瀬
氏

の
し
て
い
る
こ
と
に
も
っ
と
注

意
を
は
ら
っ
て
み
る
必
要
が
あ

る
」
と
、
謝
意
を
述
べ
た
。

　
こ
の
あ
と
十
一
時
か
ら
、
映

画
「
職
場
に
か
け
る
揖
」
で
有

名
な
、
ク
ワ
イ
河
鉄
橋
の
麓
に

玲
立
さ
れ
た
″
ク
ワ
イ
茜
平
和

寺
院
’
に
移
り
、
日
本
か
ら
の

一
行
士
一
天
を
は
じ
め
、
奨
学

金
を
受
け
た
学
生
、
生
徒
、
現

地
の
聊
備
考
ら
杓
県
人
が
参

列
、
泰
緬
鉄
道
の
犠
牲
者
の
霊

を
慰
め
る
法
要
が
営
ま
れ
た
。

　
ａ
嘔
部
隊
の
人
た
ち
や
有

志
は
、
ナ
ム
ト
ク
ま
で
鉄
道
で

行
き
、
そ
こ
か
ら
パ
ス
、
ト
ラ
ッ

ク
と
乗
り
次
い
で
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
と
の
国
構
″
｀
く
の
ス

リ
ー
パ
コ
ダ
ま
で
足
を
の
ぱ
し
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を
し
の
ん
だ
。

タ
イ
の
僻
地
患
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の
救
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に

　
移
動
診
療
の
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設
計
画

永
瀬
さ
ん
は
、
奨
学
金
贈
呈
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紹
介
、
鳳
征
的
な
実
施
駐
屑
が

式
に
Ｉ
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だ
ソ
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イ
自
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塑
ハ
｝
眼
と
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見
で
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タ
イ
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奥
地
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
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住
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人
た
ち
の
衛
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状
態
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い
こ
と
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ほ
と
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ど
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あ
る
こ
と
な
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か
ら
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移
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診
悪
所
の
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設
な
ど
話
し
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い
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雄
刀
の
用
意
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る
こ
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明
ら
か
に
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た
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永
瀬
さ
ん
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帰
国
し
た
十
二
日
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
芳
幕
一
代
表
と
会
見
、
協

力
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

今
後
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に

薔
薇
代
表
を
ソ
ン
チ
ャ
イ
氏
に

図
ら
れ
る
。
菅
我
代
表
は
、
岡

山
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堡
塁
廊
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時
代
、

永
瀬
さ
ん
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丙
で
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っ
て
タ
イ
の
泰
緬
国
境
付

近
へ
、
ク
ワ
イ
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繰
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し
、
麟
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し
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Ａ
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箭
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点
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っ

た
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け
で
、
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事
情
に
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通
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今
回
の
永
瀬
さ
ん
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す
こ
と
に
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た
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学
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で
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年
四
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に
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る

学
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三
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は
、
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を
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ら
、
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に
日
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で
看
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病
院
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が
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そ
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に
備
え
て
日
本
語
を
学
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た

め
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さ
ん
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と
に
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､ISf¶奈FFj窟1ｔ宣:１９９６年（平成８年）６月２１日（金●日）

国連人道問題局

広島に拠点建設

県が構想AMDAと連携

　
広
島
県
は
二
十
日
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
災
害
被
災
地
に

援
助
物
資
を
送
る
国
連
人
道
問

題
局
（
Ｄ
Ｈ
Ａ
）
の
拠
点
を
同

県
本
郷
町
の
広
島
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近
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に
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す
る
構
想
を
明
’
？
か
に
し

た
。
医
薬
品
や
食
糧
の
備
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基

地
を
一
巻
、
世
界
各
地
で
医
療

救
援
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
、
本
鄙
・
岡
山
市
）
と

連
携
、
医
師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
と
も
に
物
資
を
被
災
国
に
航

空
機
で
送
り
届
け
る
。

　
二
〇
〇
一
年
の
滑
走
路
三
千

Ｍ
化
に
合
わ
せ
、
県
が
設
置
す

る
防
災
拠
点
施
設
内
に
設
け

る
。
テ
ン
ト
や
毛
布
、
発
電
機

を
置
く
ほ
か
、
国
内
で
不
要
に

な
っ
た
ミ
シ
ン
、
自
転
車
、
ス

ポ
ー
ツ
用
具
な
μ
も
再
利
用
し

て
途
上
国
の
支
援
に
活
用
。
さ

ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
海

外
の
災
害
や
緊
急
援
助
に
関
す

る
情
報
を
収
集
、
物
資
と
人
員

を
空
路
輸
送
す
る
。

　
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
二

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
事
務
所
が
あ
る

が
、
備
蓄
基
地
は
イ
タ
リ
ア
・

ピ
サ
の
国
際
空
港
だ
け
で
、
ア

ジ
ア
の
拠
点
づ
く
り
を
計
画
し

て
い
た
。
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スリランカ民族紛争ノルウェーで平和会議

　　（財）松下政経塾

１５期生岡田和男

　今年２月２６日、ノルウェー第二の都市ベルゲン（Bergen）でスリランカ民族紛争（多

数派シンハラ人対タミル人）の解決に向けての平和会議が､ＮＧＯのクリスチャン・ミッ

チェルセン研究所（Christian Michelsen lnstitute）主催、ノルウェー外務省後援で開催され

た。現在スリランカ政府は、紛争解決の手段として少数派タミル人への自治権付与も含

めた連邦制導入を検討しているが、北東部の分離独立を求めるタミル・イーラム解放の

虎（LTTE）は、完全なる独立を目指しこの政府案に反対を表明している。その現況下で

ノルウェーは紛争当事者双方を引き合わせ、第三者としての和平プロセスを支える役割

を検討した。

　この会議には、スリランカ国会議員、ＬＴＴＥ政治顧問（米国）、コロンボ大学教授、

英国難民協議会スリランカ担当者、スリランカＮＧＯピースカウンシル、ノルウェー外

務省・政治家をパネラーとして、１ ７０名の参加者を招いて討議された。（反ＬＴＴＥの

タミル入グループも国内外から参加している）

　クリスチャン・ミッチェルセン研究所は、ノルウェー元首相クリスチャン・ミッチェ

ルセン（1857～1925）の遺産を基金として、途上国の社会経済開発・人権分野を対象と

して３５名の研究員が在籍している。また、民間研究機関としては、北欧最大級の規模

及び実績がある。この会議を企画したグナー研究部長（イスラエルとパレスチナの秘密

和平交渉で活躍したＮＧＯでＦＡＦＯのラーセン所長と親しい）によれば、和平交渉再

開の条件としてＬＴＴＥの武装解除・北部ジャフナ地区からの政府軍撤退などが双方か

ら主張され折り合いがつかなかったが、各当事者の主張がより明らかとなり、機会があ

ればこの紛争の仲介役としてノルウェー政府やＮＧＯが動き出すこともありうるという。

　パネラーとして参加したノルウェー外務大臣は、次の事項が和平プロセス進展のため

の手がかりであると述べている。

　●武力を背景とした和平仲介ではなく、第三者（ノルウェーのような小国）の対話に

　　よる仲介が必要である。

　●「秘密和平交渉」:和平反対勢力からの妨害を阻l卜し、和平プロセス進展のためには

　　情報をマスコミ等に公表しない。

　●武力解決は不可能であり、現実は厳しいが政治決着を目指すべきである。

　●和平調印はあくまでも和平プロセスの過程であり、その後の実行こそが最大の焦点

　　である。

　イスラエルとパレスチナ間で秘密交渉を行ったノルウェー政府とＮＧＯの経験から得

られた教訓といえる。また、紛争当事者間での交渉や和平調印後の復興・貧困対策など

で政府とＮＧＯの連携が重要となってくる。
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ベルゲン空港からバスで20分の

場所にあるクリスチャン・ミッチ

ェルセン研究所

クリスチャン・ミッチェルセン

研究所グナー研究部長

(専門：開発援助、紛争分析)

爆弾テロが横行する

スリランカ・コロンボ市内
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　　７２時間ネットワーク

平成８年度全体会議議事次第

１．開　会

２．出席者確認

３．７２時間ネットワーク代表挨拶

４．議長選出

５．議事録作成人並びに著名人指名

６．資料及び議題の確認

７．報告事項

　　　①．平成７年度活動報告

　　　②．平成７年度会計報告

　　　③．平成８年度活動計画

　　　④．平成８年度予算計画

　　　⑤．その他

８．各団体挨拶

９．閉　会
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平成８年度全体会議出席者名簿

団　体　名 役　職 氏　名

１ ＡＤＲＡ（アドラ）国際援助機構日本支那 支部長 塚本俊也

2゛ ＡＭＤＡ 名誉顧問 岩本　淳

３ ＡＭＤＡ 72ネット代表 鎌田裕十朗

４ ＡＭＤＡ 及川雅典

５ ＡＭＤＡ 浅川久雄

６ ＡＭＤＡ国際医療情報センター 事務局長 香取美恵子

７ カンボジアのこどもに学校をつくる会(JHP) 事務局長代行、72ネット副代表 小林睦雄

８ 茨城県警察本部　生活安全総務課 課長補佐 本田順一

９ 茨城県社会福祉協議会 ボランティア部長 藤原忠弘

１０ 茨城県社会福祉協議会 橘川恒聡

□ 株式会社サンリツ 研究開発部長 郡司幸雄

１２ 佼成新聞社 山上りえ

13 市民・連合ボランティアネットワーク 川嶋昭宣

14 茨城県経営者協会 横田能洋
１５ 真如苑　ＡＶ課 恩田克行

16 真如苑　ＡＶ課 堀　浩二
１７ 真如苑　システム企画 松本和也

18 真如苑　管理部 平野昭紀

19 真如苑　管理部 石川典男

20 真如苑　管理部 新井修一

21 真如苑　関西郎 西垣　彰

22 真如苑　関西部 熊野真司

24 真如苑　関西部 高北　拓

25 真如苑　教化郎 松永　淳

26 真如苑　広報11課 課長、72ネット運営委員 寺脇雅夫

27 真如苑　広報SI課 太田一郎

28 真如苑　広報ll課 片山統久

29 真如苑　広報Ｕ課 新名祐子

30 真如苑　広報|§課 瀬川貴美子

31 筑波大学 大学院生 渡部智暁

32 筑波大学 学生 安藤　紫

33 中日本航空株式会社 取締役 福富英行

34 田辺製薬株式会社　広報社会関係事業室 室長 藤沢　洸

35 日米医学医療交流財団

　　　　／日本コンピュータサイエンス学会

理事

理事 高瀬義昌

36 日本財団　ボランティア支援部協力援助課 課長 鈴木和正

37 日本青年会議所　阪神・淡路大震災復興連絡会議 副議長 河村　卓

38 日本青年会議所　阪神・淡路大震災復興連絡会議 副議長 宮野尚人

39 日本青年会議所　茨城ブロック協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　未来づくり室 室長 須藤豊次

40 日本青年会議所　茨城ブロック協議会

　　　　　　　助け合いのあるまちづくり委員会 委員長 飯塚一好

41 日本青年会議所　茨城ブロック協議会 野村美代子

42 福岡医療ＮＧＯ 代表 林　和生

43 福岡医療ＮＧＯ 上原　淳

44 松下政経塾 主任研究員、72ネット運営委員 桑畠健也

45 郵政雀　大臣官房企画課危機管理企画室 主査 山口　浩

46 立正佼成会　総務課 課長 今井克昌

47 立正佼成会　総務課 山本和秀

48 立正佼成会　渉外諜 課長、72ネット副代表 畠山友利

49 立正佼成会　渉外課 高谷忠嗣

50 立正佼成会　渉外諜 関口泰由

51 立正佼成会　渉外課 広田委子

52 立正佼成会　渉外課 春原敏江

53 立正佼成会　渉外課 細山裕康

54 立正佼成会　渉外課 冨田真理子
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　　　　平成７年度

７２時間ネットワーク活動報告

平成７年度の７２時間ネットワークの活動を発足までの活動とともにここに報告する。

I.緊急救援ＮＧＯ阪神大震災総括フォーラム（４月７日）
　　Ａ．７２時間ネットワーク発足のきっかけとなるフォーラムが行われた

II.設立準備委員会（５月～９月）

　　A.発足式までに計５回の設立準備委員会を開催した
　　Ｂ､会場はＡＭＤＡ東京オフィスを利用した

III.発足式（９月２３日）

　　Ａ．７２時間ネットワークが正式に発足した

IV.運営委員会（１０月～３月）
　　A.計６回の運営委員会を開催した

V.広報
　　Ａ．ＮＨＫラジオ第一放送で鎌田代表出演

　　B.演習がＮＨＫテレビ首都圏ニュースと「おはよう日本」で紹介される

VI.事務局機能整備

　　A.事務機能が整備された
　　　　　1.コンピューター環境の整備
　　　　　2.インターネット加入

　　　　　3.事務処理の高度化
　　　　　　　a.議事録

　　　　　　　b.業務日誌
　　　　　　　c.議事運営

　　　　　4.ロゴの作成
　　　　　5.ロゴ旗の作成

　　　　　6.その他

VII.演習（１２月）

　　A.具体的な災害を想定した演習を、関係諸団体と協力して行った

早虞７年

　４刀 5jl ６男 ７月 8jl ９月 １０月 １１月 １２月

早成８年

　１月 ２月 ３刀

運営

委員会

第ｌ回

股立準備

　委員会

第２回

股立準備

　委員会

第３一

設立準備

　委ｉ会

第４梱

設立準備

　委員会

第５継

没立準備

　　委員会

第１霧

運営姜員会

第２、３圓

運営委員会

第４、５回

運営委員会

第６回

運営委員会

会議

阪神大震災

箆括

フォーラム

発足式

農書

・演習

第１�

　演讐

研究

広報

熊lラジオ

　第一放送

llxテレビ

首都一

　二畠－ス

SIXテレピ

「おはよう

　　日本」
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　　　　　　　　　　　　　　　平成８年度

　　　　　　　　７２時間ネットワーク活動計画

規約第６条に基づき、運営委員会で策定された平成８年度の活動計画を規約第１０条の規
定に基づき報告する．

1.運営委員会･

　　A.月最低１回は運営委員会を開催する
　　B.会場は各団体持ち回りとする

II.全体会議（６月）

　　A.運営団体、参加団体が一同に会する全体会議を開催する

　　B.本年度は、茨城県つくぱ市を予定

III.研究（６月及び通年）

　　A.災害時等における情報通信活用方策について通信部会が中心となって研究を進め
　　る
　　B.災害時ボランティアリーダー育成研究会を６月に茨城県つくぱ市で開催する（全
　　体会議と共催）

IV.研修（２月）

　　Ａ．７２ネットに参加する、あるいは今後参加を予定している団体及び個人を対象に
　　１泊２日の「災害時ポランティアリーダー実地訓練講習会」を実施する

V.広報（４月）

　　A.メトロポリス９６に参加し、７２ネットヘの参加を呼びかける

VI.装備充実（緊急援助活動用機器の装備（現地ＨＱ用最小限装備）

　　A.下記の機器について、各団体が装備し、緊急時にすぐ使えるI体制を整える
　　　　　1.通信機器
　　　　　　　a.無線システム

　　　　　　　♭.パソコン通信
　　　　　2.救出活動

　　　　　　　a.水・食料
　　　　　　　♭.テント

　　　　　　　c.簡易トイレ

　　　　　3.その他

旱虞８￥

　４月 ５月 ６月 7 yll ８月 ９月 １０月 １１月 12JI

早成９年

　１月 ２月 ３月

遍言

委員会

第１�

運言委員会

第２値

運営委員会

弟３一

運営委員会

弟４囲

運営委員会

業５回

運営委員会

業６�

運営委員会

雛７§

遍営委員会

集８‐

運営蜃１兪

纂９一

還営委員会

第１０回

運営委員会

　第１１回

運営委員会

第１２一

遍営委員会

会議

弟１樋

全体会議

教育

・演習

訪災ポラン

テ４７研●

防災ポラｙ

テ４７研修

春窮演習

研究

通信●会 通信尊会 返信募金 通信豚舎 通信醵金 通信郎兪 通信夥兪 暴儒齢兪 遍儒Ｓ兪 過信Ｓ兪 逓信部会 通信夥兪

広報

メＦロポリ

ズ96東京

{4.23～2S)
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター便り

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00
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センター東京 〒160　東京都新宿区新宿歌舞伎町郵便局留

�相談03-5285-8088　事務03-5285-8086

FAX　03-5285-8087

対応言語／時間：英語、中国語、スペイン語、

センター関西

ポルトガル語

ピリピノ語

ペルシャ語

韓国語、タイ語

月～金　9:00～17:00

水
水
火

月

〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留

�06-636-2333－レ06-636-2340

対応言語／時間：英語、スペイン語

　　　　　　　　中国語

　　　　　　　　ポルトガル語

　　　　　　　　ﾈﾊ'-ﾙ語、ﾋﾝﾃﾞｨｰ語

月～金　9:00～17:00

　火水　10:00～13:00

　　金　1 1 :00～17:00

不定期

****国際化と特別扱い毒＊*＊

　AMDA国際医療情報センターが５周年を迎え、記念の集いを開いたと感慨に浸る暇もな

く梅雨に突入し、以前と変わらぬ忙しい毎日が続いている。バプルがはじけ就職難、失

業率が戦後最高と報じられて、外国人労働者も影響を受けているのではないかと思うが、

センターヘの相談電話は増加を続け、とても外国人の数が減っているとは考えにくい。

そう、困っている外国人は減っていないのである。

　さて、国際化と言う言葉をよく耳にするが､外国人に慣れていない日本人は（私自身、

小さい頃、外国人はみんなアメリカ人と思って成長した。）外国人が来ると何か特別な

ことをしなければいけないと考えるらしい。そして、それを国際化と思っているのかも

しれない。しかし、この特別がときどき外国人にの言葉自体に問題があるかもしれな

いが）との溝をつくっているのではないかと考える。たまにはうれしいかもしれないが、

特別扱いされていない喜びもあるのではないだろうか。例えば、私はよく迫を聞かれる。

シカゴでもマニラでも鹿児島でも始めて行った土地でも何故か「ODOに行くにはどう

したらいいんですか。」と。相手は私が英語やタガログ語が話せるかどうか、鹿児島の

地理を知っているか等お構いなしである。でも、それがいい。私はその土地で特別では

ないと感じさせてくれるからである。日本ではあまり外国の方に道を聞いたりしないだ

ろう。今度外国の方に道を尋ねられたら逃げ出すのではなく、反対に道を尋ねてみては

どうだろう。喜ばれるかもしれない。きっと特別扱いされるよりお隣さん感覚で声を掛

けた方が国際化は進むのではないだろうか。困っている外国人も少しは減るかもしれな

　い。
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　　　　　　　　　　１９９５年度会計報告

（自　１９９５年４月１日　至　１９９６年３月３１日）

’１収入の部

ｊ　ｌ．会費収入

ｊ　２．事業収入

，3.補助金等収入

　　4.寄付金収入

　　5.雑収入

　　　　　　　　　当期収入合計

２　　　　　　前期繰越収支差額

収入合計

ll支出の部

　1.事業費・管理費

　　　給料手当

　　　法定福利費

　　　福利厚生費

　　　報酬費

　　　会議・研修費

　　　旅費交通費

　　　通信費

　　　事務・消耗品費

　　　書籍費

　　　水道光熱費

　　　賃借料

　　　交際費

　　　租税公課

　　　保険料

　　　雑費

　2.固定資産取得支出

　　　器具備品購入支出

　　　　　　　　当期支出合計

　　　　　　　　当期収支差額

　　　８６４,８００

　３,６５９,６００

　２,９９０,０００

　１,７４３,６９９

　　　３８２,０５９

　９,６４０,１５８

　６,３９５,８０４

１６,０３５,９６２

４,３１０,５６０

　４１５,９４８

　　　８２,８００

　１ １ １ ,
１１０

　　　６３,１２０

１,０２７,５８０

　８１９,６７７

　４１６,６９９

　　　４８,７０４

　　　６７,４５１

１,３２１,９０２

　　　　３,９１５

　６４３,６２０

　　　　　　　０

１,３２７,６１６

▲

　　　７６７,３４８

１１,４２８,０５０

　１,７８７,８９２

　４．６０７．９１２

円）

６４,８１５,８４０

　　　　　８,１００

６４,８２３,９４０

　２,９６５,８６１

６７,７８９,８０１

５１,４４５,５７４

　２,２２５,１２４

　　　５０,６００

　　１３３,３３０

　　　７３,６２１

　３,８２０,３７０

　　７９１,５６９

　　４０６,５５８

　　１４８,７７４

　　　　　　　　０

　　　６２,９８７

　　　５１,４９３

　　４０５,７８０

　　　７２,０００

　　２９８,３８２

５９

-
　４

-
　７

９８６

-
８３７
-
８０３

以上の通り決算報告いたします。 １９９６年５月３１日　　所長　小林　米幸

上記決算報告について監査した結果、適正且つ適法であることを認めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　１９９６年６月１１日　　監事　菅波　茂

ご協力、ご援助を賜り、所長はじめ事務局－同心よりお礼申し上げます。

　０

１６２

-
７７８

-
６３９
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港区医師会報　1996.6　N0.73　から

lj,=lj51訟jに11,
惑Mjpjらi=1賜丿際万瞑1輝1郷JI騨ji才ぷぐ1念刀恥］jFj

!………151;設E立;51?周年2記丿意:め集7t:=xfど参力nl

港区医師会理事高岡邦子

6

　ＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議仝）は79

年に主としてアジア地域の医療に恵まれな

い人々への支援を目的としてスタートしま

したが、バングラデッシュやルワンダを始

めとする難民救援や予防医学の普及のため

の医療スタッフの派遣、阪神大震災やサハ

リン地震の際の出動、ＡＭＤＡ国際医療情

報センターでは言葉の通じない外国人のた

めの電話相談や医師の紹介など、活動は多

岐にわたっています。活動に参加している

のは医師や看護婦だけでなく、一般のボラ

ぺ

ンティアもたくさんいますので昨年から

ＡＭＤＡというのは略称ではなく団体の名

称となりました。

　私は５年前のセンター設立まもない頃、

ＡＭＤＡの活動を知りセンター所長の小林

米幸先生（大和市で開業）と電話でお話し

てすっかり意気投合しました。自分が参加

するだけでなく港区は外国人の多いところ

ですので、港区医師会の中で全部の科に対

応できるよう数人の先生に参加を呼び掛け

ました。すでに赤枝先生が入会されていま

･ . S S 一 ﾀ ﾞ ! : か i l ･ . ! l ! : I ･ : ! … … … l . ･ ‥ :

AMDA・際医療情報センター股立５周年記念の集い会場
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したが、当時の山田副会長をはじめ、野口

先生、長谷川先生、藤田先生などが趣旨に

賛同して入会して下さいました。現在、耳

鼻科、眼科の先生がいませんので、英語、

仏語、スペイン語など何語でもかまいませ

んから、外国人のために役にたちたいとお

考えの方はぜひご参加下さいますようお願

いいたします。

　さる５月26日、センター設立５周年を記

念する仝があり、当初から参加していたメ

ンバーのひとりとして以下のような話をし

てきましたが、日常の診療で外国人に接す

ることの多い港区医師仝員にとって何かの

お役にたつかもしれないとの気持ちから投

稿します。

,ゝ1，　・，゛，　　”･’-,’・・　゛’‾や

外掴大賊齢泌6奴j

｀ゝ.‘｀I　，　ヽ゛｀.　，゛.｀ﾀ｀゛･　　｀と｀，゛

奏二湊高岡ｸｰﾘヽ土ツグこ大高関心ﾌ

　外国人の患者さんを診察する際にも、信

頼関係を築くように接するなど基本的には

日本人と全く変わりはありません。ただし、

日本人の患者さんに対するよりもちょっと

だけ配慮しなければならないことがいくつ

かありますので、私の経験、失敗談などを

おりまぜながらお話してみたいと思います。

●相手は言葉が通じず、体調が悪いなど極

　度の不安状態に陥っていることをよく理

　解しなければならない。こちらがどんな

　ことでも受けとめられる余裕がないと不

　用意な言葉や表情で相手を傷つけてしま

　うこともある。

●それぞれの国民性や医療事情、経済格差

　を理解したうえで接する。

　・他人には肌を見せない○○○の女性

　・家族のひとりが具合が悪いと一家総出

　　でくる○○○

　・何でも徹底的に調べないと納得しない

　　○○○

　・具合が悪いときでもジョークを連発し、

　　状況判断をあやまらせる○○○

　・ダメモトで何でも要求する○○○

　・１日10人位の患者しかみないので自分

　　の待ち時間は１時間と思っている○○

　　○

　。「１けた違うのではないの」といわれ

　　た請求書-･

●自費の場合には明細書が必要

　　検査や投薬は必要最小限度とし、「こ

　の検査をするには大体この位の費用がか

　かるがどうするか」など説明し事前に了

　解を求める。

　　保険点数以下のダンピングをしてはな

　らない（後で他の医療機関が正規に請求

　した時、逆に不当に高くとられたと受け

　取ることがある）

●「この病気はどういうことが原因で、こ

　の薬はどういう作用がある。なおるのに

　どの位の日数がかかる」などをきちんと

　説明する。なるべく医学用語でなく一般

　的な言葉を選んで話す。

●通訳がいないときには「自分は今あなた

　のために○○をしている」と説明しない

　と､「自分のことを放っておいて他のこと

　をしている」と受け取られることがある。

●紹介状を書くときは薬の名前は商品名で

　なく一般名で書く。
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診　療　所　日　記　２ 医療法人社団小林国際クリニック

　　　　　　　　院長小林米幸

　　　ゴールデンウイークも終わった５月中ごろ、朝、クリニックヘ行ってみると、何やら

　　待合室が騒がしい。私とあまり年がちがわないようにみえる男女が、両脇から初老の女

　　性をかかえている。かかえられた女性は、身体の半身麻庫があるようで、顔の表情もな

　　く、仮面のようであった。服装からインドシナ出身者であることは、まちがいなかった。

　　お待たせすることもできないような状況だったので､すぐに診察室に入っていただいた。

　　　私のクリニックには、中国系カンボジア人のＨさんという優秀な女性が事務兼通訳と

　　して働いている。彼女は日本語、カンボジア語、ベトナム語、英語、北京語、広東語、

　　潮州語を自由にあやつるスーパーウーマンだ。付き添いの男性は、その彼女と私の分か

　　らない言葉で話している。彼女が言うには、この女性の一家は中国系ベトナム人で、い

　　ま、潮州語で話をしたとのことだ。近くの公立病院へ連れていったところ、言葉の問題

　　があり診察できないので、私のクリニックを紹介されたらしい。

　　　血圧も高く、一人ではまったく歩けないので、２週間に一回、車で10分ほどのアパー

　　トまで通訳つきで往診をすることにした。アパートヘ行くと、ＲＵさんのご主人がいつ

　　も留守番をしている。小柄なご主人は田舎のおじいちゃんといった様子である。ＲＵさ

　　んとご主人は、先にベトナムをでて日本に定住した。息子さんたちに呼ばれて合法的に

　　日本にやってきた。これを俗に呼び寄せという。

　　　日本に出発する数週間前に、脳卒中の発作をおこしたらしいのだが、やっとのことで

　　手に入れたベトナム政府の出国許可は、もし今回見送れば２度と出ないかもしれず、旅

　　行中に最悪の事態がおこる可能性も考えた上で、相当な決断をしてやってきたらしい。‘

　　ＲＵさんはいつもベッドに寝たきりで、時々「アーッ」とか「ウーッ」とか奇声を発す

　　る。ご主人はＲＵさんの世話で、あまりでかけることもないようで、私の足なら５～６

　　分の小田急南林間駅まで行ったことがあると話してくれたことがある。

　　　往診は１年近く続いた。ＲＵさんの息子さんのお嫁さんは、日本人である。このお嫁

　　さんから電話があった。東京に住んでいる息子さんの兄弟が、ＲＵさんとご主人をベト

　　ナムに帰すと言っているという。すでに飛行機の切符も手配済みであるとのこと。「先

　　生、どう思います？」と彼女は落ち着いた口調で切り込んできた。

　　　病気の人が飛行機にのる場合、目的地まで大丈夫という医師の診断書を航空会社から

　　求められることが多く、私自身も何度か書いたことがある。 ＲＵさんの場合は、どうみ

　　ても大丈夫と太鼓判を押せる状態ではない。車椅子に乗るのさえ難儀なのだ。また当時

　　は、日本からベトナムヘ行くには、一度バンコックヘ行って、バンコックからベトナム

　　行きの飛行機に乗り換えなければならない｡東京で首尾良く飛行機に乗れても､バンコッ

　　クで次の飛行機会社に拒否されることだってありうる。「むずかしいんじゃないかな」

　　と私は答えた。

　　　約１ヵ月後、お嫁さんから、無事ＲＵさんとご主人がベトナムに帰ったことを知らさ

　　れた。「やあ、驚きました」と彼女はつづけた。ＲＵさんは帰国して、しばらくして亡

　　くなった。

　　　一時は、また日本にきたいと漏らしていたご主人は、最近はホーチミン市で、小さい

　　レストランを開いている別の息子さんの手伝いをしているという。近郊の町から汽車で

　　毎日通っているらしい。日本語もまったくわからず､お昼はＲＵさんの世話をしながら、

　　アパートで孤独な時間をすごしていたご主人を思うと、いまのほうが幸せにちがいない

　　と考えるのは短絡すぎるだろうか。
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免許 証

AMDA国際医療情報センター副所長

　　　町谷原病院院長　　中西泉

　医療の世界はしばしば資格社会と言われる。医師、看護婦、薬剤師、放射線技師、等々20近い

資格があり、この他に資格としては公認されていないが、立派に職種として医療を支えている

人々が居るので医療界は大寄り合い所帯である。にこでいう資格とは､国家又は地方自治体の定

める資格をいうのであって、公的に認知されていない自称資格は除いての話である｡）ところで、

医療活動の行われる場は診療所や病院というのがこれまでの常識であった｡従って院内で医師資

格の確認を求められたことはないし､医師に限らず自分の持っている資格提示を請求されたのは

人戦時だけであったのを記憶している人が殆どであろう。けれども最近の世界情勢や大災害では

医療の現場は必ずしも設備の整った医療施設ではなく､需要のあるところがそのまま医療現場と

なりつつある。阪神淡路大震災はその具体例であった。視点を変えてみると、我が国の過去五十

年は希に見る平穏な時代であって、これはむしろ例外で､不安定な時の方が残念ながら日常なの

である｡そうであれば医療もまた不安定な状況で行うことも余儀なくされる時代になりつつある

と言えるのではあるまいか。またそうだからこそＡＭＤＡのようなNGOの存在する意義が生じて

くるのであろう。ハードウェアである、病院などの設備がない所で医療活動を行うとき、私たち

はいかなる方法で自らを証明することができるだろうか、また証明すべきだろうか。こう害いて

くると、ボランティアで志願していればそれだけで充分ではないか､資格云々をもちだすのは権

威主義だ、という非難の声が上がりそうである。だが善意で来ているはずのボランティアの中に

偽薬剤師が混ざっていた神戸での例や、これは聞いた話だが、ボスニアにきていたドイツの医師

団の中に偽医者が居た事例などはどう対応すべきだろうか。

　日本の運転免許証人口は恐らく数千万人で､ペーパードラィバーですら常時運転免許証を携帯

している一方､例を医師にとれば僅か20万人弱の私たちは医療施設を一歩離れると自らを証明で

きる何物も持っていないのである。他人の肉体を手術等の手段で傷つけても違法を問われない、

ということはよく考えると大変な事なのだが､医療現場に慣れている私たちは、つい院外でも言

えば分かってもらえる、と暢気に考えている節がある。医師以外の医療資格者についても免許証

は金庫や箪笥の奥深くしまわれていて、いざという時には、取り出すこともできなければ、常時

携帯することなぞ思いもよらぬしろものなのである。もし運転免許証提示を求められた時､金庫

に仕舞ってある、と答えたら、相手は笑うか、馬鹿にするなと怒るかのどちらかだろう。これは

運転という現場が常に移動する、という必然性を帯びているからである。

　不安定な時代では医療現場がいつ､忽然と出現するかわからない｡従って運転免許証のように、

常時携行する資格身分証明証が必要な時代になったのだと私は最近思うようになって来た｡大き

さ、形は運転免許証に準じ、顔写真を貼付、外国語（英語）による記載も添えることで外国での

身分証明も行えるものとする｡勿論どの国でも外国籍医師の参入は厳しく制限しているのでこれ

で、開業できるといった代物ではないが、いざというときに必ず役立つものと信じている。大災

害で医療ボランティア大動員の生じるとき確認にも便利であろう。問題はどこがこれを発行する

かということである。医師の場合、私は日本医師会が発行し、経費は個人もちがよいと考えてい

る。医師で日本医師会に加入していない人もいるけれども、これをやれば加入率が上昇するだろ

う。自分たちのことは国頼みにしない衿持を持ってもよいのではないか。財政難の当今、国に期

待するのも無理な話である。

　医療国際化の時代、資格にも機動性を持たせることが要求されるのである。
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１９９６年度ＡＭＤＡ総会開催報告

’●

一
部
１
１ ●

日時：１９９６年６月２３日（日）

於：アイオス五反田ビル２Ｆ会議室

　平成８年度の総会が上記にて開催されました。今年は計４４名（ＡＭＤＡ役員、事務

局スタッフを含む）の会員及び関係団体の方々のご出席と５６６名の方の委任状を賜わ

り、新年度の方針等についての討議が行われました。

　ＡＭＤＡ国際大学計画や新規プロジェクト等、新年度も活動内容が多岐に渡ることが

予想されます。日頃ＡＭＤＡを支えて下さっている会員の皆様のご期待に沿うためには

これまで以上に組織の強化が急務となっており、代表以下役員、事務局共々最善を尽く

していく所存でございます。今後とも会員、その他関係者の方々の暖かいご指導、ご鞭

捷を何卒宜しくお願い申し上げます。

　　９６年度ＡＭＤＡ総会議題及び承認事項

　　　　　　　　（資料ご希望の方は、AMDA本部までお問い合わせください｡）

１．９５年度実施プロジェクト報告及び新年度方針（資料別途配布）

＜プロジェクト報告＞（９５年度以降実施のプロジェクトは継続中も含め55）

ボスニア帰還難民プロジェクト・中国雲南省大震災後の復興プロジェクト等。

＜その他新年度方針＞

一平成８年度エイズ予防財団外国人研究者招へい事業（ＡＭＤＡ国際医療情報センター）

－「ＡＭＤＡ人材育成基金構想」一高校生に海外活動体験の機会を与えるシステムと

　して。

－ＮＧＯと地方自治体の連携一国際協力事業団の国際協カセンターにＡＭＤＡの

　ＮＧＯカレッジ講座を設置。緊急救援で広島県・沖縄県と協力体制をつくる。

２．９５年度会計報告及び９６年度予算（案）（別紙会計報告書・予算書参照）

　　　　　　　　　　　　　　　（注：緊急救援プロジェクト費用は予算に含まれない｡）

３．会則改訂

＜第１条＞

・追加事項一医師会員、一般会員、学生会員、法人会員は総会にてそれぞれ１票の議

　決権を有する。

・削除事項一医師会員の規定より「アジア医学生会議に参加した医師および」を削除。

＜第５条＞

･変更一会費を１年間未納にしたものは､退会するものとする。会費未納期間は機関

　紙及びその他ＡＭＤＡに間する印刷物の送付は差し止める。

４．その他の議題

１）新名誉顧問、顧問、会計監事紹介

・名誉顧問一岡山県立大学保健福祉学部長　金紋泰弘氏

・顧問（水資源担当）－（株）アクア・グリーン（水処理・水資源開発）池田幸造氏
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・会計監事一全日信販（株）常務取締役（経理担当）藤井勢輔氏

２）新規活動・委員会等紹介

・ラボ･ポラプロジェクト（プロジェクト委員長　伊藤恵子氏（横須賀共済病院　中央検

　査科））

　東京を中心に国際協力に興味のある検査技師の勉強会を月１回行っている。

・昆明ＡＭＤＡクラブ（中国雲南省）

　日本への留学経験のある医師を中心に３０名が参加。

・ＡＭＤＡ　ＣＬＵＢ　関東／関西（関東メンバー岩岸徹氏）

　ＡＭＤＡを支援する学生のグループ。三鷹市国際協力協会の支援を受ける。

・ロジスティック委員会一緊急救援・難民放援用物資等の体型的管理を行う。

・危機管理委員会一活動拡大にともない、危機管理体制を整えていく。

・厚生省災害医療に関しての研究会へ参加。

・９６年９月１日東京都「防災の日」訓練参加。

・勉強会「国際医療協力研究会」東京にて９月より月１回開催。

・有アフリカ・プレトリア事務所開設ヘー部落解放同盟､連合岡山､ＡＭＤＡの３者運営。

３）ＡＭＤＡ国際大学計画進捗状況

　本部事務局内にスタッフ７、８名の大学設置委員会事務局（学校法人設立事務局並び

に大学設立事務局）を設置予定。活動スケジュールと資金計画をたてる。岡山県、そし

て県内の地方自治体、広島県等からの問い合わせあり。

４）ＡＭＤＡの商標使用と寄付金について

・全日信販ＡＭＤＡカードー３年間で会員を１０万人に増やす計画。

・中国銀行ＡＭＤＡボランティア預金一定期預金の利息20％をＡＭＤＡに寄付。

・瀬戸内改革振興会一企業の社会貢献と産業振興のためのＡＭＤＡロゴの使用。

５）世界銀行・アジア開発銀行への活動資金申請（カンボジア）

６）学術委員会一熱帯医学データベース（インターネット）熱帯医学の本９月出版予定。

７）通信体制－ＡＭＤＡインターネットステーションーhttp://www.amda.orgp

.電子メール宛先－info@amda.orjp

8）「プロフェッショナルボランテイア実践」出版予定。詳細は会報に掲載。

９）ＡＭＤＡ広報用ビデオ（２０分）本部にて貸出中。外国語版あり。

1996年度AMDA総会
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●本部

　代　表

　副代表

役員（AMDA日本支部）

菅波　茂（菅波内科医院）

小林米幸（小林国際クリニック）

中西　泉（町谷原病院）

高橋　央（長崎大学熱帯医学研究所）

山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）

　事務局長　　近藤祐次

　事務局次長　成潭貴子

　〒701-12　岡山市楢津310-I　TEL 086-284-7730　FAX 086-284-6758

●東京オフィス

　代表　　　　中西　泉

　〒141　東京都品川区東五反田1-10-7　アイオス五反田506

　TEL 03-3440-9073 FAX 03-3440-9087

●AMDA国際医療情報センター

　所長　　　　　　　　小林米幸（小林国際クリニック）

　副所長　　　　　　　　中西　泉（町谷原病院）

　センター関西代表　　宮地尚子（近畿大学衛生学教室）

　　　　　　副代表　　福川　隆（福川内科クリニック）

　事務局長　　　　　　香取美恵子

・AMDA国際医療情報センター東京

　〒160　東京都新宿区歌舞伎町郵便局留

　TEL 03-5285-8086,8088,8089　FAX 03-5285-8087

・AMDA国際医療情報センター関西

　〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留

　TEL 03-636-2333,2334　　　FAX 06,636-234〇

・五反田オフィス　〒141　東京都品川区東五反田I-10-7　アイオス五反田506

●72時間ネットワーク代表　　鎌田裕十朗（かまた医院）

　〒125　東京都葛飾区金町3-32-11鎌田医院2F

　TEL 03-5699-7200 FAX 03-3609-7331
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(タｉ昂椚廣冷ヽこ峠と３鮑ご

１９９６年(平成８年)６月８日(土竃日)
日（土曜日）１９９６年(平成８年)６月１

畝船旅
ぷ1

　
五
日
一
干
日

の
本
紙
朝
刊

に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
私
魂
は
対
立
す
る
モ
ス
リ

ム
系
、
セ
ル
ビ
ア
系
、
ク
ロ

に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ア
チ
ア
系
の
一
一
面
力
に
均
等

が
旧
ユ
ー
ゴ
の
に
支
乖
奮
又
手
足
だ
。
支

ボ
ス
ニ
ア
で
医
療
は
被
災
し
た

″
ぞ
の
人
々

－
べ
く

第
一
陣
の
医
療
団
五
人
が
六

ａ
九
日
に
現
地
に
出
発
す
る

旨
の
記
事
が
掲
載
き
れ
、
予

定
通
り
ボ
ス
ニ
ア
入
り
し

た
。

　
昨
甲
｛
一
二
月
十
四
日
の
和

平
調
印
の
結
果
、
ボ
ス
ニ
ア

の
各
地
に
難
民
と
な
っ
た

人
々
が
帰
還
し
は
じ
め
て
お

り
、
戦
闘
で
破
壊
さ
れ
た
医

　
　
　
　
　
地
域
と
全
く

鋒
ｓ
’
｀
関
係
の
な
か
っ

射
な
’
た
人
物
が
ヽ
政

祓
｀
尭
な
ど
に
拙
が

　
　
　
　
れ
て
突
然
環
れ

て
地
域
の
候
補
者
と
し
て
選

挙
に
立
つ
。
落
下
傘
候
補
と

言
う
り
し
い
。

　
著
名
人
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
知
名
贋
が
抜
群
で
り
心

か
ら
当
選
の
可
能
性
が
商

い
。
勝
つ
た
め
な
ら
何
で
も

す
る
と
い
う
選
挙
の
見
本
の

恚
つ
だ
が
、
当
選
後
、
そ
の

人
物
が
地
域
を
代
表
し
て
真

に
国
政
に
励
む
な
ら
、
こ
れ

に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
特

定
の
勢
力
の
支
探
に
の
み
活

動
す
る
の
で
は
、
政
治
的
立

場
を
誤
解
さ
れ
、
そ
の
紬

　
　
　
　
支
援
の

乗
、
右
暴
従
事
者
の
安
全
性

に
支
障
が
生
ｇ
～
ｉ
性
が

高
い
。

　
ア
フ
リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ
で

も
同
様
の
経
撃
曇
し
た
。
難

民
旅
出
の
主
原
因

は
国
を
二
分
し
た

部
族
抗
争
に
あ
っ

た
。
多
く
の
団
体

が
隣
国
ザ
イ
ー
ル

日
本
オ
フ
ィ
ス
が
次
々
に
設

立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
専
門

分
野
は
、
医
療
、
環
境
問

耀
、
開
発
支
援
と
、
さ
ま
ざ

ま
。
日
本
と
い
う
「
地
城
」

の
中
の
自
発
的
運
動
か
ら
生

ま
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
落

下
傘
横
領
よ
ろ
し
く
突
然
日

本
に
現
れ
た
、
と
い
う
団
体

‘●
に
難
民
と
な
っ
て
一
人
し
た

部
族
の
支
畢
萱
り
っ
た
の
だ

が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
問
時
に

ル
ワ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ
リ
の

病
院
の
再
建
を
も
支
援
し

た
。

　
ル
ワ
ン
ダ
国
内
に
残
っ
た

匂
つ
一
方
の
部
筝
恥
、
荒
廃

し
た
医
療
の
中
に
取
り
飛
召

公
平
さ

れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
援
助

を
行
つ
犀
は
、
そ
の
援
助
が

新
た
な
不
平
等
を
生
み
出
さ

な
い
ぶ
つ
に
す
る
配
寧
り
必

要
な
の
だ
。

　
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
定
住
促

進
セ
ン
タ
ー
に
出
入
り
し
て

い
た
こ
ろ
の
事
。
当
時
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
か
ら
日
本
へ
の
難

民
団
体
に
は
、
当
時
の
母
国

官
半
民
の
法
人
が
管
轄
す
る

も
の
ま
で
、
幅
広
い
。
そ
の

助
盛
思
曼
け
ら
れ
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
、
一
般
的
に
は
日
本
に

活
動
拠
点
が
あ
る
団
体
に
限

ら
れ
て
い
弓

　
今
、
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
活

勣
資
金
を
確
保
す
る
こ
と
に

参
席
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

集
　
金
　
だ
　
け
　
？

が
少
な
く
な
い
。

　
な
ぜ
か
。
答
え
は
「
ジ

ャ
パ
ン
・
マ
ネ
ー
」
で
あ

る
。

　
日
本
に
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に

関
す
る
冷
ま
が
汲

な
助
成
金
制
度
が

あ
る
。
郵
政
省
や

外
務
省
が
管
轄
す

る
も
の
か
ら
、
半

日
本
に
オ
フ
ィ
ス
を
、
と
い

う
わ
け
だ
。

　
政
治
の
落
下
傘
候
補
と
同

じ
く
、
動
櫓
は
ほ
め
ら
れ
た

も
の
で
な
く
て
も
、
そ
の
後

の
活
動
の
中
身
が
日
本
人
と

し
て
の
国
際
貢
献
に
か
な
っ

て
い
る
な
ら
ば
で
決
し
て
非

業
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な

い
だ
る
っ
。

の
政
治
情
勢
豪
匂
ろ
に
反
映

し
て
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
裸
、
ソ

ン
・
サ
ン
裸
、
ポ
ル
・
ポ
ト

辱
こ
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
分
け

の
色
彩
が
強
か
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
団
体

か
＆
ｒ
一
へ
の
招
雷
壽

て
出
席
す
る
と
、
あ
の
人
は

Ｏ
Ｏ
裸
の
味
方
を
し
て
い

る
、
と
言
わ
れ
る
。
だ
か

・
り
、
全
て
の
お
誘
い
に
出
席

す
る
か
、
全
て
の
お
構
い
を

欠
席
す
る
か
、
ど
ち
ら
か
に

す
る
ふ
り
ほ
か
な
か
っ
た
。

　
支
摺
Ｓ
勤
に
従
奉
し
て
い

る
と
、
「
平
等
」
「
不
平

等
」
に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。

　
（
小
林
米
畢
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
・
ア
ジ
ア
医
師
遍
絡
協
議

会
日
本
圃
代
表
）

　
最
近
、
医
学
雑
肺
を
貌
ん

で
い
て
、
世
界
的
に
著
名
な

団
体
の
日
本
支
部
の
会
員
募

集
の
文
章
に
出
合
っ
た
。
す

で
に
日
太
一
内
で
七
千
二
百

万
円
の
募
金
を
集
め
、
欧
州

某
国
に
あ
１
１
に
送
金
し

た
と
あ
っ
た
。

　
な
ぜ
日
本
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
て
な
い
の
だ
ろ
う
。

日
本
で
集
め
た
寄
付
金
を
、

外
国
の
本
部
に
送
っ
て
良
し

と
す
る
の
は
、
救
援
や
助
力

を
必
要
と
す
る
人
々
の
前
で

汗
す
る
「
日
本
人
と
し
て
の

国
際
貢
献
」
と
い
う
観
点
か

ら
み
る
と
、
何
の
意
味
も
な

い
と
厚
っ
。

　
（
小
林
米
｀
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
日
本
副
代
表
）

'づ6ミー＝

蔵船縁
ぶ1

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加

す
る
人
た
ち
に

善
言
岑
Ｓ
Ｕ
て

お
き
た
い
。

　
周
り
の
状
況
’
ｙ
麟
み
ず
、

た
だ
、
自
分
が
や
り
た
い
か

ら
や
る
の
だ
、
と
い
う
の
は

い
た
だ
け
な
い
。
相
乎
に
も

プ
ラ
イ
ぷ
郭
が
あ
’
・
・

海
外
で
は
相
手
の
風
俗
や

習
慣
泰
千
分
に
尊
重
す
る
姿

勢
が
な
い
と
活
動
で
き
な

い
。
　
自
分
が
雛
い
と
思
う
こ
と

　
　
　
先
日
、
Ａ
Ｍ

鋒
｀
叉
国
際
医
療

射

９

情
報
セ
ン
タ
ー

畝

丿

竪
五
周
年
の

　
　
・

￥
4
}
M
r
l
4
{
m

4
M
I
撰
者
に
結
果
を
報
告
す
る

分
の
意
見
″
輿
な
壽
勤
を
霧
が
あ
る
・
―
な
理
想

取
っ
た
途
端
に
冷
淡
に
な

る
。
仮
に
正
し
い
こ
と
で
も

相
手
の
納
得
が
得
ら
れ
な
け

れ
ば
強
制
し
て
は
い
け
な

い
。
　
何
で
も
や
っ
て
あ
げ
４
っ

と
い
う
の
も
、
閉
口
す
る
。

も
お
カ
ネ
に
ま
つ
わ
る
醜
聞

の
前
に
は
色
あ
せ
る
ケ
ー
ス

が
、
無
く
は
な
い
。

　
そ
こ
の
け
そ
こ
の
け
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
湯
る
、
と
い
ろ

タ
イ
プ
の
活
動
に
も
気
を
つ

け
た
い
。
正
義
の
昧
方
の
ポ

苦
言
・
戒
め

恒
子
が
理
解
力
の
あ
る
年
齢

で
あ
れ
ば
、
臭
砦
最
終
目

標
と
し
て
古
援
ず
べ
き
で
あ

る
。
相
手
心
自
立
膏
菊
げ
て

は
い
け
な
い
。

　
マ
ス
コ
ミ
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
援

助
物
資
や
資
金
を

巣
め
た
と
き
は
、

　
だ
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
寄
付

参
篆
…
得
控
除
す
る
こ
と
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
法
人
税
法

と
堆
万
税
法
の
弛
止
案
が
、

　
　
　
忿
Ｉ
さ
れ
五
日
ヨ
千
一
日
に
新
進
党
か

た
。
運
営
費
用
の
馬
Ｆ
ま
ら
国
命
に
提
仙
さ
れ
た
こ
と

つ
わ
る
苦
労
駅
が
絶
え
な
か
s
i
4

i
i
Q
s
t
!

っ
た
ａ
草
の
根
か
ら
作
り
上

げ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

運
営
は
、
厳
し
い
。

　
新
進
党
や
自
民
党
が
提
出

し
て
い
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営

利
組
織
）
法
案
」
の
、
今
国

会
で
の
審
議
見
送
り
が
、
決

定
的
だ
と
聞
い
た
。
審
議
時

間
が
な
く
な
っ
た
の
と
与
党

あ
る
り
し
い
。

　
現
在
、
海
外
で
の
ポ
ラ
ン

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
れ
ば
、
何

を
し
て
も
許
さ
れ
る
と
い
う

考
え
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い

人
を
見
受
け
る
こ
と
が
あ

る
。

　
た
と
え
ば
、
外
国
人
豪
者

の
付
！
東
い
や
通
訳
と
し
て

や
っ
て
く
苓
入
の
中
に
、
急

患
で
も
な
い
の
に
最
優
先
で

　
だ
か
ら
寄
付
金
収
入
は
あ

乃
が
た
い
。
国
内
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
こ
れ
ら

高
額
支
擾
堰
度
の
対
象
外
で

あ
り
、
寄
付
金
の
蔓
性
は

さ
ら
に
高
い
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
一
定
の
主
目
的

の
Ｉ
つ
が
、
寄
付
兪
濫
ｉ

孝
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を

　
　
　
Ｎ
　
Ｐ
　
Ｏ
　
法
　
案

テ
ィ
ア
唇
一
に
対
し
て
は
、
財
胞
圓
か
ら
支
援
す
る
こ
と

郵
政
省
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
で
あ
っ
た
。
ど
う
か
曹
し
い

や
外
務
雀
管
轄
の
助
成
金
な
！
章
め
な
ｉ
と
も
楽
に

ど
の
高
額
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

支
援
制
贋
が
あ
る
。
だ
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展

開
に
欠
か
せ
な
い

本
部
事
務
経
費

は
、
そ
の
濃
刄

象
外
。

た
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
各
党
は

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案
」
を
作
成
す

る
に
あ
た
っ
て
、
実
際
の
活

動
に
従
事
し
て
い
る
多
く

の
人
た
ち
の
意
見
を
聴
く

こ
の
外
国
人
を
警
や
こ
強
要

す
苓
入
が
い
る
。
象
喬
で
あ

れ
ば
Ｉ

世
を
取
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

う
で
な
い
と
き
は
医
師
の
指

示
に
従
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
い
く
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
そ

の
人
が
偉
い
わ
け
で
も
な
ん

で
も
な
い
。

　
社
会
の
ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル

を
わ
き
ま
え
て
い
る
こ
と
が

大
原
則
で
あ
り
、
何
よ
り

も
、
周
囲
の
人
々
に
謙
虚
で

や
さ
し
い
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
（
小
林
米
畢
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
日
本
廟
代
表
）

努
力
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
一
部
の
熱
心
な
代
議
士

が
個
人
的
に
が
ん
ぱ
っ
た
形

跡
は
あ
る
も
の
の
、
党
と

し
て
の
努
力
が
見
え
て
こ
な

い
。
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
側
に
も
、
政
治

と
接
触
す
る
こ
と
を
自
ら
の

「
滴
禰
さ
」
と
相
い
れ
な
い

も
の
と
し
て
拒
む
傾
向
が
少

な
か
ら
ず
Ｉ
Ｓ
｛
け
ら
れ
る
。

自
ら
の
組
織
の
将
来
に
か

か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
む
し

ろ
、
法
案
に
自
己
の
考
え
を

反
映
さ
せ
る
べ
く
、
鋭
い

て
回
る
く
ら
い
の
行
動
が

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ

う
。
　
（
小
杯
米
｀
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
・
ア
ジ
ア
医
師
濠
絡
協
議

嶺
日
本
廟
代
表
）

１９９６年(平咸８年)６月２２日(土曝日)日）５日(土曜６月１(平成８年)１９９６年
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玲

一
星
野
協
力
隊
の
第
一
期
隊
員
だ
ｏ
数
は
少
な
い
け
れ
ど
ヽ
社
会

覆

一
と
し
て
フ
オ
ス
に
行
っ
た
時
は
、
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

　
一
貧
し
い
人
た
ち
に
教
え
て
あ
げ
る
な
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
や
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

　
一
と
い
う
ぞ
つ
に
か
な
り
ａ
ご
っ
て
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
｀
ｙ
』
う
だ
．

　
一
い
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
日
本
国
際
ポ
ラ
　
阪
神
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

皿
一
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）
を
に
あ
れ
だ
け
多
く
の
若
者
が
飛
び

　
一
｛
歓
王
げ
た
時
も
、
そ
の
気
持
ち
込
ん
だ
背
鎖
に
は
、
八
〇
年
代
か

　
が
残
っ
て
い
た
．
そ
れ
が
、
あ
る
ら
の
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

　
　
　
　
Ｊ
Ｌ
ご
硝
糾

、
八

　
　
a
7
‘

'
=
=
.
.

.

.
.
. .
'
"
9
t 一

】
－
い
ｑ
ｌ

　
　
‘
　
｀
’
４
’
ヽ
　
メ
ン
パ
１
に
ｉ
『
日
本
だ

ｔ

Ｓ
一
ｌ
』

゛
啄
―
”
大
ｉ

　
　
　
　
　
　
の
医
師
、
看
扁
蝉
の
仲
間

　
時
、
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
「
助
け
ら
が
い
る
．
こ
の
た
め
、
ポ
ラ
ン
テ

１９９６年（平成８年）６月１５日（土曜日）IZjt反(15)

れ
る
の
は
自
分
自
身
」
・
″
蘭
か
さ

れ
て
変
わ
っ
た
。

　
自
分
の
中
に
眠
っ
て
い
た
資
質

を
発
揮
し
、
自
分
が
生
か
さ
れ
る

こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
阪
神
大

震
災
で
被
災
地
に
駆
け
付
け
た
大

　
最
近
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

意
教
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

き
て
大
変
冪
ぱ
し
い
。

　
因
っ
て
い
る
人
に
自
ら
聯
ん
で

協
力
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
日

本
に
は
や
ｉ
ｙ
’
な
い
新
し
い
概

愈
だ
っ
た
。
助
け
合
い
は
あ
く
ま

で
グ
ル
ー
プ
内
で
の
こ
と
だ
っ

た
。
そ
れ
が
グ
ル
ー
プ
の
外
、
社

会
一
般
に
こ
う
し
て
広
が
っ
て
き

た
の
は
、
心
身
共
に
日
本
人
に
余

裕
が
で
き
て
、
考
え
方
が
国
際
的

に
開
か
れ
て
偉
だ
駈
拠
だ
ろ
う
と

恵
う
。

　
青
年
海
外
協
力
隊
も
、
創
設
さ

れ
た
三
十
一
年
前
は
画
期
的
な
こ

と
で
、
参
加
す
る
膏
年
た
ち
は
特

別
だ
ｙ
竟
ら
れ
て
い
た
。
い
ま
で

は
、
国
際
協
力
の
意
義
に
対
す
る

ィ
ア
活
動
を
前
面
に
出
す
の
で
は

な
く
、
ζ
つ
し
て
こ
の
活
動
を
ｆ

る
の
か
と
い
う
分
か
り
や
す
い
共

有
の
考
え
が
、
な
く
て
は
い
け
な

い
。
　
私
た
ち
が
日
ご
ろ
言
っ
て
い
る

５ＵＩ鼎

ｈｈ
ｍｉ

Ｕｄ

前
進
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
日
本
に
伝
統
的
に
な
か
っ
た
だ

窓皆既龍彦
r協力犀を青てる会丿

　中根千枝会長

　
ヽ
ド
レ

”
一
に
か
分
か
ら
な
い
だ
け
。
｀
」
ろ
ぶ
り
、
は
ス
ｙ
か
に
高
ま
っ
て

　
ご
紅
脊
　
　
大
上
段
に
振
り
か
ぷ
る
い
る
。
問
暉
は
そ
れ
を
丞
フ
ン
テ

ｒ

ｆ

と
裴
な
理
屈
が
つ
い
て
ア
活
動
ζ
ｉ
び
付
け
｀
か

　
　
　
　
か
え
っ
て
よ
く
な
い
。
強
が
一
阪
神
大
鵬
災
で
も
、
大
勢
の
ポ

の
は
、
互
い
に
知
り
＆
〕
い
に
な
り
、
削
さ
れ
て
は
マ
グ
マ
は
育
た
な
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
尼
が
、

そ
こ
で
助
け
合
う
「
相
互
扶
助
ｔ

相
互
に
聊
解
し
て
、
信
頼
し
、
協

力
す
る
。
あ
く
ま
澗
親
切
運
動
」

と
言
っ
て
い
る
。
知
り
台
っ
た
以

上
、
先
進
国
で
あ
れ
、
迪
上
国
で

あ
れ
、
仲
間
同
士
、
必
廣
な
時
に

助
け
｀
ｙ
と
い
う
こ
と
だ
。

　
黒
河
内
協
力
隊
の
事
務
局
長

時
代
に
、
新
し
い
隊
員
の
潭
考
試

験
が
あ
っ
て
、
赤
い
羽
根
帯
金
の

羽
根
を
十
円
で
「
買
っ
た
」
と
３

っ
た
若
者
が
い
た
。
当
時
は
、
習

俗
や
行
事
の
申
で
し
か
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
理
解
で
参
な
か
っ
た
。
自

発
的
な
行
為
で
は
な
か
っ
た
。

　
人
間
だ
れ
し
も
心
の
中
に
、
役

に
立
ち
’
｀
い
と
い
う
マ
グ
マ
が
あ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
増
加
は
前
進

雇
用
環
境
に
な
お
壁

け
に
、
ま
だ
ま
だ
大
喪
な
障
害
が
と
、
「
今
出
ら
れ
ス
と
困
る
」
「
ど

残
っ
て
い
る
。
職
場
の
閉
鎖
性
、
ご
て
も
と
い
う
な
ら
辞
め
て
も

年
功
序
列
割
な
ど
日
本
的
な
雇
用
’
？
っ
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。
職
場

か
ら
く
る
問
題
だ
。
　
　
　
復
帰
や
再
雇
用
の
面
で
欧
米
？
ほ

　
協
力
隊
に
参
加
し
ぶ
？
挙
る
大
さ
な
隔
た
り
が
あ
る
。

　
協
力
犀
で
は
現
職
参
加
を
推
進

し
て
い
る
が
、
ま
だ
参
加
者
全
体

の
二
割
し
か
な
い
。
こ
う
し
た
現

状
が
続
け
ぱ
、
現
職
参
加
者
が
い

な
く
な
る
。
社
会
的
対
応
が
求
め

い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
日
々

の
生
活
に
生
寄
９
ぶ
う
に
持
っ
て

い
く
の
が
大
切
だ
と
眉
う
。

　
杉
下
日
本
人
に
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
一
ろ
い
う
蚤
つ
に
す
れ
ば
心

の
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
グ
マ

を
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
形
で
出
せ
る
よ

う
に
な
る
か
。

　
黒
河
内
育
て
る
憲
一
が
大

事
。
最
初
は
義
理
で
も
い
い
か
ら

め
ｒ
）
ず
つ
寄
付
を
し
て
い
く
と
い

う
恚
っ
に
や
っ
て
い
け
ば
い
い
。

こ
ん
な
こ
’
ｃ
を
し
て
偽
轡
者
＆
j

扉
わ
れ
る
の
で
は
、
と
考
吝
｛
入

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
っ

て
い
く
う
ち
に
自
分
は
そ
う
で
は

’
９
ｎ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
困

難
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
ま

で
に
協
力
隊
に

一
万
六
千
人
が

参
加
し
て
き

た
。
「
官
製
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」

で
、
資
金
に
窓

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
三
十
年
間

継
続
で
き
た
大
偉
な
一
因
で
も
あ

る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
Ｊ
｀
彝
価
し
た

い
が
、
小
さ
い
団
体
は
継
続
性
や

資
金
作
り
の
面
で
厳
し
い
。
欧
栄

の
よ
う
な
税
削
だ
と
、
寄
付
恥
も

っ
と
集
ま
る
の
だ
が
Ｑ

　
私
た
ち
の
「
育
て
ス
ー
」
は
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
中
で
、
資
金
面
、
組
織
で

は
廓
寥
ｎ
て
い
る
方
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
は
、
ほ
か
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
互

い
に
風
通
し
よ
く
連
携
し
て
い
く

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
オ

ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
い
な
か

っ
か
Ｉ
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
、
財
政
的
に
安
定
し
、

仕
事
と
し
て
や
っ
て
い
け

る
シ
ス
テ
ム
が
必
娶
だ
。

　
曇
ア
ジ
ア
や
ア
フ

リ
カ
の
人
た
ち
は
日
本
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
、
「
澗
し
い
」
「
一
緒

に
い
φ
忌
芯
ｆ
ｌ
」
鳶
豚
価
し

て
く
れ
る
。
一
方
で
、
貧
し
い
人

た
ち
が
い
ろ
い
う
尽
り
の
と
戦
う

時
に
必
蒙
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
日
本

人
か
ら
も
ら
え
な
り
１
蒼
う
。

も
″
ｙ
｀
と
日
本
人
に
は
「
意
見
は

S
I
っ
が
、
あ
な
た
ゆ
ｔ
ハ
好
き
」
と

い
う
の
が
な
い
。
こ
れ
は
私
た
ち

こ
と
で
、
貢
献
Ｚ
葛
こ
と
が
多

い
の
で
は
な
い
か
。

　
「
育
て
る
会
」
の
役
割
は
、
協

力
隊
と
社
会
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
。

参
加
の
恵
礪
を
ぶ
く
世
間
に
知
っ

て
も
ら
い
、
職
場
の
理
解
を
深
め
、

帰
国
し
た
隊
員
の
留
学
を
支
援
す

る
奨
学
彙
制
度
や
、
在
任
中
の
活

動
を
助
け
る
「
小
さ
な
ハ
ー
ト
プ

ロ
ジ
ヱ
ク
ト
」
な
ど
、
活
発
に
活

勤
を
農
開
し
て
參
尼
。
二
十
八
道

府
県
に
あ
る
地
方
組
織
も
さ
ら
に

広
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　
畢
刀
隊
員
に
と
っ
て
、
二
年
の

海
外
活
動
は
、
本
当
は
訓
練
期

間
。
二
年
間
で
す
ば
ら
し
く
成
長

し
て
帰
っ
て
く
る
。
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ

は
、
日
本
に
と
っ
て
必
一
で
良

重
な
人
的
資
源
だ
。
彼
ら
を
社
会

で
生
か
す
た
め
に
も
、
「
育
て
る

き
は
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
た

い
。

帰隙

重要，
　　i斤・さん

ｰ

　
市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
協
力
の
重

廣
性
が
叫
ぱ
れ
て
い
る
中
で
、
そ

の
第
一
線
で
活
躍
す
る
青
年
海
外

峯
刀
隊
。
そ
の
峯
刀
隊
を
叉
え
て

彙
た
の
が
。
協
力
隊
を
育
て
る
会
」

だ
。
発
足
以
来
二
十
年
間
、
参
加

隊
員
の
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

を
通
じ
て
、
一
般
市
民
の
国
際
協

力
や
途
上
国
理
解
に
大
き
く
寄
与

し
て
｀
｛
だ
。

　
「
育
て
る
会
」
は
、
協
力
隊
の

発
足
十
周
年
を
記
念
し
て
製
作
さ

れ
た
映
画
「
ア
サ
ン
テ
サ
ー
ナ
」

｜闘
ん
を
迎
え
、
設
立
さ

れ
た
。
現
在
は
約
二

千
人
の
個
人
と
約
百

七
十
の
企
業
や
団
体

リ
　
協
力
隊
の
活
動
を

園
内
に
広
く
紹
介
し

て
き
た
の
が
、
冑
て

る
会
が
発
行
し
て
い

る
月
刊
誌
「
ク
ロ
ス

ロ
ー
ド
‘
尽
一
冊
、

さ
ま
ざ
ま
な
現
場

で
、
現
地
の
人
々
と

勤
の
場
を
曝
Ｓ
す
る
た
め
の
制
度
味
が
委
９
こ
話
し
た
ら
、
若
い
お

Ｈ

例
え
ば
、
坊
さ
ん
に
、
「
そ
の
こ
と
を
親
鸞

元
隊
員
を
は
宍
ｒ
言
っ
て
い
る
」
と
唇
わ

登
錬
し
て
お
い
て
、
何
か
あ
っ
た

時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に

行
き
や
す
く
す
ス
ｙ
と
い
っ
た
組
織

を
地
方
レ
ペ
ル
で
で
舞
な
い
か
。

　
星
野
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
社
会
的
な

認
知
は
進
ん
Ｚ
尼
が
、
資
金
的

に
は
芦
し
い
。
緊
急
援
助
の
場
合

は
市
民
の
協
力
も
高
い
け
れ
ど
、

霜

男

ゝ
台

皿

月刊誌で活動ぶり紹介

現地訪問やセミナーも

市
民
の
寄
付
金
で
聞
設
さ
れ
た
隊
員
に
よ

る
夜
間
の
誦
字
惣
頁
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）

れ
た
。
日
本
人
は
も
こ
も
と
そ
う

い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

大
事
に
し
た
い
。

　
黒
河
内
援
助
プ
ロ
は
偉
い
立

場
に
立
ち
が
ち
。
何
か
技
吸
を
持

っ
た
人
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

と
し
て
の
力
を
等
つ
力
が
い
い
。

日
本
に
は
相
手
国
の
た
め
を
一
番

に
考
え
た
援
助
が
ふ
さ
わ
し
い
。

と
も
に
活
動
し
て
い
る
姿
が
伝
わ

っ
て
く
る
。
現
職
の
学
校
の
先
生

の
参
加
も
少
な
く
な
く
、
生
徒
た

ち
が
途
上
国
を
理
解
す
る
た
め
の

生
喪
た
教
材
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
市
民
も
隊
員
の
店

勤
を
通
じ
て
国
際
協
力
に
μ
加
し

よ
う
、
と
九
二
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
の
が
「
小
さ
な
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ー

ェ
ク
ト
」
だ
。
隊
員
の
本
来
の
・
一
一

動
以
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
一

を
、
市
民
か
ら
の
寄
付
金
で
支
え

恚
？
こ
い
う
も
の
。
こ
れ
ま
で
に

夜
間
の
識
字
教
室
（
バ
ン
グ
ラ
ヂ

シ
ュ
）
、
中
学
校
の
建
設
（
タ
ン
ｆ

ニ
ア
）
、
簡
泌
上
水
道
の
敷
設
（
パ

ナ
マ
）
、
雨
水
貯
水
タ
ン
ク
の
設

置
（
ケ
ニ
ア
）
な
ど
肖
十
一
件
の

　
。
も
う
ひ
と
つ
の
″
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
実
胴
し
て
い
る
、
。

　
ほ
か
に
も
、
実
際
の
隊
ａ
の
ゐ

勤
現
場
を
訪
問
す
る
ツ
ア
ー
、
帰

国
し
た
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
国
際
協
力
。

活
動
・
海
外
研
修
の
サ
ポ
ー
ト
、

昂
進
府
県
レ
ペ
ル
で
の
石
て
る

会
」
の
組
織
化
、
開
発
教
柵
セ
ミ
ヴ

ー
の
開
催
な
ど
。
幅
広
い
活
動
を
・
展

開
し
て
い
る
ｏ

　
協
力
隊
を
育
て
る
会
の
活
動
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務

局
（
0
3
－
３
４
Ｑ
と
～
５
こ

へ
。



　
　
　
　
田
中
隊
員
が
帰
国
後
、
就
職

　
　
　
に
困
っ
た
り
、
経
験
を
評
価
さ
れ

　
　
　
な
い
の
は
日
本
社
命
全
体
の
問
題

　
　
　
だ
と
思
う
。
基
本
的
に
は
、
開
発

　
　
　
教
育
を
進
め
て
い
く
し
か
な
い

　
　
　
か
、
大
学
レ
ベ
ル
で
も
専
門
家
の

　
　
　
数
が
足
り
な
い
の
が
現
状
。
国
際

　
　
　
協
力
に
つ
い
て
栄
ん
で
も
、
活
躍

　
　
　
の
場
所
が
少
な
い
。
官
民
で
人
材

　
　
　
交
流
を
号
え
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　
星
野
女
件
熊
一
体
の
共
通
の
悩

　
　
　
み
は
若
い
人
が
入
っ
て
こ
な
い
こ

　
　
　
と
。
若
い
人
や
新
し
い
人
を
引
き

　
　
　
込
む
に
は
、
轍
底
的
に
情
報
を
共

　
　
　
有
し
て
、
き
ょ
う
Ａ
会
し
て
も
里

　
　
　
蒙
な
会
議
に
加
わ
り
、
意
見
が
言

　
　
　
え
ス
ー
う
な
組
織
に
す
る
こ
と
が

　
　
　
大
事
。

　
　
　
　
黒
河
内
帰
国
し
な
隊
員
の
活

　
　
　
動
の
場
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度

　
　
　
を
作
る
必
渕
石
あ
る
。
例
え
ば
、

　
　
　
企
業
の
協
力
を
得
て
、
元
隊
員
を

　
　
　
登
録
し
て
お
い
て
、
何
か
あ
っ
た

　
　
　
時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に

　
　
　
朽
袁
ｙ
す
く
す
る
と
い
っ
た
組
織

　
　
　
　
　
　
レ
ベ
ル
で
で
さ
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
社
会
的
な

Ｊ

い
ｍ
Ｊ
い

ん
で
さ
た
が
、
資
金
的

　
　
　
に
は
苦
し
い
。
緊
急
援
助
の
場
合

　
　
　
は
市
民
の
協
力
も
高
い
け
れ
ど
、

　
　
　
開
発
協
力
、
人
材
脅
成
な
ど
の
地

を
行
わ
な
い
と
、
自
分
で
考
え
て

行
動
で
き
ス
ｙ
Ａ
ハ
間
は
育
た
な
い
。

日
本
の
特
色
を
生
か
す
方
法
と
し

て
、
国
際
協
力
に
「
共
生
」
の
考

え
方
を
と
り
込
め
な
い
な
？
ぶ

と
考
え
て
い
る
。

　
近
藤
こ
れ
か
ら
は
、
「
調
整

の
専
門
家
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
仕
事
も
あ
っ
て
い
い
。
非
常

に
重
一
な
役
割
だ
。

　
星
野
現
地
に
溶
け
込
む
に

は
、
自
分
の
考
え
を
押
し
つ
け
な

い
態
度
が
大
事
に
な
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
目
分
で
何
も
決
め
ら
れ

な
く
な
る
。
現
地
の
考
え
は
尊
垂

し
、
国
に
対
し
て
は
扉
見
を
刎
う

「
二
重
人
格
屁
石
求
め
ら
れ
る
。

　
必
｛
斎
で
、
「
ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ

ｐ
（
開
発
す
る
）
」
に
は
障
害
と

な
ス
ｙ
も
の
を
取
り
除
く
と
い
う
。
｝
一

味
が
あ
る
と
話
し
た
ら
、
若
い
お

坊
さ
ん
に
、
「
そ
の
こ
と
を
親
鸞

は

゛
ｔ

と
言
っ
て
い
る
」
と
燃
わ

れ
た
。
日
本
人
は
も
と
も
と
そ
う

い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

大
事
に
し
た
い
。

　
黒
河
内
援
助
プ
ロ
は
偉
い
包

場
に
立
ち
が
ち
。
何
か
技
能
を
抑

っ
た
人
が
、
コ
ー
デ
ｊ
Ｔ
』
タ

と
し
て
の
力
を
養
う
方
が
い
い
・
。
。

日
本
に
は
相
手
国
の
だ
ｆ
・
ぶ
乙
言

に
考
え
た
擾
助
か
ふ
ご
仁
八
・
。
。

-
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若
奢
た
ち
の
力
で
国
際
協
力
の
活
動
を
も
っ
と
活
発
に
Ｉ
Ｉ
。

日
本
の
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
草
分
け
で
あ
る
青
年
海
外
協
力
隊

の
活
動
至
ｍ
民
レ
ベ
ル
か
’
２
又
え
て
参
＆
。
協
力
隊
を
河
て
る
会
」

の
設
立
二
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
外
務
省
、
読
売
新
聞
社

な
ど
後
援
）
が
こ
の
ほ
ど
、
東
京
で
開
か
れ
た
。
わ
が
国
に
根
付

｛
函
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
な
り
胃
て
、
市
民
参
加
の
・
を

広
げ
て
い
く
か
に
つ
い
て
齢
発
な
顧
論
が
繰
り
ぶ
げ
う
ｎ
だ
。

（

１

黒
河
内
藤
さ
ん
前
ス
イ
ス
大
使
。
元
タ
ン
ザ

　
　
ニ
ア
大
鰐
一
九
七
七
年
か
ら
ハ
○
年
ま
で
青
年

　
　
海
外
嘩
刀
隊
事
務
陶
長
。

近
藤
祐
次
さ
ん
ア
ジ
ア
医
師
達
絡
協
鵬
会
Ｓ

　
　
鵬
局
長
。
日
痩
自
動
車
、
笹
川
平
和
財
団
を
経
て

　
　
九
五
年
か
ら
痢
一
。

田
中
治
彦
さ
ん
岡
山
大
教
育
学
部
助
教
授
。

　
　
開
発
教
育
協
議
会
理
事
。
専
門
は
社
会
教
育
。

星
野
昌
子
さ
ん
日
本
国
際
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

　
　
ン
タ
ー
特
別
新
開
。
協
力
隊
一
明
生
（
日
本
語
教

　
　
師
）
と
し
て
ラ
オ
ス
で
二
年
間
活
動
。

　
　
◇
…
…
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
：
…
◇

　
　
　
　
　
読
売
新
聞
解
説
郵
次
長
杉
下
悟
央

　
杉
下
日
本
に
は
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
の
適
訳
が
な
い
と
か
、
国

際
協
力
の
精
神
が
な
い
と
指
摘
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
対
す
る
批
判
も

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
最
近
、
欧
米
が
援
助
疲

れ
を
起
こ
し
、
国
際
協
力
に
関
心

を
両
っ
て
い
る
中
、
日
本
が
や
っ

て
き
た
こ
と
を
振
り
ｉ
や
こ
、
そ

こ
に
は
国
際
協
力
に
新
し
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
車
や
独
自
の
援
助
精
神

U II

勢
の
人
た
ち
の
！
嘉
叉
と
、
そ

う
し
た
考
え
方
が
広
が
っ
て
い

る
。
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
。

　
田
中
日
本
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
い
う
言
葉
自
体
が
、
一
九
七

郡節宮詣兪價俯飲かし詣

㎜-aSk:-I’S，‥‥｡ぇぶ　ｰ

ボランティア洒●への市民参加をめぐって洒麹な●●が鎗

り広げられたシンポジウム（塵宗一新巻区の日本青年舘で）

な
い
ぞ
、
と
自
信
豪
も
て
る
ぶ
つ

に
な
蜀
ｊ
ｌ
、
仕
事
や
趣
味
に

関
壊
す
る
一
囲
か
ら
徐
々
に
始
め

て
い
く
の
も
一
つ
の
方
法
。

　
星
野
日
本
社
会
は
こ
れ
ま

で
、
全
休
の
た
め
に
個
を
殺
し
て

和
を
貴
ん
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
組

ん
で
動
い
て
｀
尼
。
最
近
は
個
を

大
切
に
す
る
方
に
勣
い
て
い
る
。

大
ｎ
ｆ
－
グ
に
行
っ
た
野
茂
の
よ
う

に
、
地
に
足
を
つ
け
て
吹
き
す
さ

ぶ
風
の
中
に
立
っ
て
い
や
こ
い
う

人
が
ぽ
つ
ぽ
つ
出
て
さ
だ
。

　
個
性
を
章
ん
じ
ス
ｙ
こ
い
う
こ
と

が
充
塞
Ｕ
て
く
や
こ
、
十
年
後
に

は
、
日
本
と
い
う
国
を
背
負
っ
て
、

と
い
う
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
若

者
が
出
て
く
る
だ
’
９
？
こ
ま
は

し
て
い
弓
。
そ
の
時
は
、
畢
刀
隊

の
い
い
も
の
は
保
持
し
つ
つ
、
若

者
に
會
う
ぞ
っ
に
し
て
ほ
し
い
。

今
、
そ
の
変
化
の
途
中
に
あ
る
の

で
ゆ
″
｝
考
え
て
い
る
。

意
欲
活
用
シ
ス
テ
ム
作
れ
田
中

若
者
引
き
込
め
る
組
織
に
ｚ
ｌ

,f｀

　Sj河内さん　ｰ

11U
助
け
ス
ｒ
こ
い
う
こ
と
だ
．
　
　
の
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
グ
マ
　
曇
ア
ジ
ア
や
ア
r
x
　

l
　
”

’
j
　
　
l
y
S
F
;
’
六
桐
飼
ぶ
な
ど
切
地
　
に
湖
弐
た
『
禁
笑
ｊ
ご
…
…
‘
’
・
　
’

　
黒
河
内
眼
力
隊
の
・
務
局
長
を
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
形
で
出
せ
ス
ー
リ
カ
の
人
た
ち
は
日
本
人
ポ
ラ
X
　
F
g
!
I
F
J
7
7

‐
‐
1
『
■
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
．
－
゛
－
－
Ｉ
゛
１
゛
』
゛
ｊ
ｌ
ｌ
Ｍ
『
－
ｒ
『
『
　
゛
Φ
　
一
　
　
　
　
　
一

時
代
に
、
斬
し
い
隊
員
の
選
考
試
う
に
な
る
か
．
　
　
　
　
　
テ
ィ
ア
を
、
「
芦
レ
い
」
「
一
　
　
　

市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
協
力
の
重
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
に
活
動
し
で
い
言
言

・

ド

ー
ニ

験
が
あ
っ
て
、
赤
い
羽
根
募
金
の
　
黒
河
内
冑
て
る
意
識
が
大
に
い
ス
ｒ
こ
安
心
す
る
」
と

Ｅ
Ｅ
Ｊ
　
　
　
　

［
ｍ
ｍ
Ｅ
ｍ
四

中
で
、
そ
　

‘
　
　

介
　
も
　
っ
て
く
る
・
霖
穴
言
…
…
…
・
［

’

・
『
一

一

吻

・
ぼ
ほ

1 9

＝
＝

ｉ

・
1 2

・

に
障

・
・
・
・
・
・

Ｉ
い

・
・

陥
隋
は

1 1
に
ｌ
暗

・
・
・
・
＝
・

ｎ
Ｒ

ｌ

ｈ
Ｒ

‐

誌
靫

・
・
・
・
謡
・
・
・

Ｅ
四
Ｅ
ｎ
９

］

ｎ
稽
作

二
三
・
＝
・
・
・
・
・
・

淵

・
・
・
・
・
・
・
・

諸

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一

一

一
一
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

八

１ １

一
一

‐ ‐ ‐
‐ ‐
･
一
一
「

・ 一
一 一

‐
‐
‐ ‐一
一 」

．‐
1
1

‐
1‐ ‐ ．
一‐

‐
‐
． 一
一
一
「

・ 一
一

一 一

一‐ ‐
．
‐

‐ ‐
一
一
一‐ ‐

1
1
1

1
‐ ‐‐ ‐ ‐
‐
‐
‐

‐
‐
‐
一一

1
1
1
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1
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一

‐ ‐
・
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］
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・ ．
・
‐
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‐

‐ ‐
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一
‐ ‐
１ １ １ １
・
・ ．・
一
‐
‐
１ １‐ ‐

一
・
一
‐
．
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削
さ
れ
て
は
マ
グ
マ
は
育
た
な

い
ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
日
々

の
生
活
に
生
き
る
よ
う
に
持
っ
て

い
く
の
が
大
切
だ
と
琢
う
。

　
杉
下
日
本
人
に
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
ご
つ
い
う
ふ
つ
に
す
れ
は
心

の
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
グ
マ

聯

だｲいごがな贈

宗ゝﾃて年度ｱ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
た
が
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
オ

ー
ガ
ナ
イ
？
Ｉ
が
い
な
か

っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
、
財
政
的
に
安
定
し
、

汁
事
と
し
て
や
っ
て
い
け

る
シ
ス
テ
ム
が
必
泰
司
ｙ

ｉ

§

HI
自
身
が
考
え
る
べ
｛
俑
畷
だ
。

　
黒
河
内
日
本
人
は
鏃
準
ぷ
り

も
、
物
で
相
子
を
押
さ
え
ぶ
つ
と

ｔ
Ｑ
。
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
人
格
的

に
押
さ
え
つ
け
な
つ
え
で
扱
助
す

ス
３
こ
れ
か
ら
は
、
恒
子
の
一
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
そ
膏
て
て
、
バ
ッ
ク
ア
ツ

『帰国後にも活動の場を黒ｓ

重要になる調整専門家ａ●

か
、
あ
ら
か
じ
め
用
掌
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
は
。
揚
一
後

も
、
国
際
協
力
で
何
か
を
や
り
尼

い
と
思
う
な
ら
、
与
え
５
ｎ
た
こ

と
以
外
に
も
関
心
を
持
っ
て
、
自

宍

｜
集
ま
う
な
い
。
税
制
の
問
聊
｀
）
多

い
が
、
日
本
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非

営
利
組
織
）
法
案
に
し
て
も
、
与

野
党
案
と
ｌ
ｌ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
引
き
出
す
方
向
に
は
あ
ま
り
つ

な
が
’
｛
な
い
と
思
う
。
市
民
自
身

が
力
を
つ
け
て
い
く
１
‐
ｙ
か
な
い
。

　
杉
下
こ
れ
か
ら
は
、
ζ
つ
い

う
人
材
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
日
本
の
国
際

協
力
の
あ
り
力
は
。

　
田
中
日
本
人
は
、
物

を
あ
げ
た
り
ｆ
’
る
経
済
優

先
の
考
え
か
ら
な
か
な
か

抜
け
出
せ
な
い
。
参
加
す

る
姿
勢
を
養
う
開
発
教
育

駄聯
mH
圃

言聯

が
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
あ
る
ら
の
晦
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
。
　
の
広
が
り
か
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
｀

ｘ
ぺ
憲
一
　
　
　
　
こ
こ
数
年
、
Ａ

　
　
　
Ｊ
…
…
’
Ｊ

一
一

‘
ｍ

ｑ
ｌ

　
　
　
’
　

｀
’
ｘ
゛
ヽ
　
メ
ン
バ
‐
U
f
日
本
だ

凹
　
　

す
・
け
で
な
く
世
界
十
八
か
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぽ
師
、
看
薬
師
の
仲
間

蒔
、
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
「
助
け
ら
が
い
る
。
こ
の
な
め
、
ポ
ラ
ン
テ

３
ｔ
ｌ
Ｉ
４
ｊ
ｊ
ｌ
－
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谷 胎盤亦回折陽一 i 回 誦 i 該 回 … … 胆 一 4 i i ぎ i 4 ゛ ｀ ･ ｀ 弧 測 … … 呂 万 … … … = ･ 耶 胆 肩 脱 母 謐

．
言

謬 輿 房 房 煕 轡 驚

願

ぃ

四 - 訟 冷 に ご 1 頂 塁 訟 凛

林 文 化 を 楽 し み

、 広 び ろ としｉ教感覚がつくりだされてぃっ

周囲を海に囲まれた

８
人
。
講
演
の
趣
旨
を

紹
介
す
る
。
（
敬
称
略
）

特集　第72回高野山l

●・●

　建界の教者を　開師４類

集をべ授｀向講か教日監家舞テ　｀小け師れ会ま
督｀台ラエ説た陣る本で
な医にンッ爽｀は　゜部　｀
ど呵1活俳セ宗企世　大高
多元躍優イ教業界　講野
彩プす｀ス家経に　堂山
な口る世ト　｀営目　で大

｜界剛日高　棚か１マの崔新野今がで１

に中寺聞　年間日１８の主社i! 72 わ本、

月日催　｀季回れのｌ２本一絶大をて姿ｉ
日1－は本学迎い勢ｉ
かを¬山．、えると；
らテ世金毎る　゜立・

:;:::::;:;:;E:

Ｊ臨拶亙

:;:;::;溺:::;:::::;:旧訓i:惑;:※

19時　公演==4‾森羅万象ハーモー｡－
　　　踊」

　◇第２日（３日）８時　「お授戒」高野山真言宗管長･

10時

11時
14時半

151時半

1印寺半

　◇第８時
９時

10時

と、気がついたo

　高齢化1!七会は、1ハろい
ろな職業、世代、家族構

成、経済力の人びとが集

まって住む社会であるべ

きだと考えている。多様

を考える」
　　建築家

　稲葉義猛

　新居祐政
ト　池部良

　安藤忠雄

医師　包皮茂
の中の日本」
・毎日新聞大
安藤忠雄、包

ぬ」
な人たちが、衝突の中で試行錯
誤しながら互いの違いを受け入
れ､高め合っていく。
　今の日本では皆が均質を好

昨年の講義風景

年大阪市生まれ。独学で

建築を学び、69年建築事

務所を設立。79年日本建
築学会貫をはじめ、国内

外数々の賞を受賞｡『姫路

文学館』『真言宗本福寺水

御堂』‾大阪府立近つ飛鳥博物
館｣､パリ･ユネスコ本部｢瞑想
　(めいそう)の空間｣などの設
計を手掛ける。

認諾
朧

朧回

周回昌

　人（Z

あっ７

いか、

はつ!こ

が、ノ

を絞こ

果、ｇ

会）１

範囲C!

生きy

l/廼£1

とはＭ

　高g

よう４

理性２

とに応

すUre

互い尤

この日本列島に､仏教や儒教、
キリスト教のような宗教や思

想がもたらされたのである。

　そこで、土讐の神信仰と外

をはじめ、今日まで野球にか
かわっている。今なお野球を

経て、88年から国際日本文化

研究センター教授｡著書に「人
開運如」「日本人の霊魂観」

「死の民俗学」など多数。

かったが、教え子の選手が日
本の社会人チームで野球がで

週じて夢を追い続けている。：きる夢を果たせた。これから

親

督として勝負の世界の’｀llWIr阪神タイガース入団。

生きざまを体験した。元阪神タイ　17年間の選手生活では
　89年パリの友人の誘|ガース監傷「牛若丸」の愛称で活

いでフランスに渡り野

し叉7j東」

躍。62、64年セ・リー
球の指導にかかわっ　゜田義男グ優勝などに貢献。85

だ。95年まで７年間フランス：年､２度目の阪神監督に就任。
ナショナルチームの監督。野1同年球団初の日本一に。89年

球はフランスではマイナースlから７年間フランスナショナ

ポーツだが、オリンピック出りレチーム監督。92年プロ野球
珊を夢みて頑張った。残念な１殿堂入り。

せん。しかし、お金だ･琴117;一Fます。

けでは人生寂しいのもアジア医師達　略歴、1946(昭和21)

事実でず　　　絡協議会代表年広島県生ま才14岡山
　親切はその人間の物

FiiF叉?｣

大医学部卒。81年普波
の見方や考え方を表現　曹波茂　内科医院を開業。84年
する方法です。親切の表現方
法は多様性に富みます。「究
極の親切」を人道援助といい
ます。人道援助の基本コンセ
プトとして人権思想および相

ＡＭＤＡ（アジア医師連絡協
議会）を設立、難民や自然災
害被害者の救援に活躍。国連
プトロス・ガリ賞、毎日国際
交流賞など受賞。

"一‾｀‥'－'‾"‾-'‾'‾'｀"‾｀‾'‾‾‾'　　　　　今の日本では皆が均質を好１計を手掛ける･　　　　　４？のだぞ

四皿皿皿皿四皿諒頻四言胆皿゛'゛゜'｀゛'醇崖ミ一一゛゛'sl,顕職薗廊･‘゜お゛,･m゛゛(i.‘゜゛ミ゛=a゛－=il-゛お回゛i－゛゛゜゛'｀゛……jl鸚゛゛………'=･･ ゛･恚l‘･･゛･'･¨s，゛'‘゛゛'゛膏1Ei

ヽ″゛j゛・……･-゛゜it回診l･一嘔i突罹賑両極甲覗'‘

　

干寧美禰･珊徊呑弱眉
　申し込み要　　

第締め切り)　　　　　で送付。直接持参は不可。　　【宿泊】山内の宿坊をあｔ

　　　　以琵旨昌昆11昌『ﾚ逞刮談昌昆昌lに嘔ほ?望鴛恰詣昌
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2回高野山夏季大学

私

独学で

建築事
日本建
、国内

物
想

あってどういう生き方が正し

いか、悪いか、厳密には区別

はつけらわないと思うのです

接した人生の先達､先生方､仲
間の諸君を、この会場に引っ
張りだし､諸賢の知性､理性、

生き方はあっても、悪－y?響y゛ 41年映画｢闘魚｣でデピ

い生き方を肯定するこ　俳｀　優　゛‾o軍隊生活５年の

とは出来ません゜　　工ヽヽセイスト後｀俳優として復帰｀
　高度な社会は、どの

ﾄ

ﾌﾞ

1;
Fy

;

j

]

｢青い山脈｣｢暁の脱走｣
ようなものか。知性と　池部　良　などに主演。エッセイ

理性と感情の整理、というこ
とになる気がします。それが
すばらしい｢社会｣を作り、お
互いが楽し＜暮らしていける
のだろうと思います｡大変､失

ストとしても多数の著書を出

版､89年｢そよ風ときにはつむ
じ風｣(毎日新聞社)で日本文

芸振興会文芸大貫受賞｡現在、

日本映画俳優協会理事長。

毎日’新聞

厳しい赤字、これをど
う考える。
　５．関空の開港で、
いま大阪、関西はどう
変わろうとしている
か。関空は、地域の活

(第3種節奏物認可)

　略歴　1933[昭震]８)

年岡山県生まれ。東大

法学部卒。55年運輸省
入歯、鉄道・航空・港

湾局など運輸省の中枢

で勤Ｓ､運輸省官房長、

性化と国際化に寄与する地域
共有の新しい財産。
　８．全体構想の必要性。滑
走路１本の国際空揃の薩鰐は

　歴史は常に勝者によってつ
くられることが多く、敗者は
悪事を重ねたから滅ぼされた

事務次官などを歴任。91年か
ら96年６月まで関西国際空港
株式会社代表取締役社長。航
空審議会委員。

　そして､母后･皇橿天皇の弟

軽皇子を孝槍天皇として､申

悪事を重ねたから滅ぼされた|大兄皇子はその皇太子となっ
という形で、時代の責任を負|たというが、果たして教科●
わされ、消え去っていく運命遡りにこのクーデターは進行
を担っている。

　大化の改新という

いぎゃ＜）した悪逆の｀¶SrUr’京都に移る。62年「欲
蘇我大臣家を滅ぼすべ　作　　　　望の媒体」で作家デピ
く、中臣鎌子（後の藤

し

!

らし

j

4
!

J
ユー。歴史、財閥史、

原鎌足）が、中大兄座邦光　史郎近未来など丹念な調査
子に近づいて画策、蘇我入鹿
大臣を斬殺（ざんさつ）、蘇
我蝦夷たちを滅ぼして、政治
の実権を取り戻し、大化の新

で執筆、『知謀の群像』「干
支から晃た日本史」（毎日新
聞社）などΞ百余の著書。第
二の人生を考える「セカンド

　㎜㎜㎜==＝===＝＝＝　＝　■㎜　　　■攻を開いたといわれている。ｌライフの会」代表。

点とされ、高野山を終着駅と
されたが、私の人生も奇しく
も、それに似ていることが不
思議でならない｡ただ、

それだけに大師の青年
時代のご苦労も身に染

みる思いである。

　ともすれば大師の偉
大性ばかりが謳(うた)

われている感があり、

その陰に暗れた苦難と
苦しい修行が忘れられ

の他､二十歳の時に書き起こ
された三教指帰や長安の都で
祖師恵果和尚に出会ったこと
について「御請来目録｣

並びに｢付法伝｣などの

ご著述でたどることに
したい。

　略歴　1927（昭和２）

年香川県生まれ4 48年
高野山大卒。神戸光明

院住職。91年から総本

山金剛峯寺執行長、高
ているといえる。　　L!に巴＿２!こ」野山真言宗宗務総長、

　大師ご自身も入唐求法の旅ｉ高野山学園、大阪宜真学園理

を「星を見て発ち星を見て宿l事長｡著鄭こ「心とすがた」、

る」と中国･長安の都へと目指l毎日新聞社刊「宗教に聞く」
され、九死に一生を得た体験|（永六輔と対談）など。

っせん
し込み時に予

1000円)を納入。

ｉ曲　昨年､高野山真言宗が､いのち
ｉをテーマに歌詞募巣した「いのち
　の讃歌」２曲を発表する｡応募約14

んコーラスグループが合唱する。
　　「高野山宗教舞踊」　現在、６
家元ある高野山宗教舞踊会の統一

高野山宗教舞踏講師・紐
先生が「金剛」「法悦歓
喜和讃」を披威する。



'｀¶

ｆｌ

●Iい

,編木価リ
一岩井くにー

　　　　　　　　　　「荒れ地に咲いた一輪の花？」

　雨降り続きの栃木の空も昨日から青空が広がり、真夏の陽射しが刈ったばかりの芝生

に照りつけています。この間まで､ネジバナがそこここに花を咲かせていたのですが､伸

びた芝といっしょに刈り取られたようで、救出された何本かが教室の花瓶の中でみんな

をなごませています。早いもので､私が栃木にやってきて、3度目の夏が訪れようとして

います。あれ？遠くに見える入道雲は？午後から夕立でも降るのかしら。

　照りつける陽射しを逃れるように、今日も私は冷房の利いた職場でパソコンに向かっ

ています。モニターの画面に映し出されているのは、全国に散らばった自治医大卒業生

からの声です。ご存知の方もあるかと思いますが、自治医大は、「へき地の医師を養成す

る」ことを目的として設立された大学で、卒業生は就学資金を貸与される代わりに卒業

後､在学年数の1.5倍の期間、県知事が定めた場所で働く義務があります。少し前までは

へき地の医師というとそれこそシュバイツァーのように身を賭して僻地医療に献身する、

いわぱ「荒れ地に咲いた一輪の花」となるような悲壮感みたいなものがあったのですが、

今や、アクセスする手段さえあれば、へき地診療所も都会の大病院も得られる情報には

大差がない、といってもいい時代になってきています｡現在､全国200ヵ所以上の診療所

で卒業生が勤務しているわけですが、孤立して働いていると、どうしても医学の進歩に

遅れてしまいますし、精神衛生上もよくない！せっかくの情報化社会でおめおめ孤立し

ていることもない！というわけでできたのが卒業生パソコンネットワークです。（「荒れ

地に咲いた一輪の花」では実を結ぱないこともありますからねえ…というのは私の個人

的意見）参加者はみんな現役の地域医療を実践している医師ですから、へき地診療所の

悩み、地域医療のホットな話題、症例のディスカッション、プライメリ・ケア分野の最｀

新情報など、大学にいる私も知りたいことが満載です。去年の今ごろは「往診鞄の中身

は何がいいか」で議論が沸騰していましたし、3ヶ月前は「公的介護保険」つい2週間前

は、「パソコン経由のオンライン検索」今は「マダニ（山で薮こぎなんかすると着いてく

るやつ）の取り方」で白熱した意見交換が交わされています。また、みんな、熱心に意

見を書くので、うっかり2-3日アクセスをさぼると、画面上は「未読」の山で読み終わる

のに一苦労。というわけで、アクセスするのが日課になってしまいました。聞けば、県

単位や気のあった仲間同士のネットワーク作りも盛んなようですし、情報交換という面

では、へき地医療機関と後方病院を結ぶ画像伝送システムもあちこちで採用されていま

す。どうやら「荒れ地に咲いた一輪の花」は過去のものになりつつあるようです。（だい

たいへき地を「荒れ地」にたとえるのは住んでる人に失礼ですよ…とまた個人的意見）そ

うそう、インターネットにAMDAめホームページがありますよね｡AMDAで派遣してい

る人たちからの報告もメール上で読みたいなあ…と私はただいまアクセスに向けて悪戦

苦間中です。

　「芝生のネジバナ、白花があるんですよ。頼んで残してもらったんです｡」と案内され

て見にいったその花は刈られたばかりの芝生のすみに1本だけ風にそよいでいました｡さ

て、この白いネジバナ、来年は仲間を増やしているでしょうか？それとも寂しさに負け

て立ち枯れてしまうのでしょうか？「寂しいだろうけど、頑張ってね！」
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南京医科大学耳鼻咽喉科学教研室

　　　　　　　　　　　　三好彰

　　さてそれでは現代の日本で回虫が減少し、花粉症など鼻アレルギーが増加したのはな

　ぜだろうか？

　　その時間的関係を一覧表にした。

　　表の上段は、戦後日本の経済発展の指標の発電電力量と自動車保有台数を示し、大気

　汚染の原因と経済的背景を表している。大気汚染が鼻アレルギーの増加の原因だとする

　説を、検討するためである。

　　中段は、食生活と摂取栄養内容の変化ならびに腸管寄生虫感染率の変動とその背景で

　ある下水道整備状況の推移を示し、アレルギー反応の場である人体に関わる諸条件を表

　示している。動物性蛋白質と動物性脂肪の摂取過多がアレルギー性素因を来す原因だと

　する説と、話題の寄生虫感染率の変動を観察するためである。

　　下段は、日本における鼻アレルギーの主なアレルゲン、スギとダニの量つまりアレル

　ゲン絶対量の経緯を表現している｡①戦後復興に使用され伐採された樹木の代わりに､ス

　ギが大量に植えられ(♪｢これこれスギの子起きなさい、お～日さまニコニコ呼び掛け

　た～、呼び掛けた～｣)そのスギが花粉を飛散させる樹齢３０年に達した。②日本人の住

　居が近年、高気密化・高断熱化し、ダニの増殖が著しくなった。これらの時代的経過を

　示すためである。この表から戦後の日本の鼻アレルギーについて、以下の事項が推察で

　きる。

　　(1)アレルゲンとなるスギは、1970年代後半から急増している。樹齢３０年を越し花粉

　を飛散させ易くなった杉の人工樹林面積の増加が、その理由であろう。

　　(2)同じくアレルゲンとなる住宅の細畠中のダニの量が、1964年以降増加傾向にある。

　　(3)NOXとアレルギー反応増強の関係から注目される自動車の排気ガスは､自動車の保

　有台数に相関すると考えられるが、保有台数は最近まで増加を続けている。

　　(4)いわば腸管寄生虫を代表する回虫は、1949年をピークとして減少の一途を辿る。こ

　れは、汲取便所・屎尿処理場とその後の公共下水道・浄化槽の普及の結果と推測される。

　がおこれらのうち下水道の普及は、平屋建て住宅の減少と1950年代のピルプフムによっ

　で推進されたと言われる。ピルプームは他方、アノi－ト、マンション､の建設をも意味し

　ており、つまり高断熱高気密住宅の増加をもたらす。こうした高断熱高気密住宅内には、

　間欠暖房、局部暖房の日本人の生活で結露を生じ易く、ダニの増殖を促す。

　言い換えると､腸管寄生虫の減少は下水道の普及の結果であり､下水道の普及はピルプー

　ムめもたらしたものと推測される。ピルプームは同時に高断熱高気密住宅を増加せしめ

　たが、これはアレルゲンとしてのダニの増加につながる。ゆえに寄生虫減少はダニの増

　加と現象的に表裏一体のものと推測され、結果的に鼻アレルギー増加の複数の要因の一

　部を形成しているように思われるa.　　　　　　　　　　'

　また摂取栄養内容で、動物性蛋白質と動物性脂肪の摂取量の激増していることは、体

　内で抗体産生能の上昇しているとの疑惑を持たしめる。
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　同時に1970年代後半にスギ飛散量の増加したこと、空中浮遊物とも形容できるスギを

運搬する大気中にNOXの増加していると推測されることは､スギ花粉症の臨床的増加に

合致する。

　アレルゲンの増加・大気汚染・摂取栄養の変化といった推論の背景は以上のごとくで

あり、いずれも時期的に鼻アレルギーの増加と矛盾しない。

　それに対し寄生虫感染に関しては前述のごとく､少なくとも寄生虫感染は鼻アレルギー

増加の成因にさほど関与していない。もちろん今回の結果から、腸管寄生虫以外の寄生

虫の関与をすべて否定できる訳ではない。しかし、推測される鼻アレルギー抑制機構が

寄生虫に備わっており、寄生虫に減少と鼻アレルギーの増加が時期的に一致するにして

も、寄生虫の減少が鼻アレルギーの主な増加要因とは、断言しにくい。

　腸管寄生虫など寄生虫の減少は、アレルゲンの増加・大気汚染・摂取栄養の変化と並

んで複数の鼻アレルギー増加要因の、飽くまで一部を成すに留まるものと推察される。
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平成８年度

AMDA/東京都／足立区合同防災訓練のご案内

1.目的

　地域防災民間緊急医療ネットワーク（AMDA、日本医師会、全日病院協会）として、平

　成８年度東京都・足立区合同総合防災訓練に参加する。

2.日時

　平成８年８月31日（土）15 :00～9月１日（日）13:00

3.演習会場

　東京都足立区荒川河川敷中央訓練会場（虹の広場及び西新井緑地）

　東京都足立区鹿浜　鹿浜橋病院

4.演習内容

　　８月31日（土）・トリアージ講習会（早川医師）

　　　　　　　　　　・AMDA海外活動メンバー報告とアドバイスの集い

　　　　　　　　　　づ可川敷テント内夜営訓練

　　　　　　　　　　・テント等各種設備設置訓練

　　　　　　　　　　・無線訓練（東京～岡山・フィールド移動無線）

　　９月１日（日）・トリアージ訓練

　　　　　　　　　　・初期治療及びフロント病院等後方医療施設への搬送訓練

　　　　　　　　　　・全国、海外よりのAMDAメンバー、医薬品の空輸訓練

　　　　　　　　　　　　チャータージエット機（立川基地、桶川飛行場へ）

　　　　　　　　　　　　ヘリコプター（訓練会場へ）

　　　　　　　　　　・障害者擁護所設置運営訓練

　　　　　　　　　　・痴呆性老人介護、緊急幼児保育訓練

　　　　　　　　　　・在日外国人救援医療訓練（AMDA国際医療情報センター）

　　　　　　　　　　・海外医療NGO受け入れ訓練（ＭＤＭ・中国（予定））

　　　　　　　　　　・現地一般ボランティア受け入れ訓練

　　　　　　　　　　・ボランティア傷害保険受付訓練

　　　　　　　　　　・インターネット情報通信（日本コンピュータサイエンス学会に同

　　　　　　　　　　　時中継参加）等

5.参加要項

　a.参加申込締切日　　　平成８年７月22日（月）

　　　　　　送付先　　　　AMDA事務局

　b.集合時間及び集合場所

　　集合場所:東京都足立区荒川河川敷　虹の広場内　ＡＭＤＡメインテント前

　　　　　　　JR常盤線・地下鉄千代田線・日比谷線「北千住駅」徒歩10分

　　集合時間:8月31日（土）18:30　時間厳守

　　　　　　　なお、15 :00 より受付開始、

　　　　　　　　　　16:00よりテント群にて各種設備設置訓練開始

゛●
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　ｃ参加費用2､000円（含む傷害保険）を前納すること。

　d.AMDA合同訓練実行委員会の指示に従うこと。

　e.交通費等一切の経費は、自己負担とする。（9月１日の朝・昼食を除く）

6.参加についての注意

　a.参加者はＡＭＤＡゼッケンを着用していただきます。服装は、自由ですが活動に適し

　　たものをお薦めします。

　b.トリアージ等主要訓練は組織活動のため、班編成を行います。班リーダーの指示に

　　従って下さい。

　c.当日は残暑の厳しいことが予想されますので、水筒持参など十分な水分摂取を心掛

　　けて下さい。

　d.8月31日の「トリアージ講習会」と「ＡＭＤＡ海外活動メンバー報告とアドバイスの

　　集い」は、できるだけ参加して下さい。

　e.8月31日の宿泊には、メインテント（19×23×7.5m）を提供しますが、内部は土

　　間または木製パレットです。各自装備を用意下さい。また、テント内宿泊は義務で

　　はありません。他の宿泊希望の方は、各自ご用意下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

東京都・足立区合同総合防災訓練ＡＭＤＡ航空輸送スケジュール　（案）

　　�航空襲送ルードプラン

●麦京●|・足立奮斎場へは
　ヘリコプターで本田エア貳一卜より立jl●麹経由にて人員輸進貢庸．

霖定翼機運fiルート

●四皿行ルート 　C208

(旅客竃員9名)

皿l必靉ご二岫･Ｊご●

国際医療協力　V｡|｡19 N｡｡7 1996　77

一睡一睡-

◆鏑窟鋤ォペレーシＩン檻四竃

　一広鳥WクスタAllS四●》

　●1疸騰・庶jl凰培/ﾋﾟ≒チクラフトBax3（ジャバンエアトラスト）

●1痙躇一本田エアポート傭jlt)/セスナ20eキャラバン(本田航空)

仙台空港ャ本田エアポート1橋川)／セスナ206(本田鶴窟)

本IBエア蹴一ト(犠川》‐立川墓地(接吻)一足立区会場/5ベル41a(本田航窟)
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１９９６年（平戚８年）５月２１日（火曜日）
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ち
、
日
本
人
　
中
田
厚
仁
穴
ん
と
同
時
期
に

は
1
8
力
国
に
3
6
人
で
全
休
の
２
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
国
運
ポ
ラ
ン
テ

邨
足
Ｓ
ｙ
。
日
本
政
府
は
９
年
ィ
ア
活
動
に
あ
た
っ
た
川
崎
市

か
ら
一
別
で
は
草
大
の
年
間
２
の
阪
口
直
入
さ
ん
（
3
2
）
は
動

５
０
万
″
ル
（
約
２
億
７
０
０
０
務
光
の
企
業
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

万
円
）
を
国
運
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
が
輝
め
ら
れ
ず
、
署
じ

計
圃
に
拠
出
し
な
が
ら
、
「
附
て
参
加
し
た
。
「
国
運
ポ
ラ
ン

政
恨
助
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
テ
ィ
ア
は
哭
然
の
既
”
と
な
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
嘸
え
ｒ
と
が
多
く
ｓ
弗
素
の
埋
屏
が

る
よ
う
に
広
報
に
努
め
て
ほ
し
郷
に
く
い
。
窒
励
で
も
目
分

い

‘ ’
こ
の
喪
聊
’
ｉ
仔
て
い
る
。
の
身
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ

　
１
９
９
３
年
５
月
に
は
超
克
ぱ
な
ら
な
い
の
が
実
情
だ
が
、

教
の
衆
参
両
院
一
員
有
志
が
そ
れ
で
も
参
加
す
る
価
傭
が

「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
債
対
あ
る
こ
と
夢
君
い
人
た
ち
に
伝

策
推
進
巣
員
運
蜃
」
を
垢
成
。
え
て
い
會
た
い
」
と
話
し
て
い

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
業
頁
』
る
９

詣ｍ

会だ妥7･゜ni
詣回

目ｍ圓

－
コ
ン
ポ
ン
ト
ム
州
中
部

テ
ィ
ア
は
欧
米
な
ど
ζ
迄
べ
る

　¬
国

際

年

－

に

の
銃
撃
現
場
近
く
に
３
０
０
０

人
の
州
民
が
移
り
缶
み
、
『
ナ

カ
タ
ア
ツ
ヒ
ト
村
』
を
建
設
し

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
働
く
場
た
と
い
う
手
紙
が
現
地
か
ら
届

の
衛
生
専
横
そ
よ
く
し
て
も
ら
い
た
そ
う
で
す
が
。

う
こ
と
も
広
い
意
味
で
の
安
全
　
中
田
さ
ん
住
民
の
み
な
さ

確
保
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
政
ん
が
村
の
中
心
に
一
仁
の
記
念

府
が
、
国
潮
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
碑
を
轜
て
て
く
だ
さ
る
と
の
こ

　中田武仁（なかた・た

けＤと）氏1咄7年、大販
・--・一一

して「中田家仁記念・�適

ポランテ･fア茜●y支擾事務
一一

青年､世界でただ一人のrS

●ポランチ･fア名●大使』

に任●される．中田さんの

復唱で設立さtlた「中田家

仁SI‘●鍵●」（●●蕎・住

友儡託塵行本唐）は１億前

（X）万円を超え、皿ポラン

チ･fア唐鋤中の兇●者への

全国各地で使われている。

〔朝日新聞社〕。

と
ま
″
ｌ
数
で
す
が
。

　
中
田
さ
ん
休
業
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
り
、
活

動
そ
筒
え
た
後
、
安
心
し
Ｘ
匹

の
轍
一
に
戻
れ
る
罪
檎
が
日
本

で
は
不
十
分
で
す
。
ま
た
、
生

活
に
ゆ
と
り
や
一
会
が
な
け
れ

ぱ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

な
い
と
い
う
』
疋
観
念
も
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｕ

Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
国
慶
一
疋
輯
治
機

構
）
に
か
か
わ
っ
た
カ
ン
ボ
ジ

ア
人
の
甲
か
ら
は
、
ル
ワ
ン
ダ

で
人
道
援
助
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
育
っ
て
い
ま
す
。
購

旅
先
で
は
、
「
組
一
の
中
に
入

っ
て
い
る
だ
け
で
は
だ
め
。
自

分
が
持
っ
て
い
る
喬
力
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
現
場
で
み
つ
け

て
」
と
勿
話
し
し
て
い
ま
す
。

2
1
世
紀
に
最
も
期
待
さ
れ
る

国
連
機
関
は
個
人
が
国
益
を

超
え
て
活
動
す
る
国
連
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
計
輯
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
一
葦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
Ｕ
Ｎ
テ
ィ
ア
を
一
塁
し
て
い
る
。
技

Ｖ
）
計
諭
１
９
７
０
年
に
設
槽
筆
力
、
地
域
開
発
、
人
葦
支

立
さ
れ
た
国
運
機
関
Ｑ
ジ
ュ
ネ
、
援
ｉ
・
和
維
持
活
動
に
畝
た
る
ｏ

Ｉ
プ
に
本
部
を
一
き
、
今
年
ポ
日
本
で
の
応
肺
、
問
い
脅
わ
せ

ン
に
移
転
す
る
予
疋
。
国
葦
機
窓
口
は
国
運
開
発
計
‐
東
京
連

関
や
受
け
入
れ
国
が
爽
鷹
す
る
帳
事
務
所
（
ａ
ｇ
・
５
４
６
７

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
専
門
技
騰
を
・
４
？
５
１
）
。

持
つ
2
1
轍
以
上
の
国
葦
ポ
ラ
ン

||

　
－
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

年
」
の
発
案
。
実
現
し
そ
う
で

一H
圖

２
０
０
１
年
を

た
だ
き
た
い
、
と
い
う
狙
い
で

す
。
９
月
に
鰍
ま
る
国
連
総
会

で
は
、
日
本
に
提
案
国
に
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
－
名
誉
大
使
と
し
て
の
訪

問
国
は
1
0
力
Ｓ
以
上
で
す
ね
。

　
中
田
さ
ん
武
力
紛
争
に
ポ

II
　
中
田
さ
ん
幸
い
、
戦
闘
に

巻
き
込
ま
れ
て
死
亡
し
た
人
は

そ
の
後
い
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
鴉
場
で
緊
急
の
聯
合
の

連
絡
乖
淑
が
あ
る
か
ご
つ
か
を
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顛青年勧隊OB･OGの方々への海外Ｈ穀について

　日ごろＡＭＤＡの活動に、ご支援、'ご協力をいただきましてありがとうございます。

今回ＡＭＤＡでは、海外青年協力隊ＯＢ・ＯＧのをみなさま対象に、アジア、アフリカ、

中南米への長期派遣を計画しております。

　ご希望の方は下記まで履歴書をご送付ください。

記

派遣期間　１９９６年４月～ ２年以上

募集人数　２０名　（ＵＮＶ：国連ボランティア計画として派遣）

応募資格　海外青年協力隊ＯＢ・ＯＧ

　　　　　日常会話程度の英語力

年齢制限なし

派遣目的　社会開発（コミュニティーベース）

　　　　　環境、健康、教育、ＷＩＤ、所得、農業畜産の向上

派遣費用　月給２０～２５万円以上

連絡先　　尋７０１－１２

酋０８６

朧０８６

２

２

岡山市楢津３１０－１

ＡＭＤＡ事務局内　ＵＮＶ担当　田代邦子

８４－７７３０

８４－６７５８
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FOUNDATION FOR ADVANCED STUDIES ON INTERNATIONAL DEVEL6はＵＴ

　　　　　　　　　　（　Ｆ　Ａ　Ｓ　Ｉ　Ｄ　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平　成　８　年　７　　月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（財）国際開発高等教育機構
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・　。　目　　　　　白勺

　本プログラムは外務省の委託により国際開発マネジメント、プラニング等の分野におい

　て研究と実務の双方に通暁した人材を育成し、日本の開発援助の質的向上及び関連分野
　の教育研究の促進に資することを目的としています。

２．プログラムの概要

　　　　　l｀⇒゛゛ﾐ゛･=゜･ﾐ゜゜-●●-●●-●･皿●･皿●●皿●●-･･-･●㎜●●IS
　（1）1研究フェロープログラム1

　　　　　1●w･●皿●●-･･四･●-･･-■●--●-●●●㎜●■-●●-●･-●●-●●wJ　　　　　海外の研究機関において開発援助に関わる研究を希望する研究者等の経費を助

　　　成します。
(２Ｕｊ緬療治亘が瓦后三j§ 旦回丿石Ξ己丿岨三厖］

　　　　　海外の国際機関において実務研修を希望する中堅以上の研究者・実務者等の経

　　　　　費を助成します。

　　　　　f゛=･●ﾐ●●=●●ﾐ●･ﾐ゛･=･゛=･･ﾐ●･ﾐ●●=●･=･゛=゜゛=●･-●｀ﾐ゛“=゜｀ﾐs｀ﾐ゜･ﾐ｀゜ﾐ｀゛=｀･ﾐ゜｀ﾐ゛s-゜゜=●●w●゜=゛｀ﾐ゛゜ﾐ゛゜=゛゜ﾐ゜゜¬
　（３）ｉ国際機関プログラムＢコース（インターンシップコース）1

　　　　　S･-･●皿●●皿･●皿･･-･･w●･皿●･-●･皿●●皿●･w●･-●･-●･皿･●-･■-●･--･-噛･-●●●-･･-奮●-●一w●●-●●-●・皿＼●●-●●-■●皿●●-■●-●●.J
　　　　　海外の国際機関においてインターンとして実務研修を希望する若手の研究者・

　　　　　実務者等の経費を助成します。

３．Ｗ　　　ｷ各

　　下記プログラムの共通応募資格は次のとおりです。

　　　　　①　将来にわたり開発援助に従事する意志を有する者。

　　　　　②　外国の大学等において研究するに十分な語学力を有する者。

　　　　　③　日本国籍を有する者。

　　各プログラムの応募資格は、次の各号を満たす者とします。

　　　　　1･-●●-･甲〃●●皿●●-･●--●w●･-■･-●●-●･〃==心-･-●･皿ゝ
　（１）１研究フェロープログラムｉ

　　　　　●･-■●皿･･皿●･-･･W●･-･●●･4●●-●･-●●加･●●皿●●-･●皿●●-紳
　　　　　　④　大卒後５年以上の研究歴、又は実務経験を有する者。（但し、大学院で

　　　　　　　　　の年数も研究歴に含む。）

　　　　　　⑤　大学卒業者、又はこれと同等以上の学力を有する者。但し、当該専門分

　　　　　　　　　野において修士号、又は同等以上の資格を有することが望ましい。

　　　　　　⑥　５０才未満の者。（平成８年９月１８日現在）

　　　　　･-･･●-･甲■-皿･-･･･㎜･･-･●皿●●-●･皿●･皿･･-･･-･●-･･-･･-･･-●･-㎜●⇔●●-･･･-･●-･●-●●-●･-･･㎜･･皿･･㎜･･-･●･･●･皿･●-●■-･●W
　　（2）1国際機関プログラムＡコース（プロフェッショナルコース）ｌ

　　　　　●-●●-●･㎜･●-●●-●･㎜●■-●●四●●-●●四●●〃･●皿･●㎜●･-●･-･●皿･●-●･-●●-●･-･●-■●-●･-･･-■･-●●-●･四●●皿･･-●●皿●●皿●･皿●･四
　　　　　　④　大卒後１３年以上の研究歴、又は実務経験を有する者。（但し、大学院

　　　　　　　　　での年数も研究歴に含む。）

　　　　　　⑤　専門分野において修士号、又は同等以上の資格を有する者。

　　　　　　⑥　　５０才未満の者。（平成８年９月１８日現在）

（３）

　　⑤

　　⑥
＊上記

･関プログラムＢコース（インターンシップコース）j

-･･-●●-･●W･･四●･-●･●-●●㎜･●皿･●皿●･W●●㎜憚●-●●-●･㎜■･-●･皿■●-･･-●･-●･四●･皿●･-･･-･･-争●-･看--･--●
大卒後４年以上の研究歴、又は実務経験を有する者。（但し、大学院で

の年数も研究歴に含む。）

専門分野において修士号、又は同等以上の資格を有する者。

原則として３５才未満の者。（平成８年９月１８日現在）

（１）（２）（３）とも応募時点で国家公務員行政職に在職中の方は対象

　　としません。
＊応募は（１）（２）（３）のいずれかとし、併願はできません。
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四

●１
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４．対象となる研修分野

　　開発マネジメント、セクター別開発（医療、農業、環境等）を中心とした分野としま

　　す。例えば、寄生虫の研究、乾燥地農業における潅漑技術といったような特定分野の
　　個別研究は対象としません。具体的分野は原則として、次のとおりとします。

　（１）開発マネジメント・開発学

　　　　開発計画　　　　　　　開発行政　　　　　　構造調整

　　　　地域開発　　　　　　　都市開発　　　　　　プロジェクト・マネジメント
　　　　開発経済学　　　　　　開発社会学　　　　　社会人類学
　（２）セクター別開発

　　　　保健医療開発　　　　　科学技術　　　　　　農業開発

　　　　人的資源開発　　　　　工業開発　　　　　　開発教育

　　　　資源開発　　　　　　　インフラ開発　　　　社会開発
　　　　開発金融

　（３）開発課題

　　　　開発と女性　　　　　　貧困　　　　　　　　環境保全
　　　　人□

　（４）援助政策

　　　　国際開発と援助政策　　　　　　地域別・国別援助政策

　　　　累積債務問題　　　　　　　　　移行経済に対する援助政策
　　　　民主化と援助政策　　　　　　　援助の評価

　
．
に

５

６

　国際開発と援助政策　　　　　　地域別・国別援助政策

　累積債務問題　　　　　　　　　移行経済に対する援助政策
　民主化と援助政策　　　　　　　援助の評価

　研修一研究機関及び期間

）研修・研究機関は、対象者の希望をもとに当財団が承認した機関となります。

　研修・研究機関との受入れ交渉及び手続きはすべて本人が行うものとします。

　ただし、国際機関プログラムについては当財団が支援、協力を行います。
（２）研修・研究期間は、研究フェロープログラム、国際機関プログラムともに１年以
　　　内です。

　　　本邦出発は平成９年７月以降平成１０年１月末日までとします。

　　　なお、合格者が上記期間内に研究・研修を開始できない場合、その資格を失うこ
　　　とになります。

（１）

（２）

入皿

●皿●●皿●●la●W-●-･●-･･-●●〃●■皿●申--

エロープログラム１

･皿･･-･･皿･･-･･w｀･-･･w･･-･･-･･-』
関プログラムｉ

●-●●皿●●-･■皿●･〃●●四個●〃個個.j

・
●
　
・
一

５名程度

Ａコース・Ｂコースあわせて若干名

＊なお、国際機関プログラムＢコースは、世界銀行本部でインターンとして実務研

　修を行う者を含みます。

７．応募方法

　応募書類は１ ９０円切手を貼った返信用封筒（２２ｃｍｘ３１ｃｍ以上）を同封し、

　表書きに「平成９年度研究フェロープログラム（又は国際機関プログラム）募集要
　項・応募書類請求」と朱筆の上、当財団まで郵送にてご請求下さい。なお、過去の

　応募書類は使用できませんので、必ず本年度分を取り寄せて下さい。応募は、下記

　の提出書類を、当財団に提出して下さい。また、応募書類は返却しません。

（１）提出書類

　　　①　申請書

　　　②　履歴書

（当財団所定様式）

　和文（当財団所定様式・写真5cmx5cm 1枚を添付のこと）１通

　英文（国際機関プログラム応募者は国連のPERSONAL HISTORY の様
　　　　式を使用。研究フェロープログラム応募者は様式自由）１通。
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③

④

⑤
⑥

研究企画書・研修計画書

　　　f4¶-●●-･･四●甲-●●-●･w帰●●-･●㎜･･皿･･-●･-●●-●･皿･●¬（a）1研究フェロープログラム１の応募者は「研究企画書」［日本語及び
　　　ｰ.･=..-､.-.●s･●--･-･･一一---.-..-･一-●一-･---･一
　　外国語（英語・仏語又は西語）各１通］を提出。

　　Ａ４版ワープロ原稿にて4.000字以内ﾛﾖ本語）で以下の事項を盛り込み、

　　作成すること．

　　　⑧研究課題

　　　⑤研究の目的

　　　○研究項目

　　　④研究内容に関する方法論（研究のアプローチ・分析手法・仮説等を明

　　　　　記し、⑥の研究実施の手順とは明確に区別すること）

　　　⑥研究実施の手順とスケジュール
　　　⑦研究成果のもつ意義

(b)｢菌‘iiiヲ6'yyXｺﾞの応募者は

　　ｰ･･㎜･･-･･W●●-●●-●●-●●皿●●皿●●-〃･--●皿一■●
「国際機関研修計画書」［日本語及

　　び外国語（英語・仏語又は西語）各１通］を提出。

　　Ａ４版ワープロ原稿にて4.000字以内（日本語）で国際機関における研修

　　希望内容について記載）
推薦状（様式任意・英文可）　２通

大学関係及び勤務先から各１通が望ましい。

大学（及び大学院）卒業（修了）証明書

健康診断書（提出日から遡り６ヶ月以内、当財団所定様式が望ましいが

目が網羅されていれば他様式でも受付けます。）

項

⑦　語学能力を証明する書類（コピー可）

　　＊英語圏にて研究予定の応募者は、英語語学能力を証明する下記①～④のい

　　　　ずれかの書類が必要です。スコアーシート（①②③）は提出日から遡り５
　　　　年以内のもの、合格証書（④）については取得年不問とします。

（1）［廠衰万万三面］死蔵:I

　　①TOEFL　　　570点以上

　　③IELTS　　　6.5点以上
（2）［瑞直諌裏返ぼΞ瓦］

①TOEFL

③IELTS

600点以上

7.0点以上

②TOEIC
④国連英検

②TOEIC
④国連英検

800点以上

特Ａ級　又はＪＰＯ試験合格者

870点以上
特Ａ級　又はＪＰＯ試験合格者

＊仏語圏、西語圏にて研究予定の応募者は、仏語（DALFが望ましい）、

　いは西語（DELEが望ましい）の語学能力を証明する書類が必要です。
　語学能力を証明する書類の提出は不要です。

＊海外在住の応募者も提出が必要です。

（２）送付先（封筒にご旦£2.Ａi及び「応募書類在中」と朱筆して下さい。）

（３）

（４）

（５）

ある

英語

〒１６２　東京都新宿区市谷本村町４２番地　経済協カセンターピル別館７階

　　　　　（財）国際開発高等教育機構　事業部　安達

応募受付

応募締切

問い合わせ先

平成８年　８月　１日（木）より開始

平成８年　９　１８　　　　　，｀ヽ

　（財）国際開発高等教育機構　　事業部　　　ﾔﾅ
　　　　　　　　　　　　　担当：安達・近藤・梁

　　　TEL:03-3226-7103　　　FAX:03-3226-7360
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８ 。選　　考

理事長が委嘱する審査委員会において選考され、当財団によって決定されます。選考
内容・予定日は、次のとおりです。

選　　　　　　考 日　　　程
第１次選考　　書類選考 平成８年１１月中旬（予定）

第２次選考　　面　接
　　場　所：当財団 平成８年１２月上旬（予定）

最　終　結　果　通　知　日 平成８年１２月中旬（予定）

９ 　海外研修の実施
（１）経費の支給

　　　当財団が承認した研修期間の滞在費、航空賃［原則として本邦国際空港と研

　　　修先（１ケ所）最寄りの空港間の直行往復〕、支度料、研究経費、研修経費等
　　　を当財団規定により支給します。

（２）合格後の履行事項

　　　次の事項を履行していただきます。
　　①　開始前

　　　　　（ａ）誓約書等の提出

　　　　　（ｂ）研修先機関からの受け入れ確認文書の提出
　　②　研修中

　　　　　（ａ）研修状況報告書の提出（３ケ肖に１回）

　　③　終了後

　　　　　（ａ）帰国報告及び経費精算手続きのために財団へ出頭
　　　　　（ｂ）終了報告書等の提出

　　　　　（ｃ）当該専門分野に間する論文の提出

　　　　　（ｄ）帰国報告会での発表

　　　　　（ｅ）当財団の人材情報データベースヘの登録

１０．研修の中止

　選考された研修員が次の各号に該当する場合、経費の支給を中止し、費用の返還を求
　めることがあります。

　　（１）傷病のため研修を継続することが困難と認められる場合

　　（２）成績不良その他の理由により研修目的の達成が困難と認められる場合
　　（３）その他やむを得ないと認められる理由がある場合

以　上
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１９９６年(平成８年)７月４日(木曙日)楽斤　丿聾1一眼SI匯ヌＫE7

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
ど
も
た
ち

柘
か
か
わ
っ
て
五
年
が
過
ぎ

た
。
国
境
キ
ャ
ン
プ
か
ら
の
帰

還
難
民
の
救
援
活
動
を
続
け
る

う
ち
、
学
校
も
教
師
も
不
足
し

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
、
ま
ず
教

育
が
必
要
と
感
じ
た
か
ら
だ
。

そ
の
担
い
手
は
学
生
で
、
今
で

は
世
界
の
ど
こ
へ
で
も
、
教
育

を
必
要
と
す
る
こ
ど
も
た
ち
の

所
へ
出
か
け
て
行
く
。

　
も
の
に
は
予
告
が
大
切
で
あ

る
。
「
抱
い
ち
ゃ
う
ぞ
オ
」
と

叫
ん
で
私
は
若
も
の
を
抱
き
し

め
た
。
つ
い
で
に
音
高
く
片
方

の
頬
（
ほ
ほ
）
に
キ
ス
も
や
っ

て
の
け
た
。
予
皆
さ
れ
た
相
手

は
身
構
え
る
ヒ
マ
も
な
い
。
だ

が
「
ハ
イ
お
次
／
」
と
叫
ば

れ
た
二
番
手
は
ウ
ヘ
ッ
と
思
っ

た
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
逃
げ

な
か
っ
た
。

　
・
・
。

　
帰
っ
て
来
た
学
生
に
感
動

　
　
「
よ
く
帰
っ
て
来
た
、
よ
く

頑
張
っ
て
来
た
／
」
。
私
は
出

来
る
だ
け
元
気
に
叫
ん
だ
つ
も

り
だ
が
、
そ
ぱ
に
い
た
事
務
局

の
Ｍ
さ
ん
が
泣
き
出
し
て
い

る
。
昨
年
の
一
月
末
の
こ
と
だ

っ
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
校
つ
く
り

か
ら
帰
国
し
て
一
週
間
も
経
ず

に
、
あ
の
阪
神
大
震
災
で
あ
る
。

仲
間
の
若
も
の
は
そ
の
当
日
か

●声

　
ら
被
災
地
に
駆
け
つ
け
、
こ
の

一
日
帰
っ
て
来
た
大
学
生
は
四
日

体
と
組
ん
で
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
に
学
生
を
送
っ
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｎ

　
（
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
マ
ジ
ェ
ン
シ

ー
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
と
し
て
の
活
動
だ

が
、
西
側
東
側
に
と
ら
わ
れ
ず

人
道
的
立
場
か
ら
ク
ロ
ア
チ
ア

に
も
セ
ル
ビ
ア
側
に
も
救
援
活

動
を
展
開
し
た
の
だ
が
、
第
三

陣
は
セ
ル
ビ
ア
を
通
っ
て
モ
ン

ひ
と
足
先
に
帰
国
す
る
こ
と
に

な
る
。
玲
安
が
あ
ま
り
良
く
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
テ
ミ
シ
ュ

ア
ラ
空
港
を
利
用
す
る
の
だ
。

　
　
「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵

っ
て
ネ
、
来
た
通
り
の
道
を
恵

実
に
た
ど
れ
ぱ
君
た
ち
も
日
本

に
帰
れ
る
は
ず
だ
」
。
聞
き
と

り
に
く
い
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
ヘ
の

電
話
で
叫
ん
だ
も
の
の
、
無
事

な
姿
を
見
る
ま
で
は
居
て
も
立

っ
て
も
い
ら
れ
な
い
。

　
早
朝
、
成
田
に
駆
け
つ
け
、

私
は
税
関
を
出
て
く
る
旅
行
者

の
群
れ
に
目
を
こ
ら
し
た
。
少

し
虚
脱
し
た
よ
う
な
顔
で
出
て

来
た
三
人
は
、
私
に
気
付
く
と

パ
ッ
と
目
を
輝
か
せ
「
た
だ
い

ま
／
」
と
叫
び
、
胸
が
い
っ
ぱ

◇
カ
ン
ポ
ジ
ア
の
こ
ど
も
に
学
校
づ
く
り
の
運
動
◇

目
の
出
発
組
だ
っ
た
が
、
卒
業

試
験
日
ギ
リ
ギ
リ
に
戻
っ
た
の

で
あ
る
。

　
奮
闘
し
て
来
た
彼
ら
が
愛

　
（
い
と
）
し
か
っ
た
。
思
っ
た

こ
と
は
形
に
し
た
ほ
う
が
よ

い
。
「
抱
い
ち
ゃ
う
ぞ
オ
」
と

照
れ
を
ふ
き
と
ば
し
て
、
抱
擁

や
キ
ス
が
出
来
る
の
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
役
得
で
あ
ろ
う
。

　
実
を
言
う
と
こ
れ
に
は
一
つ

の
反
省
が
あ
る
。
一
昨
年
、
私

た
ち
の
会
は
ベ
テ
ラ
ン
の
他
団

　
　
　
小
山
内

テ
ネ
グ
ロ
ま
で
行
っ
た
。
む
ろ

ん
Ｊ
Ｅ
Ｎ
の
現
地
責
任
者
が
国

連
や
国
際
赤
十
字
と
密
接
な
連

絡
を
と
っ
て
い
る
の
で
危
険
な

こ
と
で
は
な
い
。

　
だ
が
こ
の
三
昧
は
、
当
時
セ

ル
ビ
ア
が
国
連
の
制
裁
を
受
け

て
い
た
の
で
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら

ル
ー
マ
ニ
ア
ヘ
飛
び
、
バ
ス
で

国
境
を
越
え
る
と
い
う
得
難
い

体
験
を
し
た
。
そ
の
中
に
海
外

旅
行
初
め
て
と
い
う
男
女
三
大

衆
が
い
て
、
こ
の
三
人
だ
け
が

美
江
子

い
に
な
っ
た
私
は
、
み
そ
汁
付

き
特
上
ト
ン
カ
ツ
定
食
と
隣
の

す
し
ま
で
お
ご
っ
て
し
ま
う
。

　
後
日
「
あ
の
時
抱
き
つ
き
た

か
っ
た
」
と
彼
ら
に
言
わ
れ
。

　
「
私
だ
っ
て
抱
き
し
め
た
か
っ

た
ん
だ
ヨ
」
と
こ
た
え
な
が
ら
、

¶一

お
互
い
そ
ん
な
遠
慮
が
あ
っ
た

ら
楽
し
い
活
動
は
出
来
な
い
ぞ

と
反
省
し
た
の
で
あ
る
。

　
雫
一
撃

　
８
ヵ
所
建
設
、
２
棟
修
理

　
大
学
生
を
活
動
の
主
力
と
す

る
私
た
ち
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ

ど
も
に
学
校
を
つ
く
る
会
」
は
、

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
三
大
条

件
と
い
わ
れ
る
「
語
学
刀
、
専

門
技
術
、
長
期
滞
在
」
の
ど
れ

も
揖
た
し
て
は
い
な
い
。
け
れ

ど
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
三
年
掛
か

り
で
八
ヵ
所
に
新
校
舎
を
建
設

し
、
破
損
校
舎
二
棟
を
修
理
し

て
い
る
。

　
。
ま
た
呼
び
か
け
に
応
じ
て
各

地
か
ら
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

笛
、
け
ん
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど

を
船
で
運
び
、
こ
れ
ら
楽
器
を

は
じ
め
て
見
る
教
師
た
ち
に
、

プ
ノ
ン
ペ
ン
教
育
局
と
連
絡
を

と
り
つ
つ
、
ド
レ
ミ
フ
ァ
か
ら

教
え
る
自
前
の
プ
ロ
ジ
エ
。
ク
ト

も
は
じ
ま
っ
た
。
つ
い
こ
の
前

ま
で
学
生
だ
っ
た
仲
間
が
、
現

地
駐
在
の
音
楽
の
先
生
と
な

り
、
辰
と
笑
い
の
報
告
を
毎
日

フ
フ
ク
ス
で
送
っ
て
く
る
。

　
こ
ん
な
素
敵
な
こ
と
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
頂
く
の
が
私
の

役
割
で
、
知
人
や
母
親
団
体
や

女
性
グ
ル
ー
プ
か
ら
学
校
建
設

費
を
預
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
我
が
会
は
、
若
も

の
が
現
地
に
出
掛
け
、
頗
が
見

え
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
日
本

人
の
顔
を
見
て
も
ら
い
、
汗
を

概
し
て
現
地
の
人
と
仲
良
く
な

り
、
実
体
験
が
な
く
勉
強
だ
け

だ
っ
た
学
生
に
教
育
と
は
、
豊

か
さ
と
は
何
か
を
学
ん
で
も
ら

う
の
が
特
色
で
あ
る
。
だ
が
、

特
色
に
は
お
金
が
か
か
る
。

　
私
た
ち
は
ま
だ
郵
政
省
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
貯
金
か
ら
の
助
成
金

が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
寄
付

の
ほ
か
は
、
バ
ザ
ー
で
資
金
を

集
め
る
。
す
べ
て
学
生
た
ち
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
今
年
は
十
一

月
に
バ
ザ
ー
を
開
き
、
そ
の
資

金
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
出
か
け
る

計
画
だ
。

　
・
一
撃

　
「
楽
し
く
学
ぶ
」
モ
ッ
ト
ー

　
熱
し
や
す
く
冷
め
や
す
い
日

本
人
と
い
う
け
れ
ど
、
先
輩
か

ら
後
輩
へ
、
そ
し
て
口
コ
ミ
で

大
学
の
枠
を
超
え
て
活
動
が
続

い
て
い
る
の
は
心
強
い
限
り
で

あ
る
。

　
　
「
楽
し
く
学
ば
ず
し
て
何
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
」
が
合
言
葉

だ
。
電
気
が
来
て
い
な
い
所
で

は
、
前
回
に
く
ぎ
も
打
て
な
か

っ
た
学
生
が
、
大
汗
を
か
き
な

が
ら
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
を
ま
わ

す
。
モ
ー
タ
ー
が
う
な
り
を
あ

げ
る
と
手
を
た
た
い
て
喜
ん
だ

女
そ
７
生
が
問
う
。
「
こ
れ
で

何
を
す
る
ン
で
す
か
９
・
」
。

　
私
は
あ
然
と
そ
の
顔
を
見
る

が
「
へ
え
Ｉ
、
こ
れ
で
電
気
が

生
ま
れ
る
ン
だ
ァ
」
と
感
動
さ

れ
、
私
も
感
動
。
学
ぶ
と
い
う

こ
と
は
す
ご
い
こ
と
な
の
だ
。

　
ち
な
み
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
以
外

に
出
て
行
く
時
の
会
の
名
前
は

Ｊ
Ｈ
Ｐ
（
ジ
ャ
パ
ン
・
チ
ー
ム

・
オ
プ
・
ヤ
ン
グ
・
ヒ
ュ
ー
マ

ン
パ
ワ
ー
）
。
そ
の
Ｏ
Ｂ
の
一

人
が
、
今
も
和
平
な
ろ
う
と
し

て
い
る
ボ
ス
ニ
ア
の
ゴ
ラ
ジ
ュ

デ
に
残
り
救
援
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト

を
す
す
め
て
い
る
。
（
お
さ
な

い
・
み
え
こ
＝
シ
ナ
リ
オ
・
ラ

イ
タ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
ど

も
に
学
校
を
つ
く
る
会
代
表
）

！
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1996年5月1日
第８号

聖心女子大学同窓会

宮代会中国支部だより

AMDA

ｱｼﾞｱ医師連絡協議会

講演者略歴

1946年12月広島県生れ

1977年3月陶山大学医学部大学

　院卒業(公衆衛生)

同年11月から1981年3月まで心

　朧病センター榊原病院勤務

1981年5月菅波内科医院開業

1984年12月ＡＭＤＡ股立

ボランティア活動と私たち

　ボランティア活動をする為の第一条件と

は幸せな人にやって貰いたいという事です。

幸せな人とは､家族関係がうまくいっている

人ﾀﾞ)事です｡私達がザイールのルワンダ難民･

モザンピークの難民とかジプシーに来たソマ

リア難民の所へ行きますと､物質的なものを

失っている段階で､何を一番大切にしている

かというと家族なのです｡ですから言葉がわ

からなくても自分の家族の写真をバッと見せ

ると､パッと心が通じ合うのです｡救援に来て

くれたこの人とは､基本的な部分で同じ価値

判断を持っている人だという事が納得出来

た後は人間関係が非常にスムーズにいく訳

です｡従って政府発行のパスポートもありま

すが本当に個人的なパスポートは家族写真

を携えて行って､本当に喜んで相手に見せら

れるかどうかという事で家族写真はプライ

ベートなパスポート｡になる訳です｡私は円熟

したボランティア活動は家族を持って家族の

良さを十分味わっている様なミドルの人がど

んどん参加される事だと思っています｡それ

を支援する社会体制を作る必要があるので

すがそういう意味で一番大切なのは親子関

係もあるのでしょうが夫婦関係というのが一

番大切な気がします｡もう一つ私が思いまし

たのは､今平和な日本にいるのと追って海外

に出てみると世界中が変な方向で乱世にな

っているという事です｡従って今本当に何が

必要なのかを考えた時に二つの事が言えると

思います｡一つは､他人の痛みがわかる思いや

りをメッセージとして相手に伝える人道的な

援助がタイミングよく行えるという事です。

　　　　　　　　　　　　　アムダ代表

もう一つは､人間としての連帯感がしっかり

確認出来る社会生活･家庭生活をおくる事

だと思います｡自分達が住んでいる地城のコ

ミュニティを良くする為にはボランティア活

動をしなくてはいけない訳ですが例えば阪神

大賞災の時の神戸で､避難所でおきるトイレ

の問題を神戸市の同趣だ｡､兵庫県の同趣だ

と叫ぶ前に人間関係のうまくいっているコミ

ュニティは自分達でボランティア活動できれ

いになっている訳です｡それからもう一つ､阪

神大震災の時に海外からいろんな支援が来

た訳ですがエイズの発症したウガンダのエイ

ズ孤児院が日本からの援助で成り立ってい

る事を知っている孤児達はバナナを売ったお

金を日本へ送ってくれました｡子供達の心が

満ち足りているからです｡又､フィリッピンの

ラモス大統領が真先に給料一ケ月十万円を

寄附したいと申し出た時､フ'ィリッピンの人

達の曖かい気持ちを感じ取れました｡この事

は人道的援助は決して額の大きさではなく、

タイミングが絶対必要だという事を示してい

ます｡この度の海外からの支援で私がびっく

りしたのは額の余りの少なさと､その少ない

金額で皆､大胸をはって行動しているという

事です｡日本人でしたら日頃支援する時にそ

の金額を頭に巡らしますから､その少ない金

額でそれをワッと言える事にびっくりしたの

と同時に成功したと思うのです｡海外援助を

するのは､ＯＤＡというのがありまして経済大

国日本は世界一位とか二位とかで一兆四～

五千億円ある訳です｡金持ちの義務としての

そのへんを自慢していた訳でそういう姿勢だ

菅波茂先生

　ったものですから､ラモス大統領の十万円だ

・とか､ウガンダ孤児のμナナを売った多くて

　も百円単位の金額が堂々と日本に寄せられ

　るというギャップに私達日本人も日本のマス

　コミも非常にショックを受けた訳です｡とい

　う事はこういう人道･的な援助というものは金

　持ちだからするとかそういう種類のものでは

　なく相手の痛みがわかった時にすぐに思いや

　りの心でバッと発信するのが大切､即ちタイ

　ミングの同趣であって金額の問題ではないん

　だというメッセージが海外から寄せられた政

　いう事です｡私達は他人に援助する時常に気

　にしていたこの額ですが､そんな事は世界で

　は非常識だという事がわかった訳です｡それ

　でサハリンの時は､人道的にはスピードしか

　ないという感じでサハリンスクに入りました

　が平和な時の考え方と緊急救援の時の考え

　､方は少しズレがあるという事を感じました。

　私は今､世界の一つのお互いに理解し合える

　基準としては､‐つは｢人道的な援助が出来

　るかどうかという事｣と、もう一つは｢家族或

　いは家族を含めた地域コミュニティというも

　のが非常に素晴らしい人間関係が出来てい

　るという事｣この二つは世界中どこへ行って

　も通用するキーワードじやないかと思います。

　その国の文化･社会の有り方･政治の有り方

　とか男女関係の有り方だとか非常に多様性

　がありますから､それらはその場所に合わせた

　やり方というものを尊重しなくてはいけませ

　んが､この二つに関してはそういうものを一

　切憂慮せずにやっても基本的な理解が出来

　る事だという風に思っています。
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－ 第２回ボランティア高校生会報告

　６月２３日に第２回目のボランティア高校生会が開かれ岡山市内９高校から25人が出

席、高校生会の基本活動方針について話し合われました。

１）高校生たちによる自主的なボランティア活動を行う。

２）特定の団体と結びつくのではなく、多くのボランティア団体と交流を

　　もって、高校生としての見識と体験を深める。

３）高校生間の情報交換の場となり、ボランティアに関するネットワーク

　　作りに努める。

　尚、現在の活動としては、ＡＭＤＡの中国雲南省大地震学校再建プロジェクトに参加

し、募金活動等を行っていきます。７月14日には、岡山市街２ヵ所で街頭募金活動を行

い、13万1300円もの募金が集まりました。この募金は、夏休みに行われる中国スタディ

ツアーに参加する高校生会員が、学校再建資金の一部として、ＡＭＤＡ広州へ届ける予定

となっています。

１９９６年（平成８年）７月１６日（火曜日）

　
今
年
２
月
、
大
地
震
に
見
舞

わ
れ
た
中
国
雲
南
省
の
学
校
再

建
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
高
校
生
命
と
県
内
の
高
校
生

ら
で
つ
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
高

　大地震の中国雲南省

校舎再建へ募金活動

　高校生ボランテ.,･ア

－４日新奥目－

一

●

●

●
校
生
会
の
メ
ン
バ
ー
約
2
0
入
が

1
4
日
、
岡
山
市
内
で
募
金
活
動

を
行
っ
た
。

　
表
町
商
店
街
と
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅

前
の
２
班
に
分
か
れ
午
後
１
時

か
ら
２
時
間
、
「
被
災
地
の
子

供
た
ち
の
た
め
に
協
力
を
」
と

訴
え
た
。
現
地
で
は
約
１
０
０

万
人
が
被
災
し
、
５
０
０
以
上

の
校
舎
が
崩
壊
。
い
ま
だ
に
学

校
再
建
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な

い
。
高
校
生
ら
の
呼
び
か
け
に
、

お
年
寄
り
や
同
年
代
の
中
・
高

校
生
ら
が
気
持
ち
良
く
募
金
に

応
じ
て
い
た
。

　
集
ま
っ
た
一
万
１
３
０
０
円

は
全
額
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
通
し
て

学
校
再
建
に
あ
て
ら
れ
る
。
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ネパール・ス1ヽリー1ヽチルドレン支援小学校

岡山市立馬屋下小学校だよリ

＊今日５時間目にＡＭＤＡと難民のことについて話を聞きました。

　戦争や水害などの被害にあって家にいられなくなって、住み慣れた土地を離れるのは

　とても苦しく、悲しいことです。そして難民キャンプなどで、伝染する病気で死んで

　いく人々もとてもかわいそうだと思います。そういう人たちを助けられる仕事をして

　いるＡＭＤＡはすごいなあと思った。こういう人たちが少しでもいいから減っていっ

　たらいいのになあと思った。

＊食べ物、洋服などもないし、病気にかかっている人もたくさんいる。なんだか自分た

　ちがとても幸せな暮らしをしているってことが寂しくなった。

＊みんな同じ地球に住んでいて、なぜそんな差が出てきてしまうのか。今、私たちがで

　きることで難民の人たちの命が救えるなら、すこしでも楽になるなら、是非したいで

　す。今できることはやっぱり募金だと思います。

＊私たちの募金は薬､注射などにつかわれている。おなかの中に虫がいるこどもたちが、

　わたしたちの募金で、薬を飲んで、おしりから出すことができるそうです。わたした

　ちの少しの募金でも役にたつんだなあと、思いました。

＊私たちは学校で給食がでたり、ノートで勉強したりできるのに、難民の子供なちは国

　を追われ、行くあてもなく、ノートで勉強もできず、食べ物にも困っています。もう

　国の取り合いで戦争を起こしてほしくないと思います。多くの人たちが、難民という

　言葉から平和の国民という言葉に変わってほしいと思います。わたしはこれからもネ

　パールの難民のひとたちへ募金をしつづけたいと思います。どうか一人でも多くの難

　民を国民にかえて下さい。

馬屋下小　５・６年生

＊直接現地へ行かれた方のお話を聞いたり、ビデオを見ることで、子どもたちは、今自

　分たちが置かれている立場、貧しい国の人々、特にネパールのストリートチルドレン

　は、どういう生活をしているのか4具体的に理解できたようです。またＡＭＤＡとの

　関わりを知ることで、ＡＭＤＡが世界的にも大きな役割を果たしていることが分かり

　感動したようです。皆様の御活躍と、ご健康をお祈りしてお礼の言葉とさせていただ

　きます。

５・６年担任
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　　　　ボランティアリレー　　　　　　　　　　　　糞　明男

　ＡＮＤＡに「おじゃま」し始めて４ヵ月になる。しかし「過１回」それも他のことに

かまけて時に失礼するという、「ボランティア」というには程遠いのが実態である。

　また、小生自身、人生の「第二」の出発の日から３年目になるにもかかわらず、「何を」

「如何に」が、未だつかめずにいる。これといった才能も専門的技能もない為、その日、

その時しなければならないことを、何とか頑張ってやりあげてきたという「第一」の人

生でのパターンを今も繰り返しているに過ぎない。

　従って、他の方々の様に、自分の「ボランティア活動」について罫ぶということはま

ことに恥ずかしく、できそうにもない。というわけで、ＡＭＤＡとは直接関わりないが、

「あるボランティア」｡とでも言うべきものについて書かせていただく。

　それは、昭和40年代半ばから、60年頃のことである。当時はまだボランティアという

言葉もあまり聞かれなかったが､今流に言うならば、「草の根ボランティア」であり、ま

た「ボランティアのはしり」とでも言えるものではないかと思う。一人の女性が、この

20年に近い年月、だれから頼まれたわけでもないのに、自前のバケツとホーキと雑巾を

持って､町内にある何カ所かの公共の便所の掃除を続けたというだけのことである｡やっ

たことは、誰もがやることであり、特に取り上げる程のことではない。

　しかし、それを一人で、しかも20年近く続けたことに大きな価値があり、そこに、「ボ

ランティアの出発点」がある様な気がする。また、この行為について、全国表彰の対象

となったが､「そんな表彰’していただく程の大それたことではない。きれいになることで

自分も気持ち良くなるし、教えの心も生かせる（黒住教の信者であった）のでやっただ

け｡」と表彰式にはどうしても出席しなかった。ここに、やはり「ボランティアの心」と

でも言うべきものをかいま見ることができるような気がする。

　この女性一実は小生の母－が亡くなって８年になるが、自分が「第二」の人生を歩み

始めた今、その心だけは何とかして継がねばならないと思っている。

　若くして亡くなった小生の大叔父は医者であり、当時（明治・大正）としては珍しく、

どんな人でも診療し、しかも薬代を払えなかった人からは、金以外でもよし、いくらで

もよしであったという。大げさに言えば「赤ひげ」的な人であったらしい。そのことを

知っていた母は、小生にも医者になってほしかったらしい。しかし、能力のなかった小

生は期待にこたえられなかった。

　今、ＡＭＤＡにおじゃまするようになり、菅波代表をはじめ活動されているスタッフ

の方々の、ほんの僅かではあるがお手伝いをさせていただくことで、母の始めた年齢を

多少過ぎたが、その心と期待の数万分の一でも生かせたらと思っている。

一

●

●

●

DR

ﾀﾞ=
lごー1.2

令中国銀行
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四
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謳l 　　　　　　　　　　　　ｙ　響●

Ｆ　　　　　　　　，゛。 ll
岡
山
、
広
島
の
銀
行
や
信
販
会
社

　
岡
山
、
広
島
同
県
の
金
融
機
関
や
信
販
会
社
が
、
預
金
利
息
や
買
い
物
金
額
の
一
郎
岑
福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に

寄
付
す
る
「
社
命
貢
献
型
」
の
金
融
商
品
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
相
次
い
で
導
入
し
て
い
る
。
阪
神
大
震
災
を
契
機
に
高
ま

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
背
景
に
、
消
費
者
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
も
高
め
よ
う
と
い
う
狙
い
。

利
息
の
一
部
寄
付

　
岡
山
県
下
で
は
、
中
国
銀
行

　
（
岡
山
市
丸
の
内
）
が
八
月
一

日
か
ら
、
岡
山
市
に
本
部
を
置

き
、
世
界
各
国
で
医
療
救
援
活

動
を
展
開
し
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

に
、
利
息
の
一
部
を
脊
付
す
る

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
定

期
預
金
」
を
始
め
る
。

　
ス
ー
パ
ー
定
期
一
年
も
の

　
（
一
口
十
万
円
以
上
）
が
対
象

で
、
腐
期
日
に
税
引
き
後
利
息

の
二
〇
％
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
寄
付

さ
れ
、
同
行
も
Ｉ
ロ
座
百
円
を

寄
付
す
る
。
「
地
元
銀
行
と
し

て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
奎
又
援
し

て
い
こ
う
と
い
う
試
み
１
‐
と
同

預
金
者
の
貢
献
意
識
訴
え

-

行
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
援
で
は
、
全
日

信
販
（
同
市
丸
の
内
）
が
、
既

に
四
月
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
カ
ー
ド
」
を
発

行
。
カ
ー
ド
会
員
が
買
い
物
や

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
で
利
用
し
た
金

額
の
〇
・
五
％
を
同
社
が
負
担

し
寄
付
し
て
い
る
。
昨
年
一
月

の
阪
神
大
震
災
で
同
社
支
店
、

社
員
寮
な
ど
が
被
害
に
遭
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
受
け

た
の
が
カ
ー
ド
発
行
の
き
っ
か

け
。
同
社
は
「
今
後
五
年
間
で
、

二
十
万
枚
を
発
行
。
年
間
五
千

万
円
を
支
援
資
金
に
充
て
た

い
」
と
話
す
。●ｔ

　
広
島
県
で
は
、
広
島
銀
行
（
広

島
市
中
区
）
が
八
日
、
普
通
預

金
か
ら
の
自
動
振
り
替
え
で
福

祉
団
体
に
寄
付
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
口
座
の
取
り
扱
い
を
始

め
る
。

　
利
息
計
算
日
の
翌
営
業
日
に

税
引
き
後
利
益
の
一
定
割
合

（
二
〇
、
三
〇
、
四
〇
、
五
〇

％
）
か
・
り
預
金
者
が
選
択
、
広

島
県
社
会
福
祉
篇
章
会
、
広
島

市
社
会
福
祉
篇
章
会
、
ひ
ろ
し

ま
角
膜
・
腎
バ
ン
ク
の
い
ず
れ

か
に
寄
付
す
る
。
ま
た
百
円
以

上
・
百
円
単
位
で
一
定
額
を
寄

付
す
る
方
法
も
設
け
た
。
同
行

は
「
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
参
加

意
欲
は
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
。

寄
付
先
夕
猛
大
し
た
い
」
と
し

て
い
る
。

　
都
銀
も
、
第
一
勧
業
銀
行
（
東

京
）
が
阪
神
大
震
災
後
の
昨
年

四
月
、
定
期
預
金
金
利
の
利
息

の
一
部
や
一
定
余
韻
を
日
本
赤

十
字
社
に
寄
付
す
る
社
会
貢
献

口
座
「
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」
を
開

設
。
東
京
Ｅ
菱
銀
行
（
同
）
は

今
年
二
月
か
ら
普
通
預
金
の
税

引
き
後
利
息
の
五
〇
％
壽
″
一
団

運
自
然
保
護
基
金
、
日
本
ユ
ネ

ス
コ
協
会
連
盟
、
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
、
中
央
共
同

募
金
会
の
い
ず
れ
か
に
自
動
振

り
込
み
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
普

通
預
金
の
取
り
扱
い
を
始
め
て

い
る
。

　
平
成
三
年
に
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
貯
金
（
通
常
貯
金
）
を
始

め
た
郵
便
局
は
、
同
貯
金
が
今

年
五
月
に
全
国
で
二
千
万
□
座

を
突
破
。
岡
山
県
下
で
も
四
十

二
万
口
座
を
数
え
る
な
ど
人
気

商
品
に
な
っ
て
お
り
、
各
金
融

機
関
は
「
今
後
も
取
り
扱
い
機

関
が
増
え
る
」
と
み
て
い
る
。
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郵
政
省
の
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
貯
金
」
の
寄
付
金
の
配
分

先
に
県
内
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
が
週

ぱ
れ
、
岡
山
市
の
備
前
一
宮
郵

便
局
（
村
野
陽
洽
局
長
）
で
2
6

日
ｘ
通
知
式
が
あ
っ
た
。

　
金
利
低
下
の
た
め
、
今
年
度

の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
の

総
配
分
鱗
は
約
1
5
億
７
５
０
０

万
円
と
前
年
度
の
約
2
8
億
１
０

０
０
万
円
の
ほ
ぼ
半
減
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
へ
の
配
分
も
１
１
４
８
万

円
（
前
年
度
２
２
４
１
万
円
）

と
″
Ｎ
Ｇ
Ｏ
受
難
の
年
″
に
な

っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
は
６
年
連
続
の

配
分
で
、
累
計
は
約
１
億
６
３

５
万
円
。
今
年
度
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
の
診
療
所
建
設
や
医
療
機

器
の
配
備
、
ス
ー
ダ
ン
で
の
難

民
の
巡
回
診
療
な
ど
２
事
業
が

対
象
に
な
っ
た
。

　
通
知
式
で
は
村
野
局
長
が

　
「
小
さ
な
親
切
を
世
界
の
人
た

ち
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
近
藤
祐
次
事
務
局
長
＝
写
真

＠
＝
は
「
み
な
さ
ん
の
善
意
を

最
大
限
、
有
効
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

た
。
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金

は
通
常
貯
金
の
受
取
利
子
の
2
0

邨
を
寄
付
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
適
し

て
途
上
国
を
援
助
す
る
仕
組

み
。
１
９
９
１
年
に
誕
生
し
、

加
入
者
は
２
０
０
０
万
人
を
超

え
る
。
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本
紙
第
七
号
で
は
「
ヘ
リ

撮
影
の
愚
」
と
題
し
て
藤
本

義
一
氏
が
、
災
害
時
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
テ
ー
マ
に
厳
し

い
批
判
を
展
開
さ
れ
た
。
震

災
か
ら
一
年
令
・
た
っ
た
今
、

果
た
し
て
。
災
害
時
の
ヘ

リ
“
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど

れ
だ
け
整
理
さ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
報
道
の
ヘ
リ
と
は
対
照
的

に
、
阪
神
大
震
災
当
日
の
一

月
十
七
日
に
ヘ
リ
に
よ
っ
て

搬
送
さ
れ
た
負
傷
者
は
、
消

防
庁
に
よ
る
一
件
の
み
だ
っ

た
。
そ
の
他
の
機
関
に
よ
る

ヘ
リ
輸
送
も
併
せ
て
、
十
九

日
ま
で
の
三
日
間
に
十
七
人

の
搬
送
し
か
行
な
わ
れ
な
か

っ
た
。
航
空
評
論
家
の
西
川

リコブター聖隷三方原病院の救急へ

渉
氏
は
著
書
「
な
ぜ
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
を
使
わ
な
い
の
か
」

の
中
で
「
救
急
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
が
充
分
に
機
能
し
て
い
れ

ば
、
最
初
の
三
日
間
で
二
百

人
以
上
の
人
が
搬
送
さ
れ
た

は
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
大

災
害
時
に
は
ま
ず
人
命
救
助

が
最
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
今
回
は
、
日
本
で
唯
一
災

害
救
助
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

持
つ
聖
隷
三
方
原
病
院
を
例

に
、
救
急
輸
送
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

な
ぜ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
飛

ば
な
か
っ
た
か

　
阪
神
大
震
災
時
に
は
、
道

路
の
寸
断
に
よ
り
被
災
地
に

お
け
る
輸
送
の
す
べ
て
が
マ

ヒ
状
態
に
陥
っ
た
。
一
刻
を

争
う
負
傷
者
の
搬
送
は
、
た

と
え
パ
ト
カ
ー
の
先
導
を
得

た
と
し
て
も
、
身
動
き
の
と

れ
な
い
状
態
の
中
で
い
く
つ

も
の
命
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
凄
惨
な
光
景
を

展
開
す
る
地
上
に
対
し
て
、

空
に
は
多
く
の
ヘ
リ
が
飛
ん

で
い
た
。
し
か
し
消
火
や
患

者
の
搬
送
を
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
ヘ
リ
だ
っ

た
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
ヘ

リ
は
爆
音
を
轟
か
せ
、
救
助

を
求
め
る
微
か
な
声
を
か
き

消
し
て
ヒ
空
を
旋
回
し
て
い

た
。
　
そ
れ
で
は
、
消
防
の
救
助

用
ヘ
リ
が
全
く
い
な
か
っ
た

の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な

く
、
地
震
発
生
の
数
時
間
後

に
は
待
機
し
て
い
た
の
だ
。

で
は
な
ぜ
そ
の
ヘ
リ
が
飛
び

立
て
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ

は
ヘ
リ
を
動
か
す
日
本
の

「
し
く
み
」
に
問
題
が
あ
る
。

　
日
本
で
唯
一
救
急
ヘ
リ
を

所
有
す
る
聖
隷
三
方
原
病
院

で
も
、
震
災
直
後
に
ヘ
リ
の

派
遣
を
兵
庫
県
に
申
し
出
た

が
、
回
答
が
な
か
な
か
得
ら

れ
な
か
っ
た
。
地
震
発
生
か

ら
四
日
、
岡
田
真
入
園
院
長

の
判
断
で
現
地
入
り
し
た
も

の
の
、
よ
う
や
く
七
人
の
患

者
を
搬
送
し
た
の
に
留
ま
っ

た
。

動
か
す
「
し
く
み
」

　
米
国
の
ヘ
リ
使
用
に
つ
い

て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
米

国
で
は
全
て
の
ヘ
リ
が
統
一

の
周
波
数
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
て
お
り
、
民
間
ヘ
リ
も

含
め
、
予
め
災
害
時
に
お
け

る
役
割
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
救
命
用
の
ヘ

リ
が
飛
ぶ
場
合
に
は
最
優
先

飛
行
と
な
り
、
定
期
便
で
す

ら
止
ま
る
こ
と
が
あ
る
。
広

大
な
国
土
で
空
輸
が
日
常
的

な
。
足
“
と
し
て
発
達
し
た

の
に
加
え
、
「
一
人
の
生
命
は

多
く
の
人
の
利
便
性
、
公
共

性
よ
り
重
い
」
と
い
う
考
え

方
が
、
具
体
的
な
「
し
く
み
」

を
作
り
尤
げ
て
い
る
。

　
一
方
、
日
本
の
民
間
ヘ
リ

の
飛
行
に
は
、
事
前
に
離
着

陸
の
許
可
が
必
要
な
ど
の
制

約
が
多
く
、
緊
急
時
に
は
足

か
せ
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

兵
庫
県
の
災
害
対
策
本
部
に

や
っ
と
依
頼
書
を
書
い
て
も

ら
っ
た
こ
と
で
、
は
じ
め
て

聖
隷
三
方
原
病
院
は
阪
神
人

衷
災
の
救
助
に
出
動
で
き
た

の
で
あ
る
。

　
「
人
命
救
助
の
た
め
に
は

災
害
発
生
後
、
三
時
間
が
大

切
な
の
に
、
飛
ぶ
の
に
ハ
ン

コ
が
い
る
よ
う
で
は
救
急
と

は
い
え
な
い
」
と
は
岡
田
副

院
長
の
弁
。
ま
た
米
国
と
日

本
の
場
合
は
「
ヘ
リ
を
使
い

な
れ
て
い
る
か
、
い
な
い
か

の
違
い
で
は
な
い
か
」
と
い

う
。
つ
ま
り
ハ
ー
ド
と
し
て

の
ヘ
リ
を
ど
う
活
用
す
る
か

と
い
う
ソ
フ
ト
面
が
立
ち
遅

れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
言

え
る
。

ヘ
リ
を
有
効
に
使
う

　
岡
田
副
院
長
は
「
阪
神
大

震
災
か
ら
一
年
半
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
災

害
時
の
ヘ
リ
輸
送
に
つ
い
て
、

‘
ヽ
ｆ

心臓のモニター、蘇生機　　気道内異物除去、人工呼吸器　　　未熟児・新生児保育器

　　　　　　　　　救急医療ヘリコプターに搭載される医療器具の例

行
政
は
ほ
と
ん
ど
検
討
し
て

い
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
再
び
大
地
震
が
発

生
し
た
時
、
大
混
乱
の
中
で

同
じ
こ
と
が
起
き
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。
根
本
的
に

（
行
政
は
）
ヘ
リ
で
は
人
は
救

え
な
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
完
全
な
タ
テ
ワ
リ
行

政
の
中
で
、
ど
こ
ま
で
患
者

の
搬
送
が
可
能
で
し
ょ
う
か
」

と
話
す
。

　
聖
隷
三
方
原
病
院
で
は
、

山
間
部
で
の
ダ
ム
建
設
工
事

中
の
事
故
や
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ

ト
で
行
な
わ
れ
る
国
際
レ
ー

ス
時
の
事
故
な
ど
、
年
間
十

五
大
干
回
程
度
救
急
ヘ
リ

を
出
動
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま

り
十
分
に
ヘ
リ
を
使
い
な
れ

た
病
院
な
の
で
あ
る
。
東
海

地
震
を
想
定
し
た
防
災
面
で

も
か
な
り
深
く
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
、
訓
練
も
行
な
っ

て
い
る
。
「
い
つ
災
害
が
発
生

し
て
も
、
こ
こ
は
大
丈
夫
で

す
」
と
自
信
を
持
っ
て
語
る
。

こ
れ
か
ら
の
災
害
輸
送
に

備
え
て

　
民
間
病
院
は
、
あ
る
面
で

は
行
政
の
管
轄
外
で
、
独
自

の
判
断
で
防
災
体
制
や
支
援

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
可

能
だ
。
し
か
し
シ
ス
テ
ム
と

し
て
考
え
た
場
合
、
。
良
く

取
り
組
ん
で
い
る
一
病
院
‘

で
は
困
る
わ
け
で
、
実
績
の

裏
づ
け
の
あ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

い
か
に
行
政
が
活
か
す
か
が

重
要
に
な
る
。

　
こ
の
ほ
ど
厚
生
省
の
「
災

害
医
療
体
制
の
あ
り
方
に
関

す
る
研
究
会
」
の
最
終
報
告

が
公
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
中

に
、
災
害
時
の
ヘ
リ
を
使
用

し
た
救
急
体
制
の
充
実
と
同

時
に
被
災
地
の
消
防
指
令
の

判
断
で
ヘ
リ
搬
送
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
、
な
ど
の
提
言

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
自

治
省
消
防
庁
も
ヘ
リ
の
救
急

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
乗
り
出

し
た
。
阪
神
大
震
災
の
教
訓

が
提
言
だ
け
で
終
わ
ら
な
い

よ
う
、
行
政
は
直
ち
に
ヘ
リ

の
救
急
出
動
を
含
め
た
広
域

的
な
救
急
医
療
体
制
を
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
「
人
命

救
助
」
に
直
結
し
た
ヘ
リ
の

活
用
が
で
き
る
ま
で
次
の
災

害
が
待
っ
て
く
れ
る
と
は
限

ら
な
い
の
だ
か
ら
。

聖隷三方原病院

参
考
文
献
・
「
な
ぜ
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
使
わ
な
い
の
か
」
西
川

漆
薔
中
央
書
院
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事務局だよリ 事務局　片山　新子

　梅雨のあけた日曜日の午後、岡山の街頭にたった。高校生ボランティアの若い男の子、女の子

に紛れて「私たちはＡＭＤＡ高校生会です｡活動にご協力お願いします｡」と道行く人に募金を呼

びかけた。どう見てもこの私､高校生には見えないのだけどぉ‥･気持ちはすっかり高校生だっ

た。とても暑い日で、本当に汗だくになってみんな頑張った。合計で１３万１、３００円！！お

陰様で多くの人にご協力を頂き、参加した高校生をはじめみんなでおおいに喜んだ。このお金は

そっくりそのままこの夏に企画している中国のスタディツアーで高校生が中国に持って行き､「雲

南省学校再建プロジェクト」に役立たされる。

　この募金を通して私自身多くのことを感じたので、そのことを少し書きたい｡通行者に募金を

呼びかけた時の反応は様々である。今回は中学生･高校生の人たちが１０円でも２０円でも「何

かしたい」という気持ちで募金をしてくれた。中には「頑張って下さい｡」と励ましてくれる子ま

でいる。年代別に分けるのも変だが‥・まず「おじさんクラス」にはふた通りある。あきらか

にイヤな顔をして行く人。それとは反対に「若けえ女の子がしょおるけんのぉ‥・」と言って

募金して下さる優しい人。「おばさんクラス」は平均してまずＯＫ。特に小さい子供（孫）が一緒

の場合は子供を通して募金をしてくれる。このおばさんには「有閑マダム風」と「庶民派」の二

つのタイプがあるが、この際「募金をするかしないか」には、関係はないように思う。そうそう、

割と２０代、３０代の男性も親切だった‥・ああ、むかつくのは２０代の女性。しっかりメイ

クでチラリともこちらを見ない｡そしてアベックも‥・これも二人の世界以外見えないのか‥・

無視しつつ、それでもわざわざ避けて通る・・・私だったら「そんな態度の男とは別れてや

るう！！」と思うけど‥・実際は複雑であってそうはいかないのであろう。

　ふと自分がＡＭＤＡに入る前を振り返った。小学生の頃から（半強制的に）赤い羽根や緑の羽

には協力している。学生の頃は街頭で繰り広げられる「わけのわからない署名運動」にも物珍し

さが手伝って署名し、同行していた友人にたしなめられた記憶がある。「街頭募金」は何となく

「うさんくさい」イメージがあった｡確かに当時は「一風変わった汚い服装のお兄さん」が道行く

人にすり寄ってきて・‥私白身「この人に渡して本当に役立たれるじゃろうか？自分のポケッ

トに入れてしまうんちゃうか？」と自問自答をした記憶がある。でもＡＭＤＡで実際自分が「募

金運動をする側」になったら、「どうしてみんな募金をしてくれないんだろう？？？」とフト考え

込んでしまう。募金のイメージも随分変わった。今回参加した高校生は「ああ、私が十年若かっ

たら‥・」と思う程「クラスでももてるグループ」の少年たちだ。女の子もおしゃれでかわい

い。私だったらこんなかわいい子たちに「お願いしまああす｡」と言われたら絶対するのになあ。

（何か募金の主旨とは関係ない話になったが‥・）

　今回高校生の子たちもそれぞれこの募金活動を通して、いろいろなことを感じたと思う。何か

勢いにまかせて（募金主催者側の意見として）書いてしまったけど‥・「若い小娘の書いたこと

と」としてこの文章は読み流して下さい。（笑）今後も街頭で私たちを見かけたら、ぜひご協力を

お願いします。　　　　*今回の会話は岡山が舞台となった為､岡山弁で表現させて頂きました。

さて、この度本部に新しい人が３名入りました。その中の１人林氏をご紹介しましょう。

みなさんはじめまして。林　信秀ともうします。７月からAMDA本部でプ

ロジェクト担当チームの一員として活動することになりました。青年海外

協力隊でジャマイカに派遣された経験をきっかけとして国際協力の分野に

足を踏み入れることになりました。ＮＧＯでの活動というものはわたしに

とって未知、未経験な部分がたくさんありますがその分だけ興味深く、期

待している部分がたくさんあります。これからAMDAスタッフとして楽し

くがんぱっていきたいと思いますので宜しくお願いします。
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　　　　　　　以下の方々にご協力いただいています。ありがとうございます。（順不同敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　混紡］］

個人　佐藤光子、坂田　渠、川上真史、鈴木貴子、伊藤真由美、大島行雄、新倉美佐子、杉原賢治、北元宣子、佐藤美樹、

大多和　清美、申　康守、大字　明、平野　勝巳、後藤　成子、奥山　巌雄、山名　克巳、秋田　美乃枝、宮本　明、

岩淵　千利、井上　美由紀、福田　守宏、浜、京子、森　明男、佐藤　昌子、黒沢　忠彦、高木　史江、吉村　菜穂子、

石橋　美奈子、若林　頼男、渡辺　敦子、林　和生、苅野　貞、日下　喬史、田口　瑛子、翰野　孝志、野尻　京子、

川勝　准一、加藤　和子、川島。正久、飯田　鴻子、矢代　静枝、田中　慧子、野口　幸子、竹内　七郎、高倉　泰夫、

宮崎　朋子、斎藤　茂雄、水上　秀美、太田　茂樹、岡本　千草、藤田　京子、江本　千代子、池上　郁枝、町田　房枝、

大本紀美枝、余田　芳一、蟹江　智恵子、前田　尚子、豊福　義一、土井利夫、伊藤　誠基、長尾　淑子

団体　日本聖公会東京教区、聖アンデレ教会、三光教会、聖パウロ教会、聖期バルナバ教会、聖テモテ教会、神田キリスト教会、

浅草聖ョハネ教会、葛飾茨十字教会、聖ルカ教会、東京聖三一教会、東京聖十字教会、ハ王子復活教会、小金井聖公会、神変教会、

立教学院諸聖徒礼拝堂、帝国クリニック（東京）、杉本クリニック（岡山）、藤田クリニック（東京）、高岡クリニック（東京）、

住友海上火災保険（株）、興和新薬（株）、三共（株）、グラクソ三共（株）、第一電工（株）、ソニー（株）、三井物産（株）、

いなり堂南桜塚本店内ボランティア貯金会、聖公会ハ王子幼稚園、町谷原病院、小林国際クリニック募金箱、いずみの会、

（株）リプロ、ぞ屋眼科医院募金箱（山梨）、耳鼻咽喉科早川医院（神奈川）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お名前を掲載しない方３１件

[]畔鮒

●

辱 1 － ゝ

１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ

●

大同生命厚生事業団（地域保健福祉研究助成）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一-

ご寄付のお願い　当センターは寄付などにより運営されています。おいくらからでも結構です。

　　ご支援よろしくお願い申し上げます。

会員募集　精神的，経済的に援助して下さる会員の方を募集しております。

　　瀋センターはＡＭＤＡ（水着庸山）とは会計か別のため，柵jn.た兪庸Ｓ�をーけて参クまず‘。

　　ＡＭＤＡ草草の兪鳶でばございませ,4,ので，参席JIえのないよう参－いいたします。

　会費：個人会員　１口　6,000円　／　団体会員１口20,000円

　　　学生会員（高校，大学，専門学校生）　10　2,000円

　　　ｼﾞｭﾆ了会員（中学生以下）　　　　　　　10　1,000円

　４月より翌年３月の１年間とする。何口でもけっこうです。

広告募集年間12万円

以上詳細はセンター東京（03-5285-8086）までお問い合わせ下さい。ご協力をお待ちしております。

郵便振替：００１８０－２－１６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

●粁口座（広告料のみμさくら銀行桜新町支店普通５３８５７１６

　　　　　　　　　　　口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　所長　小林米幸

循環器科・内科・心臓血管外科

　iL　医療法人社団lal
北光循環器病院

　　歯歯歯歯歯　好評発売中●●老舎兪

　　臼１ケ国語診察補助表」

　　9ケ国語対応「服薬指導の本」

　　各5,000円（送料別）

お申し込みは：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

東京事務局雲03-5285-8086

　　院･長　太田茂樹

　　〒065札幌市東区北27条東8丁目

TEL 011-722-1 1 33 FAX 01 1-722-0501
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四

●

●

内科（老人科）
社団慶成会

理学診療科

霜慶友病院
〒１９８東京都青梅市大門1－681番地

●λ●のお関いiせ－TEL.0428(2,411620(ft表)

　　　　院'長大　塚　宣　夫

ｅ 大鵬薬品工業株式会社

〒101東京都千代田区神田錦町1-27

外科　整形外科　形成外科　脳神経外科

肛門科　内科　泌尿器科

　＝4里1,｡。随臥一慶泉金　ili

町谷原病院

〒194紅新鶴絹1523　　　酋0427-95-1668

限会社

リー薬局

エリー薬局

マリー薬局

十字路薬局

セリー薬局

アミー薬局

マオー薬局

都商会

　　産婦人科　　　　心療内科ＯＢ／ＧＹＮ／ＰＹＣＨＯＴＨＥＲＡＰＹ

　　　　伊鮭木クリニック

　　　　SSEzAi（IWolEN’SCLINlc

尋２３１横浜市中区伊勢佐木町３-１０７

　　　Ｋビル伊勢佐木２階
　　ｎ０４５（２５１）８６２２

内科・理学診療科
福川内科
クリニック

　東成区東小橋３ －１８ －３
　(住友銀行輪講支店前)
ﾎﾟﾝｸﾞｰﾋﾞﾙ4Fご　�●74－2338･

　内科　消化器科　整形外科　神経内科
　精神科　理学診療科

　゛.，　・医療法人社団永生会｀(

g§JEEE〉

ｸﾞ

台市
７７４床

　辱193東京都八王子市椚田町583-15

　　　　k 0426-61-4108

唇214川崎市多摩区宿河原2-31-3

　　　酋044-933-0207　　　　　　　　　　　　　，

尋214川崎市多摩区菅6-13-4　　　　　　　’

　　　　酋044-945-7007

�214川崎市多摩区南生田7-20-2

　　　　酋044-900-2170

尋211川崎市中原区小杉御殿町2-96

　　　　酋044-722-1156

�216川崎市宮前区有馬5-18-22

　　　　酋044-854-9131

�242大和市西鶴間3-5-6-114

　　　　酋0462-64-9381

唇242大和市中央5-4-24昔０４６２-６３－１６１１

｡A
お
手
本
は
、

自
然
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。

●４な飴恵か4､豊かな彙皐へ●輔-s
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ＷＥ　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＹＯＵ
全世界への格安国際航空券手配と販売

対応言語、莫暴、スペイン語、タガログ語、タイ語､韓国語、ベンガル纂、

ヒンデｆ一語、ウルドウ語、マレー盾、インドネシア語、北京丿
上海畠、広東易、練建語、客家-、ペルシア語、ミャンｉ一斯、

アラカン語、フランス簒、日本盾、２２言語に及.駄

　　　縮合壷何酋03-3340一白745
クロス新宿フライトセンター

ｷ1薗東京鮪新書奮･舗害1-19-S

航空券はアクロスヘ

Ｆ

は

AIX

奄可●芦

良行兪枇

分

●●

●●

ＡＭＤＡへ

いちい書房の家庭医学書

ﾗﾌﾟ

�０３－３２

て絶賛発売中

悶相模原市医師会
　会長矢島　治

〒229神奈川県相模原市富士見１－３-４ １
　　　Ｓ ０４２７－５５－３３１１

条消化器科・外科・小児科条

Kobayashi　lnternationa1　Clinic

小林國際医院

診療時間：　平日

休診日

月曜日～金曜日

9:15～12:00/ 14:00～17:00

　土曜日

9:15～13:00

水曜日、．日曜日、祝祭日

雲：０４６２－６３－１３８０

　　　　神奈川県大和市西鶴間3-5-6-110

　　　　　　小田急江ノ島線・鶴間駅下車徒歩４分
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・
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一
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●●

１

ＡＭＤＡへのご｀支援を

ＡＭＤＡへの入会

・医師会員

･一一般会.員

・学生会員

・法人会員

・賛助会員

15.000円

10､000円

ﾌ､500円

30､000円

2､000円

会費は入会の月より１年間有効

です。入会の月より毎月、会報

「国際医療協力」を送付します。

賛助会員にはAMDAダイジェス

トを送付します。

２ AJAMDAカード

　　全日信販発行
利用額の0.05％がAMDAに提供さ

れます。

●お問い合せは

　AJAMDAデスクTEL086-227-7161

寿一S

ド
・
゛

３ AMDA
テレホンカード
■１枚（50度数）1,000円

　300円が収益となります。

　　AMDAボランティア4
定期預金犬

今中ｌ銀行

税引き後、利息の

20％をAMDAに

ご寄付いただ

きます。

中国銀行から

も預け入れの

口数に応じて、

／

　　　一途NGO
朗朗

寄付をいただきます。　　‾‾‾゛j

●お問い合せはTEL086-223-3111

５ 国際電話
ＫＤＤ

ご利用金額の一部がAMDAに提供

されます。

ＫＤＤ：国際ボランティアダイヤル

６

＊

り

･ 〃

絵はがきセット

　ルワンダ難民の描いた

　キャンプ風景葉書

　・20枚一組　1,000円

　　送料200円
　　３セット以上は無料

７ ＡＭＤＡ Ｔシャツ

■Ｌサイズのみ1,900円

送料1枚300円３枚以上は無料

津村ゆうすけ氏デザイン

ファイナルホームの製品

・ホワイト（グリーンのロゴ）

・グレー（ブラックのロゴ）

・ブルー（ホワイトのロゴ）

　　　回

AMDA
募金箱設置

AMDA募金箱設置が可能な方、

ご達絡下さい。

９ ＡＭＤＡに
お送り下さい

・使用済みのテレホンカード

・書き損じのハガキ

・未使用の切手、ハガキ

・海外の残ったコイン

等がありましたらAMDAに

お送り下さい。

●〒701-12

　岡山市楢津310-1

　　　AMDA本部宛

｜

ｋ

こ

ー一－

＊入会１、購入３、６、フをご希望の方は、振込用紙に詳細を

ご記入の上、金額をお振込み下さい。

２、４、５は各自で加入して下さい。

＊８、９のお問い合わせは、AMDA本部　TEL 086-284-7730 へ

あなたもできる国際協力
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